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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








口絵・本文イラスト　草河遊也
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　　プロローグ










　快かい晴せいである。


　玄げん関かんの外に出た葛かつ城らぎミミコは、台風一いつ過かの突つき抜ぬけるような青空に向かい、


「んん――！」


　と猫ねこのように身体からだを伸のばした。


　薄うす手でのトレーナーにジーンズ。黒くろ髪かみはヘアバンドで留とめ、手には軍手を嵌はめている。剝むき出しになったおでこには、うっすらと汗あせが浮うかんでいた。


　そのまま空を見上げて軽く一息入れていると、少年がよたよた近づいて来た。陽光の下もとで金きん髪ぱつの巻まき毛がきらきら輝かがやいている。望もち月づきコタロウだ。


「ミミちゃん。この箱はどこに置くの？」


「あ、それはどうしようかな……取りあえず地下室にお願い。あとで開けるから、すぐわかるとこにね」


「了りよう解かい～」


　両手で抱かかえるように段だんボールを持ちながら、コタロウはうんこら言って階かい段だんに向かっていった。


「……あれでたぶん最後ね」


　後ろ姿すがたを見送ったミミコは、そう満足そうにつぶやいた。


　視し線せんを上げる。


　目の前には二階建てのビルが建っていた。周りの倉庫街に溶とけ込む、なんとも古くさいビルである。実じつ際さい、通つう勤きんの度たびに前を通っていたのだが、これまで気に留めたことは一度もなかった。


　しかし今日からは違ちがう。


　今日、ミミコはこのビルに引っ越こしてきたのだ。今日からここが、彼女の住まいとなる。


　しかも、二人の同どう居きよ人にんまで一いつ緒しよだ。


「妙みようなことになっちゃったなあ」


　とミミコは苦く笑しようした。


　何しろ十七歳さいの乙女おとめである。その上ミミコは孤こ児じだった。これまでもずっと独ひとりで生活してきた。それが、今日からは赤の他人二人とひとつ屋根の下で暮くらすのだ、つい先日までは想そう像ぞうもしていなかった。


　おまけにその二人というのが、ただ者ではない。なにせ、「人」ですらないのだから。


　と、背はい後ごでバタリと音がして、ミミコは後ろを振り向いた。


　引っ越し用に借りた軽トラ。その脇わきに、同居予定の片かた割われが倒たおれていた。


　長身瘦そう軀くの青年である。赤いスーツを身にまとい、つば広の赤い帽ぼう子しを頭に乗せている。その格かつ好こうのまま、オアシスを求めて砂さ漠ばくで力尽つきた旅人さながら、アスファルトの上に横たわっていた。見れば、スーツの隙すき間まから白い煙けむりがぷすぷす立ち上っている。


「……ジローさん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「心配ご無用……ですが、どうしても心配と思われるようでしたら、ここらで休きゆう憩けいすることを提てい案あんします」


「無理して手伝わなくても良かったのに」


「ふふ。そうは参りません。我われら兄弟、これからミミコさんのお世話になるのです。私だけのうのうと寝ねているわけには……あ、熱つつ……」


「ほら。焦こげてるじゃない」


　軽トラの陰かげに這はいずって逃にげる青年――望月ジローを眺ながめ、ミミコはやれやれと首を振ふった。


　助手席のシートから載せていた日傘を取り出し、ジローの横に立って差してやる。ジローはタイヤにもたれかかると、血の気の薄い顔をさらに蒼そう白はくにして、ぜえはあ喘あえいだ。


「……良い天気ですね。引っ越し日和びよりだ」


「失神しそうな顔で何言ってんの」


「古びた感じも、私的にグーです」


「んー。ま、思ったほど悪くはなかったかな」


　路面に座すわり込むジローと日傘を差すミミコは、揃そろって目の前のビルを見上げた。


　中は掃そう除じしたが、外がい壁へきまでは手が回っていなかった。色いろ褪あせた古いビルは、新たな主人の来らい訪ほうにさしたる感想も持っていない様子で、のんびりと建っている。


　新しい生活が始まるのだ。


　うん、とミミコは改めて満足げに頷うなずいた。


「陣じん内ない部長にはほんと感かん謝しやしなきゃね！　忙いそがしい中、こんな物ぶつ件けんを紹しよう介かいしてくれたんだから！」


　弾はずむように言うと、なぜか隣となりのジローが「うっ」と顔を引きつらせた。何か、触ふれられたくないところに触れられたような反はん応のうだ。


　ミミコは一昨日おとといまで、このすぐ先にある、おんぼろのアパートで生活していた。それが、とある事じ情じようからジローたちを巡めぐる事件に巻き込まれ、自室を爆ばく弾だんで吹ふき飛ばされてしまったのだ。


　孤児のミミコには、ただでさえ頼たよれる身内がいない。行き先の当てもなく、これからどうしたものかと、実は心配していたのだ。ところが、彼女の勤つとめる『オーダー・コフィン・カンパニー』の上司が、すぐに新しい住まいを用意してくれたのである。


　このビルはもともと『カンパニー』の所有物だ。ずっと倉庫として使用していたのだが、少し前、新たに人を住ませることが決まったらしい。上司はそこへ、ミミコをねじ込んでくれたのだ。


「それって、すごいタイミングよね？　家か財ざい道具とか、全部揃ってる訳わけだもん。アパート爆ばく破はされたときには、やっぱりちょっと辛つらかったけど――悪いことがあれば、いいこともあるもんだわ！」


「――う」


「しかも、燃もえちゃったと思ってた持ち物も、びっくりするぐらい無事だったし！　爆風で飛ばされただけで、あっさり見つかったなんて、信じられないぐらいラッキー！」


「――うう」


「なんだかんだいって、あたしは恵めぐまれてるなあ。なんて言うか、こう、周囲の善ぜん意いが支ささえてくれてる、みたいな？」


「――うくくく……」


　純じゆん粋すいな感謝を世の中に捧ささげる少女の隣で、ジローは居いたたまれなさそうに顔を伏ふせた。


「おのれショウゴ……あの悪あく党とうめ」


「え、何？　てか、ジローさんどうしたの？　さっきより顔色悪いわよ？　胃が痛いたい、みたいにお腹なか押おさえちゃって」


「なんでもありません、ミミコさん。少し……諸しよ行ぎよう無む常じようと世のあはれについて色々と」


　やるせない素そ振ぶりで遠い目をするジロー。ミミコはきょとんとし、「変なの」とつぶやいた。


　それから、


「あ。そうだ。ジローさん。昨日の話……」


「ああ。護 衛クローザーの件ですか」


「うん」


　護 衛クローザーの件、というのは、昨日上司からこのビルを紹介されたとき、一いつ緒しよに伝えられたことである。ジローをミミコの護ご衛えいに雇やとってはどうか、というのだ。


「部長に言われたときは、ええ、って思ったけど……あれ、案外悪くない考えかもしれないわ。セイさんやケインさん、うちの上じよう層そう部ぶもさ。いまはそれどころじゃないから、誰だれもジローさんのこと蒸むし返さないけど……」


　ミミコはそう言って、職しよく場ばのことを思い浮うかべた。


　昨日。


　昨日という日は、特区の短い歴史の中でも特筆すべき一日だった。一いつ般ぱんにこそ――際きわどくも――伏せられたが、一歩間ま違ちがえば特区崩ほう壊かいを招まねいていただろう大事件が起きたのだ。そして、ミミコとジロー、コタロウは、その渦か中ちゆうにいたのである。


　事件は日にち没ぼつと前後していったん幕まくを下ろした。が、残した余よ韻いんは消えることなく、いまも特区を裏うら側がわから揺ゆさぶっている。事実隠いん蔽ぺいのための情報操そう作さには長い時間がかかるだろうし、当然『カンパニー』もしばらくは通常業ぎよう務むどころではないはずだ。ミミコたちがこうしてのんびり引っ越こしなどしていられるのは、彼女の活かつ躍やくと辛しん労ろうを労ねぎらった上司の計らいなのである。


「でもね。ジローさんの立場がデリケートであることは、基き本ほん的に変わってない。あなたの存そん在ざいに否ひ定てい的だったケインさんたちは、少しぐらい態たい度どが軟なん化かするかもしれないけど――このままじゃ、すべてが落ち着いたとき、またあなたの身の振ふり方が問題にされるかもしれないわ」


　一度言葉を切り、ミミコはジローを横目に見た。ジローは特に何も言わず、黙だまって彼女の説明に耳を傾かたむけている。


　ミミコは小さく咳せき払ばらいして先を続けた。


「あなたが『カンパニー』に従じゆう属ぞくする気がないってことはわかったわ。セイさんやケインさんみたいな、他の血族の庇ひ護ご下かに入る気がないこともね。でも、その点あたしの護衛ってことなら、かなり自由なポジションを得られると思うの。特区で暮らす以上、そして、あなたが『銀刀』である以上、対外的な立場はあった方がいいと思う」


「…………」


　ジローは黙ったまま帽ぼう子しに手を置いた。ミミコも促うながす真ま似ねはしない。ただ、遠くを眺ながめるジローを、ちらちらと横目に見た。


　しばらくして、


「あなたはそれで良いのですか、ミミコさん？」


「あたし？」


「昨日の一件でも十分でしょう。私どもが護衛についた場合、またあのようなことが起きるかもしれません――いや。曖あい昧まいな言い方は止よしましょう。私が側にいれば、必ずまた余よ計けいな危き険けんを――」


「その場合は、ここからも出て行って貰もらわないとねえ」


「え？」


「あら、当然でしょ？　あなたと関かかわれば危険に巻まき込こまれるってんなら、同じビルで暮くらすなんてもっての外ほかだわ。どっか余よ所そに寝ね床どこを確かく保ほしてくれなきゃ」


　ミミコがにんまりすると、ジローは思わず顔をしかめた。


「それにさ。もう手て遅おくれだと思うな。不本意ながら、あたし、『銀刀』担たん当とうってことで特区のお偉えらいさん方に顔も名前も覚えられちゃったみたいだし」


　彼女にもね、と口には出さずミミコは付け加える。一いつ瞬しゆん脳のう裏りに、冷たく激はげしく、そして忘わすれがたい印象の美び貌ぼうが過よぎった。


「だからあたしはもう腹はらはくくってるの。ジローさんが護衛になろうがなるまいが、自分の身は自分で護まもろうって。……第一さあ。昨日のジローさんの迷めい走そうぶりっていうか、いじけっぷりっていうか、ヘタレ具合を見てるとねー。護衛にしたところで、とてもとても安心なんかできないし」


「なっ、何を仰おつしやいますっ。私は慎しん重ちようにも慎重を期しただけです。そもそもあなたの安全を思って、そういう態たい度どを取ったのではありませんか」


「どーだかなー。明らかに敵てきに舐なめられてたもん、あれ。実はコタロウ君も、少し呆あきれてたかもよ？」


「……まったく、これだから若じやく輩はい者ものは」


　ジローがいよいよ渋じゆう面めんになるのを、ミミコはおかしそうに眺めていた。


　もちろんミミコにはわかっている。ジローの言葉に噓うそはないのだ。彼は確かに、昨日いくつかの判はん断だんを誤あやまり、さらに多くの判断を保ほ留りゆうしたまま事態を悪化させようとしていた。だが、答えを出す、というのは、本来難むずかしいことである。迷まよいは、そこに真しん剣けんな思いがあるからこそ生まれるのだ。


　ジローは真剣に周りのことを考えていた。そのため、自らの思いに動きを縛しばられていた。


　そんな風になってしまう彼を、いまのミミコは好ましく思っている。


　ときおりビルの前の通りを、倉庫街に荷物を運ぶトラックが通り過ぎていく。土つち埃ぼこりが薄うすく舞まい上がり、特区特有の海風にさらわれていった。


　日差しも穏おだやかで心ここ地ちよい。


　が、気が付けば、まだ少しジローからは白はく煙えんが上がっていた。


　午後三時。まだトラックの影かげは短い。ミミコは日ひ傘がさをそっと傾かたむけた。


　やがてジローが口を開け、


「……よろしくお願いします」


　ぽつりと言った。


「ん」


　とミミコは短く頷うなずいた。


　海風のおかげで汗あせも引いていた。またトラックが土埃を舞上げ、それがゆるゆると流れていった。


　そのとき、


「兄者、ミミちゃん！　これ見て、これ。スゴイの見つけた！」


　歓かん声せいを上げながらコタロウがビルから飛び出してきた。


　コタロウが抱かかえている物を見て、ジローとミミコは思わず目を丸くした。


「なんです、それは？」


「ど、どこにあったの。そんなの？」


　二人の質しつ問もんに、コタロウは得意そうに笑う。


「地下室！　ねえ、ミミちゃん。これもらっていい？　いいでしょ？　大事にするからぁ！」


「いや、でも……まあ、誰も使わない――とは思うけど……」


「じゃあいいんだね？　やったー！」


　戸と惑まどうミミコを余所に、コタロウは大はしゃぎで、それと手を取り合い、ワルツを踊おどるようにクルクル回った。


　ジローとミミコが、つい顔を見合わせる。


　とぼけた表情で、コタロウに振り回されている物。


　それは、彼と同じほどもありそうな、巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアだった。




　




　　第一話　働く吸血鬼ブラツク・ブラツド










　特区の吸血鬼で『銀ぎん刀とう』の名を知らぬ者はない。


　あらゆる吸血鬼にとって弱点となる銀。その銀でコーティングされた刃やいばを操あやつる、凄すご腕うでの剣けん士し。


　しかも彼は、自らも闇やみの住人であるという。己おのれにとっても猛もう毒どくたる銀の刃を、恐おそれることなく優ゆう雅がに振ふるうのだ。


　その技ぎ量りようは見る者を圧あつ倒とうし、その威い風ふうは相対した者の戦意を挫くじく。


『同族殺し』と忌き避ひされながら、誰もが畏い怖ふを禁きんじ得ない。いかなる血族にも従じゆう属ぞくせぬ、誇ほこり高き孤こ高こうの吸血鬼――





　――そんな人物を護ご衛えいに雇やとえるなんて幸運なことではありませんか。


　と、兄は弟に語った。


　それはどうだろう、と弟は思ったが、口にはしなかった。
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　月夜の晩ばんである。


　旧市街区オールド・ヤードの一角。古びたビルとビルに挟はさまれた路ろ地じ裏うらに、くたびれた老犬が腰こしを下ろしていた。


　少し先の四つ角では、寂さびしげな街灯が咳せき込むように明めい滅めつしている。人通りも少なく、ときおりくだを巻まいた酔よっぱらいが通り過すぎるぐらいだ。全体的に薄うす汚よごれ、しかしどこか落ち着いた路地だった。


　と、そろそろ微睡まどろみかけていた老犬が、突とつ然ぜん片かた方ほうの耳を立てた。


　何か異い変へんを嗅かぎ付け、おっくうそうに頭を上げる。


　そこへ、


「ひゃあ」


　と頭上から声が降ふってきた。


　老犬が慌あわてて飛び退のいた。しかし、落ちてきた何かは、地面に衝しよ突うとつする直前で、引っ張られるように停止した。


「何をやってるんです、だらしのない」


「だって、兄者」


　言い合う声に、老犬はぽかんとして頭上を見上げた。


　見れば、ビルの外壁に立った青年が、落ちそうになった少年の襟えり首くびをつかんでいる。


「だってじゃありません。ほら。しゃんと立ちなさい」


　そう言って、青年が少年を壁かべに押し付ける。


　少年は恐おそる恐る壁に向かって足の裏うらをくっつけた。


「あ。立てた」


「よろしい。では行きますよ」


　言うが早いか、青年は何事もなかったかのように、壁の上を走り出した。地面と水すい平へいに立ったまま、疾風はやてのように走っていく。


「ま、待って、兄者ー」


　と少年も慌あわててあとを追い始めた。


　二つの人影はビルの外壁を走り、壁から壁へと跳ちよう躍やくを繰くり返しながら路地から消えていった。


　老犬はしばらくの間、二足歩行の猫ねこを見かけたような目で二人の消えた先を眺ながめていた。


　けれど、やがてもとの場所にうずくまって、穏おだやかないびきを立て始めた。
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「あ、兄者。まだ着かないのっ？　ぼくもう限げん界かいだよ！」


「ええい軟なん弱じやくな。だから日ひ頃ごろから足あし腰こしを鍛きたえておきなさいと言ってるでしょう」


　弟の泣き言を、望もち月づきジローはすっぱり一いつ蹴しゆうした。


　タッ、


　と革かわ靴ぐつの底がビルの壁を蹴けったかと思うと、軽やかに空中を飛ひ翔しようし、向かい側のビルの壁に着地する。まるで演えん舞ぶのようである。あとに続いた望月コタロウは、落下こそ免まぬかれているものの、着地するたびに大きくよろめいていた。


「うー……普ふ通つうに下を歩こうよぉ」


「それでは人目につくでしょう。いまはミミコさんの居い場ば所しよを捜さがす方が先決です。もう少し頑がん張ばりなさい」


　素そっ気なく言うと、再ふたたび壁を走り出す。


　先を走るジローは、二十代前半と見える長身の美び丈じよう夫ぶだ。赤いスーツを身にまとい、つば広の赤い帽子をかぶっている。手には革手て袋ぶくろをはめ、首からはゴーグルを下げていた。


　黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ。涼すずしげな横顔には汗あせ一つ見当たらない。


　一方、兄の後ろをヒイヒイ言いながら追いかけるコタロウは、十歳さい前後の少年だ。


　ふわふわしたブロンドの巻き毛といい、大きな青い瞳といい、柔やわらかそうな頰ほおといい、誰だれもが「天使のような」という形けい容ようを思い浮うかべる愛らしさだった。


　おまけに、彼の背せ中なかには、彼の背せ丈たけほどもありそうな巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアが、リュックのように背負われていた。不安定な足あし下もとが、ぬいぐるみのせいで一いつ層そう覚束なくなっている。


「ほら。ぐずぐずしない。もっと背せ筋すじを伸のばして、きびきび走るのです」


「無理だよ、兄者。ぼくわかったんだ。走ってると右足と左足が両方地面から離はなれる瞬しゆん間かんが、必ずあるんだよ」


「足下ばかり気にしているから駄だ目めなのです。視し線せんを前方に向けなさい」


「前――あ、なるほど。建物が横向きに見えて面おも白しろ――ひゃあ」


「ああ、また……何回目ですか、まったく」


　ジローは呆あきれて足を止め、落ちかけた弟の足首をつかんだ。子こ供どもとはいえ、人ひとり――とぬいぐるみの重量だ。それを、片手で楽々とつかみ上げている。


「仕方ありません。とにかく走ることに集中なさい」


　さあさあ、と弟を促うながし、ジローは再び街を駆かけていく。コタロウは目を回しながらあとに続いた。


「いけませんねえ。ずいぶんと時間をロスしています」


「もうっ。元を正せば兄者が悪いんだよ？　兄者がＦＡＸ壊こわしちゃったから、地図が読めなくなったんだもん」


「……ミミコさんにも困こまったものです。あんな怪あやしげな機械などに頼たよらず、地図ぐらい自分で手て渡わたしすればよいものを」


「ミミちゃん聞いたら絶ぜつ対たい怒おこるからね。兄者、こないだだってミミちゃんがくれた携けい帯たい壊したとこなんだから」


　弟の指し摘てきに、兄は「あー」と口を濁にごした。


　彼は見かけより遥はるかに年を食っている。そして、古い人間にありがちなように「デジタル」なるもの全般に隔かく意いを抱いだいているのだ。


「まあ、済すんだ事じゃないですか……」


「全然済んでないよっ。携帯が壊れてなかったら、もっと簡かん単たんに連れん絡らく取れてるじゃない」


「しかしですね、コタロウ。そんな仮か定ていの話を持ち出しても現げん状じようは打開できませんよ？」


「過か去こを反省しないと、これからも良くならないよ！」


「おっ。お前いま、とてもいいことを言いました。素す晴ばらしいです。兄は感心しました」


「またそうやって誤ご魔ま化かし……わっ！」


　コタロウがさらに兄の失しつ態たいを責せめようとしたとき、唐とう突とつにジローが身を翻ひるがえした。かなりの速度を出していたにもかかわらず、スタリと危あぶなげなく地面に降り立つ。


　コタロウはといえば、背負っていたぬいぐるみに振り回される形で手足を反らせ、「あぐっ」と顔面から着地した。


　二人が降り立ったのは、とある建物の前だった。色いろ褪あせた看かん板ばんには『ホテル　アフロディテ』とある。


「やれやれ。やっと見つかりました」


　そうつぶやいたジローは、入り口横の『休きゆう憩けい二時間七千円。一泊ぱく一万二千円』と記されたプレートを見て眉まゆをひそめた。


「いくら閉へい店てん中とはいえ、教育上問題がありますね」


「いたた……あ、兄者、ここなの？」


　とコタロウが打ち付けた額ひたいを撫なでながら立ち上がった。


　しげしげと建物を眺め、


「なんか格かつ好こういい建物だね。あそこ、天使の人形が手振ってる。なんで水着なんだろ」


「あまりジロジロ見るんじゃありません。それよりミミコさんの無事を……っと！」


　言下に、ジローがコタロウを突き飛ばした。


　今度は後頭部をアスファルトに打ち付けながら、コタロウはゴロゴロと路面を転がった。


「な、な……」


　訳がわからずコタロウが身体からだを起こすと、さっきまで彼が立っていた場所に、上から人が降ってきた。


　ぎょっとするコタロウの前で、ジローがその人物を受け止める。


　まだ若わかい男だった。着ているのは制せい服ふく。おそらくホテルの従じゆう業ぎよう員いんだ。顔には血の気がなく、ぐったりとしている。


　首筋が血に汚よごれていた。


　ジローの表情がスッと冷たくなり、瞳ひとみが剣けん呑のんに細められた。


「兄者！」


　コタロウが叫さけび、ジローが顔を上げる。


　道路に面したホテルの窓まど。その半分近くが開けられ、闇やみに光る幾いくつもの瞳が、ジローたちを見下ろしていた。


　非ひ人間的な殺気が、嘲ちよう笑しようと共に投げつけられてくる。邪じや悪あくな波動が、空間に充じゆう満まんしているようだ。


「……交こう渉しようは決けつ裂れつしたみたいですね」


「あわわ」


　ぼそりとつぶやいたジローの背はい後ごに、コタロウが隠かくれた。


　その様子を見て、彼らは薄笑いを哄こう笑しように変えた。


「何しに来やがった人サ間ルども。ここは俺おれたちが占せん拠きよした。怪け我がしねーうちに、とっとと帰りな」


　窓まど枠わくに腰をかけていた一人が怒ど鳴なった。


　まだ十代とおぼしき少年だ。瘦やせ細った身体にパンク風の服を着て、金色に染そめた髪を逆さか立だてている。


　だが、何より特とく徴ちようがあるのは、獣けもののように闇に光る両目と、薄い唇くちびるから突つき出した、二本の鋭するどい犬歯だ。


「こちらに、私の連れがお邪じや魔ましてるはずですが？」


　冷めた口調でジローが尋たずねると、少年は、ふん、と鼻を鳴らした。


「ははあ。テメエら、あの女の仲間か？　どうやら『カンパニー』の使いってのも、ホラじゃなかったみてーだな」


「……無事なんでしょうね」


「さて、そいつはどうかな」


　クククと少年はのどを震ふるわせた。


　すると、


「こらーっ。お前ら、ミミちゃん返せ！」


　とコタロウが兄の後ろから頭上に叫んだ。少年が「ああん」と唇を歪ゆがめた。


「なんだ、クソガキ。生意気な口ききやがって……てか、え？　クマ？　なんで？」


「うるさい！　ミミちゃん、怒おこると恐こわいけど、ほんとは優やさしい、いい子なんだぞっ。こないだだって、チョコレート半分くれたんだからっ」


「……安」


「いいからミミちゃんを返せ！　さもないと、お前ら全員、やっつけてやるからな！」


　コタロウは頭上に向かって息巻いた。その態度にようやく調子を取り戻もどした少年が、芝しば居いがかったせせら笑いを浮かべる。


「聞いたか、おい？　俺たちに喧けん嘩か売る気だぜ、この坊ぼう主ず？」


　同意を求めて周囲に語りかけると、少年たちは一いつ斉せいにケラケラ笑った。コタロウの顔が真っ赤になる。


「しかし――いいのか、クソガキ？　自分が誰に喧嘩売ってるかわかってるか？　どうなっても、知らねえぜ？」


「な、なにさっ？」


「いいか。俺たちはな――」


　と、腰こし掛かけていた窓まど枠わくを踏ふみ、サッシに手をかけて、少年は身を乗り出した。


「吸血鬼様だぜ！」


　叫び、窓を蹴りつけて空中に身を躍おどらせた。


　人間のものではない凄すさまじい瞬発力でコタロウに襲おそいかかる。コタロウは身動きもできず、目を丸くしてその場に立ち竦すくんだ。


　しかし、


「なっ!?」


　少年が突き出した腕うでを、横からジローが無む造ぞう作さにつかんだ。


　そして、そのまま片かた腕うでで頭上へと振り上げ、地面に向かって叩たたき付けた。


　アスファルトに亀き裂れつが走り、少年が苦く痛つうの息をもらす。薄笑いを浮かべて見守っていた吸血鬼たちに、驚きよう愕がくのざわめきが伝でん播ぱした。


「ば、馬ば鹿かな……吸血鬼の俺をっ。まさか、テメエも……！」


「『ブラック・ブラッド』」


「な、なんだと？」


「いまどきはそう言うそうですよ。吸　血　鬼ブラツク・ブラツド、ってね」


　啞あ然ぜんとする少年に、ジローは冷ややかな微び笑しようで応こたえた。


　その唇から、自分より長く鋭い牙きばがのぞくのを見て、少年は身を凍こおらせた。


　そして、


　ブォンッ、


　と鋭い摩ま擦さつ音を残し、ジローは少年を真横に放ほうり投げた。少年は、放物線ではなく直線を描えがいて投げ飛ばされ、ホテル入り口のドアを突き破った。


　コタロウが快かい哉さいを上げる。


　吸血鬼たちの驚愕が、ざわめきから悲鳴と怒ど声せいとに変化した。


「さて」


　ジローは指を鳴らし、物ぶつ騒そうな笑みを湛たたえた。


「中の連中にも教えてやりましょうか、コタロウ？　凄腕の護 衛クローザーが到とう着ちやくしたことをね」
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「……ほう。あの『銀刀』ねえ……」


「ほ、本当なのよっ？　だから早くこんな馬鹿な真ま似ねはやめなさい。ねっ？」


「だとよ？　どうする？」


「いや。確かに『銀刀』が相手じゃ分ぶが悪いぜ。何せ名うての吸血鬼キラーだ」


　ニヤニヤしながら身体からだを震わせ、次いで、どっと大笑いする。


「あの『銀刀』がお前の護 衛クローザー？」


「こちらのお嬢じようちゃん、貧相な見かけによらず、結けつ構こうな大物らしいぜ」


「まったくだ。ああ、こええ、こええ」


　脳のう細さい胞ぼうの軽そうな嘲ちよう笑しようの渦うずに、葛かつ城らぎミミコはがっくりとうなだれた。


　場所はホテルの屋上である。


　元々通つう常じようのシティホテルを改かい装そうした物ぶつ件けんなのだろう。そこには、ラブホテルの分際でペントハウスが建てられていた。ミミコは、そのペントハウスの絨じゆう毯たんの上に、手足をロープでぐるぐる巻きにされて転がっていた。


　ほんの五、六歩離はなれた場所では、ヤンキーじみた格かつ好こうの吸血鬼たちが、下品な会話に花を咲さかせている。話のネタになっているのは、他ならぬミミコ本人だ。


　どうして、とミミコは自問せずにいられなかった。


　どうしてこんなことになったのだろう。


　自分はまだ若わかいが、『カンパニー』に勤つとめて三年になる調　停　員コンプロマイザーである。吸　血　鬼ブラツク・ブラツドたちの一大都市と化している、ここ経けい済ざい特別解かい放ほう区く――通つう称しよう『特区』にあって、血けつ統とう間のいざこざを幾いく度ども調ちよう停ていしてきた。


　今回だって念入りに事前調ちよう査さを行い、マニュアル通りの手順を踏ふんで交こう渉しように臨のぞんだのだ。合理的に考えて、失敗する要素などなかった。それがどうして、ラブホテルのてっぺんでロープに縛しばられたまま転がらねばならないのか？　神様。納なつ得とくがいきません。これは明らかに、あなたのミスです。速すみやかな訂てい正せいと謝しや罪ざいを要求します――


　ホテルを占せん領りようした吸血鬼たちは、全員十代らしかった。吸血鬼に転化して一年に満たない、いわゆる「転びたてアンダー・イヤー」だ。


　そして転びたてアンダー・イヤーの常つねとして、おそろしく無む鉄てつ砲ぽうだった。


　吸血鬼の存そん在ざいが公的に確かく認にんされて、かれこれ十年になる。以来、徹てつ底てい的な弾だん圧あつと絶ぜつ滅めつ運動の結果、彼らは表向きには根ね絶だやしになったことになっている。


　だが、人の歴史の裏側で、何千年も共に歩んできた吸血鬼たちだ。彼らの多くは、いまも人間社会に紛まぎれ込んで平然と暮くらしているのである。


　ミミコが属ぞくする『オーダー・コフィン・カンパニー』は、吸血鬼のトラブルを秘ひ密みつ裏りに解かい決けつするために設せつ立りつされた組そ織しきだ。彼女が今日ここを訪おとずれたのも、裏社会の掟おきてを破やぶって徒と党とうを組む、彼ら若手吸血鬼を諌いさめるためだった。


　が、甘あまかった。


　こいつらは、もとより話の通じるような連中ではなかったのだ。


「やってらんねって、実際。上の連中はどいつも威い張ばりくさって、雑ざつ用ようばっか押し付けやがってよ」


「マジたりーよな。こんなんじゃ吸血鬼になった甲か斐いねーじゃん。やっぱ吸血鬼つったら、オンナ襲ってなんぼだろ？」


「そうそう。協定だかなんだか知らねーけどよ。どいつもこいつも人サ間ルの顔色気にしやがって。バカじゃねえの。なあ？」


　バカはお前らだ、とミミコは口の中で唸うなった。


　少し前までは自分たちも人間だったというのに、彼らはすでに吸血鬼としての選民意い識しきに浸ひたりきっていた。


　転化することによって手に入れた、身体能のう力りよくと超常能力。その圧倒的な「力」に酔よっているのだ。


　彼らは知らない。


　現げん在ざい特区には、世界中の血統が集つどっている。


　吸　血　鬼ブラツク・ブラツドとひと言にいっても、その性せい質しつは血統によって様々だ。太陽光に弱い血統もあれば、流れる水を渡わたれない血統もある。よって彼らは、それぞれの血統ごとに、血族と呼ばれる集しゆう団だんに分かれて生活しているのである。


　カンパニーは、それら血族間の緩かん衝しよう材ざいを果たす組そ織しきだった。また、彼らと人間たちとの間のパイプラインでもある。


　つまり、転びたてアンダー・イヤーたちは、ミミコとの交渉を蹴けった時点で、自ら最後の命いのち綱づなを切ったのだ。


　いずれは同じ吸血鬼――ただし彼らよりはるかに経けい験けんを積み、力を身に付けた吸血鬼たちの手によって始末されることだろう。いや、それ以前に、カンパニーが誇ほこる鎮ちん圧あつチームが一いつ掃そうするはずだ。


　ただ――と、ミミコは背せ中なかに、じっとり嫌いやな汗あせを浮うかべた。


　悲しいことに、そのときまで自分が生きている可か能のう性せいは極きわめて低い。


　そして、彼女の思考は再び元の地点に戻るのだった。


　どうしてこんなことになったのだろう。


　遊びたいのも我が慢まんして、真ま面じ目めに地道に働いてきたのに、こんなあんぽんたんな吸血鬼に襲われてあっさり殉じゆん職しよくだなんて、そんなのホントあり得ない。神様。お願いだから、きちんと仕事して。


「……に、してもよ」


　と彼らの一人が、べそをかくミミコを横目に見てつぶやいた。


「『カンパニー』にゃ拍ひよう子し抜ぬけしたよな。あそこの調　停　員コンプロマイザーっつったら、普通、腕うで利ききの護 衛クローザーとかついてるって聞いてたのによ」


「だ、だからっ。あたしには『銀刀』がついてるって言ったでしょっ。あなたたち、あとで後こう悔かいしても知らないわよ！」


「おいおい。まだ言ってるぜ、この女」


「ま、ハッタリ利きかすにゃポピュラーなんじゃねえの。なんてったって、『同族殺し』だ」


　そう言って馬鹿にすると、仲間の一人が驚いた顔をした。


「なんだ？　同族って――そいつも吸血鬼なのかよ？」


「あ？　おめえ、知らねえの？　有名だぜ。吸血鬼のくせに銀の日本刀ポントウ使うって野や郎ろうさ」


「そうそ。古　　　血オールド・ブラツドの連中も一目置いてる凄すご腕うでだぜ？　んな大物、こんな小こ娘むすめがあごで使えると思うか？」


　その質問に吸血鬼たちの視し線せんがミミコに集中する。


　そして再び笑いの渦うず。ミミコは顔を真っ赤にした。


　どれもこれも、あの馬鹿のせいだ。


　そもそもあの男は、自分の仕事をほったらかしにして、どこで何をしているのか。連れん絡らくしたのに、なぜ来ない。雇やとい主の窮きゆう地ちに、なぜ現あらわれない。減げん棒ぽうしてやる。ご飯も当分抜き――もしくはニンニク炒いためだ。日中に窓まど拭ふきもさせる。流れる水の風ふ呂ろ掃そう除じもだ。泣こうが詫わびようが絶ぜつ対たい許ゆるしてやらないのだちくしょうめ……


「ま、『銀刀』は抜きにしてもだ。腕利きの護衛ってのも、どうせ昔鳴らした吸血鬼ハンターとかだろ？　わけねーって。いまどき、十じゆう字じ架かにビビる吸血鬼なんかいるもんか」


「まったくだ。ここの従じゆう業ぎよう員いんも笑かしてくれるよな。十字架と聖せい書しよ振ふりかざして『吸血鬼よ、去れ～』だってよ。バカかっての」


　そう口真ま似ねをして、またギャハハと笑う。


　そういえば途と中ちゆうの階かい段だんや廊ろう下かに、破やぶれた紙がばらまかれていた。あれは聖書のページだったのだ。その従業員の無念を思い、ミミコはそっと頰ほおを濡ぬらした。


「ま、なんにせよ、俺らは数が揃そろってるからな。当分は好き勝手して――なんだ？」


　吸血鬼たちが急に口を閉とざした。ミミコもつられて耳を澄すませた。


　階下だ。何か騒さわがしい。


　すると、屋上にいた吸血鬼たちの一人が、ペントハウスに駆かけ込んできた。


「おいっ。どうやら客が来たみてーだ」


「カンパニーかっ？」


「わからん。だが同族だ」


　途と端たんに吸血鬼たちが顔色を変えた。


「まさか追っ手か!?」


「いや、俺らの血族とは違う。二人組らしいが、戦ってるのは赤いスーツの男だ」


　それを聞いた絨じゆう毯たんの上のミミコは、たちまち瞳ひとみを輝かがやかせた。


　赤いスーツはジローのトレードマークだ。


「ほら見なさい！　もうあんたたちお終しまいよっ。全員ぶった斬られたくなかったら、すぐにこの縄なわ解ほどきなさいっ、このへっぽこ吸血鬼め！　ほら、謝あやまれっ。謝りなさい！」


　得意満面でミミコが叫さけんだ。吸血鬼の一人は舌した打うちし、


「どうする？　俺たちも行くか？」


　するとなぜか、報ほう告こくに来た吸血鬼は困こん惑わくした態度を見せた。


「いや、それがだな……」
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　ドアを蹴け破やぶって突とつ入にゆうしたジローは、室内を一いち瞥べつして舌打ちした。


「ここでもないか……おかしいですね。あの手の連中は高いところが好きと相場は決まってるんですが」


「兄者見て！　このベッドぷよぷよするよ。水が入ってるみたい！」


「水が入ってるんですっ。いいから、遊んでないで、お前も手伝いなさい！」


　ウォーターベッドで飛び跳はねる弟に、ジローが目を尖とがらせる。


　とはいえ、


「最上階はこの部屋が最後……この階にいないとなると、あとはどこにいるか見けん当とうがつかないですね……」


　かといって一部屋ずつ調べていたのでは、ミミコを連れて逃とう亡ぼうされる恐おそれがある。


　さすがに焦しよう燥そうを感じ、ジローは腕を組んだ。


　せめて、ミミコが悲鳴のひとつでも上げてくれば、それで位置がつかめる。


　ジローは目を閉とじ、息を止めた。


　吸血鬼の聴力は人の数倍優すぐれている。精せい神しんを集中し耳を研とぎ澄ませれば、たとえ地下室に監かん禁きんされていようとも……


「ぽよーん。ぽよぷよーん」


「…………」


「ぷにぷにぷよよーん」


「…………」


「おや？　このボタンはなんだろう？」


「…………く」


「オオ!?　回ったっ。兄者、すごいよこれっ。ボタン押したらぐるぐる回るよ！」


「だああっ。うるさいですね、お前は！　兄が精神統とう一いつしているのがわからないんですかっ！」


　怒ど鳴なるジローに、コタロウはあっけらかんとして、


「だって兄者、このホテルほんとにすごいんだよ？　さっきの部屋はゲーム機があったし。壁中ガラスの部屋もあったもん。きっと、お金持ちが泊まる、高級なホテルなんだ。いいなー。ぼくも泊まってみたいなー」


「……どうにも一いつ般ぱん常じよう識しきにかける子です。やはりもっと社会勉強をさせるべきかもしれません」


　ジローが苦虫を嚙かみ潰つぶしていると、廊下から新手の敵てきが襲いかかってきた。


「いたぞ！」


　ジローは面めん倒どうそうに口を曲げたが、次の瞬間には敵を遥はるかに上回る速度で応おう戦せんしていた。


　部屋に入ろうとする吸血鬼たちを、蹴りの一つで廊下に押し戻もどし、そのまま自らも部屋を出る。


　ジローは取りあえず目につく敵と片かたっ端ぱしから組み合い、残らず床ゆかに叩たたき伏ふせた。


「まったく、切りがないですね！　ミミコさんもミミコさんです。仮かりにもカンパニーの調　停　員コンプロマイザーたる者がふがいない。この機に乗じて自力で逃にげ出すとか、せめて合図の一つも寄よ越こせばよいものを！」


「それは無理なんじゃないかな。兄者、携けい帯たい壊こわしちゃったし、通信機とか使えないし。そもそもＦＡＸの地図があったら、こんなに遅ち刻こくしてなかったもんね。ミミちゃんのせいじゃないよ」


「……意外とこだわりますね」


　ジローは嫌いやな顔をした。


　そして、場違いにわざとらしい咳せき払ばらいをすると、


「よろしい。ＦＡＸの件けんは当分黙だまっていましょう。我々の仕事はパートナーシップが肝かん要ようです。何も火に油を注ぐことはありません」


「あー。いけないんだー。どーしよーかなー。そういえば、さっきのゲーム面おも白しろそうだったなー。ぼく、あれと同じの欲ほしいなー」


「ときにコタロウ。ミミコさんが冷蔵庫にしまっておいたチョコレートは美お味いしかったですか？」


「うあっ。兄者、なぜそれを……!?」


「なんでも、海外旅行に行った同どう僚りようのお土産みやげだったそうですよ。日本では手に入らない高級品だそうで、毎日少しずつ食べるのを楽しみにしていたそうです。先日、まだ半分も残っていたのにと、半はん狂きよう乱らんになって捜さがしていました」


「……兄者。ぼく思い出したよ。あのＦＡＸ、前から調子が悪かったんだ」


「ああ、なんだ。やはりそうだったんですね。よく思い出してくれました、コタロウ。兄は嬉うれしい」


　神しん妙みような顔で証しよう言げんする弟に、ジローは優やさしく微笑ほほえんだ。こうしてまた、いくつかの悪事が闇やみに葬ほうむられたのである。


「とにかく、こうなっては仕方ありません。一度一階まで降りて、一部屋ずつ虱しらみ潰しに捜しましょう」


　ジローはそう決けつ断だんし、コタロウ共々階段に向かった。その階段の先でも、妨ぼう害がいする吸血鬼たちの悲鳴が響ひびいていたが、それは徐じよ々じよに遠くなり、ついには階下へと消えていった。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「いなくなったあっ？」


　ミミコが場所と立場を忘わすれて声を裏うら返がえした。


　見み張はりをしていた吸　血　鬼ブラツク・ブラツドは、どこか申し訳わけなさそうな顔で「ああ」と首しゆ肯こうした。


「な、なんでっ？　どうしてよっ！　あたしがここでまだ捕つかまったままなのに、なんだっていなくなるわけなのよ！」


「し、知らねえよそんなの」


　もっともである。ミミコは言葉をなくした。さすがに、屋上のペントハウスに気付かないまま下に降りたとは想そう像ぞうのらち外だ。


「よお。もういいんじゃね？　こいつ」


　ミミコを見つめる吸血鬼が、舌した先さきで唇くちびるを舐なめた。ぬっと牙きばが伸のびて口から突き出し、唾だ液えきがあごを伝って落ちる。


「人ひと質じちっつっても、要は生きてりゃいい訳だしよ。オレいい加か減げん、腹はら減へったよ」


「へへっ。ま、そうだよな」


　仲間の台詞せりふに触しよく発はつされたのか、他の吸血鬼たちも、それぞれ牙を伸ばした。


　賤いやしい笑みを満面に貼はり付け、欲よく望ぼうにまみれた視線をミミコに向ける。


「ちょ、ちょっと！　冗じよう談だんやめてよっ」


　ミミコは総そう毛け立だった。


　手足を縛られて転がったまま、芋いも虫むしのようにジタバタ床ゆかを這はいずる。


　吸血鬼たちはニヤニヤ笑いを止やめない。ミミコの悪わる足あ搔がきを楽しそうに眺ながめながら、ゆっくりと近づいていく。段々洒しや落れにならなくなってきた。


「ジローさーん！　助けてー！」


「ジロー？　下に来てた奴やつか？」


「『銀刀』の名前も知らないの？　このモグリ！　って――キャーっ！　触さわんないでーっ！」


　無む駄だだった。吸血鬼はミミコの胸むなぐらをつかむと、カンパニーの制せい服ふくを勢いきおい良く引き裂さいた。


　ブラウスのボタンが飛び、ブラジャーが剝むき出しになる。


　首くび筋すじが外気に触ふれてひやりとした。現あらわれた白い肌はだに、吸血鬼たちが生なま唾つばを飲む。その音がはっきりと聞こえた。


「おいおい。こいつバージンっぽいぜ？」


「お、マジかよ？」


「ああ。汗のにおいでわかる。こいつは久ひさ々びさにリッチなディナーが楽しめそうだ」


　吸血鬼は目を爛らん々らんと輝かせたまま舌なめずりをした。


　ミミコは喘あえいだ。恐きよう怖ふのあまり、思わず目を閉じた。すると走そう馬ま燈とうめいた人生の記き憶おくが見えたので、慌あわてて目を開けた。


　やばい。本当に死にそうな気がする。神様いろいろ文もん句くをつけてすみません。心から謝あやまりますから、どうか大至し急きゆう許ゆるしてください。


　そのとき、


「ねえ、誰かいる？」


　ガチャリとドアが開き、コタロウがペントハウスに顔をのぞかせた。


　虚きよを突かれた吸血鬼たちが、一いつ瞬しゆん動きを止める。


　ところがコタロウは、


「あ」


　と、つぶやいて慌ててドアを閉しめると、


　コンコン、


　とわざわざノックし直してから、「お邪じや魔ましまーす」と部屋に入り直した。この辺は、兄のしつけの賜たまものである。


「すみません、ここにミミちゃんが来てませんか？」


「コタロウ君！」


「あ！　ミミちゃんっ。やっぱりここだったんだ」


　ミミコの姿すがたを見つけたコタロウは、笑顔を見せて彼女の方に駆かけ寄よった。


「ねえ、ミミちゃん。ここなんなの、いったい？　なんでビルの上に家が建ってるの？　おかげで全然わからなかった……あれ？　ミミちゃん服破やぶけてるよ。それにロープが……あれ、あれ？」


　側に近づく足取りが、次し第だいに重たくなり、ついに止まった。


　コタロウは、ミミコと、彼女に向かって牙を剝いたまま動きを止めている吸血鬼とを交こう互ごに眺め……


「あーっ！　何してんのさ、こいつめ。ミミちゃんを放せ！」


　と吸血鬼にぽかぽか殴なぐりかかった。


　彼はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて、なんとなくミミコを放した。


　仲間に向かって首を捻ひねり、


「……なんだこいつ？」


　しかし、仲間の顔にも困こん惑わくしかない。


　対して、コタロウは、


「さ、ミミちゃんっ。いまのうちに逃にげるんだ」


　と放り出されたミミコの前に、庇かばうように立ち塞ふさがった。


　言われるまでもなく、ミミコは逃げた。ロープで縛しばられているとは思えない速さで絨じゆう毯たんを這いずり、吸血鬼たちから距きよ離りを開けた。


「コタロウ君！　ジローさんはどこ!?　てか、なんだってこんなに遅おくれてきたのっ!?」


「あ、そうそう。それがさあ、ミミちゃん。兄者ったら、またＦＡＸを……じゃなかった！　なんでもないよっ。チョコレートとか全然関係ないから！」


「な、何？　ＦＡＸ？　チョコレート!?」


「ち、違うってば！　いまのなし、なし！」


　いつの間にか吸血鬼たちに背中を向けて、ミミコにアピールするコタロウ。


　そのコタロウを、鉄の棒ぼうでものみ込んだような顔で、吸血鬼は見下ろしていた。


　彼の目の前では、コタロウの背せ負おっているテディ・ベアが、愛くるしい顔を向けている。彼としても反はん応のうに困こまる。


　試ためしに殴なぐってみた。


　コタロウはサッカーボールのように吹ふっ飛び、ミミコの側にズザザアと着地した。
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　しばらく、ぴくぴくとして動かない。


「…………」


　自分で殴っておきながら吸血鬼は、呆あきれて首を振った。


「なんだ、こいつ？」


　吸血鬼の外見というのは当てにならない。千年を生きる古　　　血オールド・ブラツドが、小学生の女の子のような格かつ好こうをしていることだってある。


　しかし……


「……見たまんまだよな、あのガキ？」


「同族……は同族みたいだが……」


　吸血鬼たちが戸惑いも露あらわに見守る前で、ミミコは、「コタロウ君！」と叫さけびながら彼の側に這い寄った。


「コタロウ君！　しっかりして！」


「うー、ミミちゃん……」


　コタロウは涙なみ目だめになって身体からだを起こした。


「あ、あいつ、後ろからぶったー」


「君が後ろ向くからでしょ！　ちょっとは警けい戒かいしなさいよっ」


「だってー」


「だってじゃないの、もうっ。ジローさんはどこにいんのよっ」


「兄者はまだ下。ぼくら、この家があるって知らなくて、一階まで降おりてたんだ。そしたら、従業員さんが目を覚まして、ここのこと教えてくれたんだよ」


「それにしたって遅おそいじゃないっ。なんで君だけしか来ないのよ」


「屋上に出る階かい段だんに、聖せい書しよの文もん句くが散らばってたんだよ。兄者、気付かないで踏ふんづけたもんだから、いま痺しびれてる」


「あああ、あの馬ば鹿か……！」


　ミミコはがっくりと頭を落とした。


　コタロウが吸血鬼の弱点とされるあらゆる物に抵てい抗こう力りよくがあるのに対し、ジローは吸血鬼が苦手とするあらゆる物に弱いのである。


　通つう常じよう、吸血鬼の弱点は、血統ごとで異ことなっている。また、同じ血統なら、共通の弱点を有しているものだ。この兄弟は極きわめて特とく殊しゆな例外だった。


「と、とにかく、君だけでもいいから、あたしの盾たてになってちょうだい。いいこと。あたしは君たち二人分の給料払はらってるんだからね。ちゃんと仕事するのっ。わかった？」


「うう、わかったよぉ」


　コタロウはまだグズグズ洟はなを鳴らしながら、なんとか立ち上がった。


「よ、よーし……さあこい悪者どもっ。ぼくが相手になってやるっ」


「…………」


　吸血鬼は、ぽりぽりと頰ほおを爪つめで搔かいた。


　おもむろに近づいて、下から蹴けり上げる。


　再ふたたび宙ちゆうを飛ぶコタロウ。


　今度は天てん井じように直ちよく撃げきし、一拍ぱくおいて床に落下した。


　さっきより長い間、ぴくぴくと痙けい攣れんしたあと、目を回し、ふらつきながら、よたよたと立ち上がった。


「や、やるなあ、こいつ～。くそうっ。まだまだー」


「……なるほど。頑がん丈じようさは吸血鬼だ。で？　こいつがかの『銀刀』殿どのか？」


　吸血鬼が尋たずねる。ミミコは暗あん澹たんたる面おも持もちで何も答えなかった。


「ふん。まあいいさ。いたぶりがいのありそうなガキだ。せいぜいオモチャにしてやらあ」


「なっ!?　あのねっ。相手は子こ供どもよ？　少しは手て加か減げんしたらどうなの!?」


「黙だまれ、くそアマ。ふざけやがって……あのガキ、テメエの目の前で、血まみれにしてやるよ」


　吐はき捨すてて、コタロウの方に歩いていく。


　ぱきぱき鳴らす指から、爪がナイフのように伸びた。その手をコタロウの頭上で振りかざした。


　ミミコが「やめて！」と叫ぶ。


　直後、真横から飛来した物体が、迫せまる吸血鬼を薙なぎ倒たおした。


　轟ごう音おんが室内に反はん響きようする。


　何が起こったのか、その場にいた全員がわからなかった。気が付けば、床に、ひん曲がった階段の手すりが転がっていた。それが飛んできて衝しよう突とつしたのだ。


　一瞬動きを止めた吸血鬼たちが、一いつ斉せいに入り口を見た。


　ペントハウスの入り口。


　そこに、赤いスーツの青年が立っていた。


　髪かみを振ふり乱みだし、息を荒あらげ、目を血走らせて牙きばを剝むき出しにしている。その全身から発せられる威い圧あつ感に、転びたてアンダー・イヤーたちは硬こう直ちよくした。


「ジローさん！」


「兄者！」


　ミミコとコタロウが歓かん喜きの声を上げた。


　が、ジローは二人には目もくれず、居い並ならぶ吸血鬼たちを睥へい睨げいした。


「誰です！　階段に聖書を撒まき散らした大馬鹿者は！」


「……え？」


「え、じゃありません！　おかげでえらい目に遭あいましたっ。犯はん人にんは手を上げ、目を閉とじ、歯を食いしばって一歩前に出なさい。さもなくば連帯責せき任にんで、全員真っ二つにしてやりますよ！」


　本気で怒おこっている。どうやら、よほど痛いたい目を見たらしい。


　吸血鬼の一人が恐おそる恐る、


「いや、その……あれやったの、ここの従じゆう業ぎよう員いんなんスけど……」


「なにっ、あいつですか!?　おのれ墜つい落らく死しするところを助けてやったというのに……目に物見せてくれますっ」


　と、来た道を引き返そうとする。


「待って、ジローさん！　そんな場合じゃないでしょっ。あたしたちの方を助けてよ！」


「二分待ちなさいっ。すぐ済すみますからっ」


「だーっ。いい加減にしてよね！　あんた何分遅ち刻こくしてると思ってるの。クビにして寝ね床どこ追い出すわよっ。もう血も吸すわせてあげないからねっ!?」


　そう言われて、ジローはぐっと足を踏み留とどめた。


　それは拙まずい。色々。


　ジローは大きく深しん呼こ吸きゆうすると、ふっと肩かたの力を抜いてミミコに振ふり返った。


「……そうでしたね、ミミコさん。無事で何より。ずいぶんと心配しましたよ？」


「言ったな！　よくもそんな台詞せりふを口にしたな、この腐れ吸血鬼フアツキン・サツカー！　いいから仕事しなさいよねっ。交こう渉しようはとっくに決けつ裂れつよっ。こいつらやっつけろ！」


　明めい快かいな指し示じだ。ジローは頷うなずき、悠ゆう然ぜんと室内に入った。


　吸　血　鬼ブラツク・ブラツドたちは色めき立った。


　同じように近づいてくるだけなのに、弟のときとはまるで違う。彼らが経けい験けんしたことのない、凄すさまじい迫力だ。


「っざけんな！」


　怒声が上がった。


　見れば、部屋の奥おくまではじき飛ばされた吸血鬼が、肩を怒いからせ、にじり寄ってくる。


「上等だ、おっさんっ。テメエ、自分が誰に喧けん嘩か売ったかわかってんだろうなっ。え!?」


「……ボキャブラリーの少ない一族ですね」


　おっさん、の一言にぴくりと眉まゆを持ち上げつつ、ジローは平然とつぶやいた。


　吸血鬼はジローの戯ざれ言を無む視しし、


「いくぞ、テメエらっ。敵てきは一人だ。全員でかかりゃわけねえ！」


　と仲間に発はつ破ぱをかけた。


　ジローの迫力に呑のまれかけていた吸血鬼たちが、落ち着きを取り戻した。両目に狂きよう暴ぼうな光を灯ともし、腰こしを落としてジローを包囲し始めた。


　それを見たミミコが、


「あらあら～。そんなことで勝てるかしら～。相手は『銀刀』よ？　さっきあんたらがビビってた、同族殺しよ～」


「ざけんな！　野や郎ろうは手ぶらじゃねえかっ。そんなハッタリ、いつまで続ける気だ！」


　するとジローは足を止め、


「おっと。格かく闘とう戦よりチャンバラが好みですか。だったら」


　と弟を手て招まねきする。


　コタロウは意気揚よう々ようと駆け寄り、兄の前で止まると、くるりと背中を向けた。


　背中のぬいぐるみが、ジローと向き合う。


　ジローはその口の中に腕を突っ込んだ。


　吸血鬼たちは動きを止めた。


「よっ」


　と、引き抜かれたジローの手には、銀色の刀身を持つ刀があった。


　彼の二つ名の由来となった業わざ物もの。


　あらゆる吸血鬼の弱点である銀でコーティングした刀――『銀刀』である。


「さて」


　とジローは意地の悪い――しかしゾッとするほど凄すご味みのある笑みを浮うかべた。


「改めて、この喧嘩、買わせて頂いただきましょうか」
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「……というわけでですね。あのＦＡＸは以前から調子が悪かったのですよ。そうですね、コタロウ？」


「兄者の言うとおりだよ、ミミちゃん」


　ジローの真ま面じ目めくさった説明に、コタロウもうんうんと相づちを打った。


「ほら。コタロウもこう言っています。つまり、今回の遅刻は不ふ可か抗こう力りよくと見るべきなのです。減給対象とか、窓まどふき、風ふ呂ろ掃そう除じ等の罰ばつ則そくは適てき用ようすべきではありません」


「ニンニク料理とかね」


「そう。ニンニク料理とか」


　ミミコは、いつになく息のあった兄弟に、うんざり気味のため息を落とす。しかしそのため息は、疲つかれてはいても、すでに不ふ機き嫌げんなものではなくなっていた。


　ホテルからの帰り道。


　三人は肩を並べて歩いていた。あと半時間もすれば、東の空は白く染そまるだろう。


　廃すたれた裏通りには人ひと影かげもなく、起き抜けの老犬が欠伸あくびを嚙かみ殺している。


　ミミコはそっと上着の襟えり元もとを押おさえる。


　彼女が羽は織おっているのは、ジローの赤いジャケットだ。制せい服ふくを破やぶかれた彼女に、ジローが何も言わずかけてくれたのである。


　ミミコが黙り込むものだから、兄弟は噓うそがばれているのかと不安そうな目配せを交かわした。ミミコはそんな兄と弟を横目に眺ながめた。


　――やれやれ。


　ま、最初の内はこんなものだろう。


　いや、そもそも日ひ頃ごろ慎しん重ちような自分が思い切った交渉に臨のぞめたのは、ジローたちのバックアップあってのことだ。彼の強さを信じていたからできたことである。


　そして彼はその期待に応こたえてくれたではないか。


　もちろん百パーセントなんかじゃないけれど。


　でも、まあ……


「あれ、どうしました、ミミコさん？」


　ジローが不思議そうに振り返った。


　突然ミミコが足を止め、肩を震ふるわせながら顔を伏ふせたのだ。


　しばしの沈ちん黙もくのあと、ミミコはゆっくりとジャケットのポケットから手を出した。


「ジローさん……これ、何？」


　ミミコは上着のポケットから何かをつまみ出した。


　チョコレートの包ほう装そう紙しだ。


　ジローの顔が一気に青ざめた。


「あー！」


　とコタロウがそれを見て叫んだ。


「兄者ズルい！　兄者も食べてたんじゃんっ。なのに、ぼくだけのせいにしてー！」


「なっ!?　何を言います、コタロウっ。私は一つしか食べてませんよ？　残りは全部お前が――」


　と、口を滑すべらしたジローが黙り込んだ。叫んだコタロウも、あっ、という顔で口を閉ざす。


　その後ろで。


　ミミコは顔を伏せ、わなわなと肩を震わせていた。


「ミ、ミミコ――さん？」


　同族殺しにあるまじき愛あい想そ笑いを浮かべて、ジローが猫ねこなで声を出す。


　きっ、と伏せていた顔を上げると、ミミコは吸血鬼もかくやという迫力の眼がん光こうを飛ばし、腹はらの底から大声で叫んだ。


「やっぱお前らクビだーっ！　この馬鹿兄弟ーっ！」





　結局、ジローとコタロウは、仲良くご飯抜きの上、窓ふきと風呂掃除を仰おおせつかった。　吸血鬼の弱点は、数え上げればきりがない。


　しかし、彼らが身を滅ほろぼした原げん因いんのほとんどが「女じよ難なん」であることは、あまり指し摘てきされることがない。




インターミッション１







　仕事から帰り二階に上がり、ドアを開けて自室に入ると、目の前にクマが座すわっていた。


「…………」


　ドアを開けたまま固まるミミコ。


　何しろ図体がでかいため、座っているだけで存そん在ざい感がある。まるで部屋の主ぬしだ。ミミコの部屋なのに。


「……何？」


　なんでこれが自分の部屋にあるのかわからない。


　黒くつぶらなボタンの瞳ひとみは、じっとミミコを見つめている。ただのプラスチックなくせに、クマの形をした頭に二つ並ならんでくっついているだけで意思を宿して見えるから不思議だ。


　ふと、ミミコはぬいぐるみの腕うでの先に、小さな箱が置かれていることに気が付いた。チョコレートの箱だ。





『黙だまって食べてごめんなさい。　コタロウ』





　そんなメッセージが添そえられていた。お詫わびのつもりらしい。


「へー。ちゃんと気にしてたんだ」


　とミミコは小さく微笑ほほえんだ。


　ぬいぐるみがミミコにチョコレートを差し出している。どうかひとつ許ゆるしてやってよ、とでも言いたげだ。


「……ふふ。なんだ。これ、コンビニで普ふ通つうに売ってる奴やつじゃない」


　あたしのは高かったんだぞ、とつぶやきながら、ミミコは箱を開け、チョコレートをつまんで口に入れた。




　




　　第二話　続・吸血鬼ブラツク・ブラツド










　兄の命令は、フェリーを見み張はれ、というものだった。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「だから、ぼくが悪いんじゃないんだよ、兄者」


　と望もち月づきコタロウは繰くり返し訴うつたえた。


「運が悪かったんだよ。だってたったの五分だよ？　お昼過すぎからずっと見張ってて、たった五分トイレに行った間にいなくなっちゃたんだから」


　すでにとっぷり日が暮くれている。


　運うん河が沿ぞいのフェリー乗り場から、少し離はなれた場所にある公園である。すでに人ひと気けは去っていた。街灯に明かりが灯ともり、辺りは夜の静けさに包まれている。


　望月ジローは、弟の主しゆ張ちようを苦い顔で聞いていた。


　背せの高い瘦そう身しんの美び丈じよう夫ぶだ。


　外見は二十代前半。細身の赤いスーツをまとい、頭には赤の帽ぼう子し。首から日差しよけのゴーグルを下さげ、両手には革かわ手て袋ぶくろをつけていた。


　コタロウの主張は熱意あるものだったが、いささか空回りしていた。基き本ほん的に「自分の責せき任にんではない」の繰り返しだ。それでもジローは、最後までちゃんと弟の言うことに耳を傾かたむけた。


「抜ばつ群ぐんの間の悪さは認みとめるよ。ごめんなさい。済すみませんでした。ぼくすごく反省してる。――でもね。これは、ぼくがサボったとか、言いつけを破やぶったという問題じゃなくて、すごいばっちりな不ふ可か抗こう力りよくではあると思うんだ。とても不幸な事じ故こなんだよ」


　コタロウは、なるべく公正に聞こえそうな口振りで、そう締しめくくった。


　こちらは兄と違い、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年だ。ふわふわしたブロンドの巻まき毛と、大きな青い瞳ひとみは、豊ゆたかな表情と相まって見る者に天使を連想させる。兄とお揃そろいのゴーグルを首から下げ、背中には彼の背せ丈たけほどもありそうな巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアを背負っていた。


　ジローは重々しく頷うなずき、


「お前の言い分はわかりました、コタロウ」


「ほんとにっ？　よかった。兄者ならわかってくれると思ったんだ」


「では、次は私の質しつ問もんに答えなさい。フェリーがいなくなったとき、すぐ連れん絡らくしなかったのはなぜですか？」


　兄の質問に、コタロウは早くも動どう揺ようを示しめした。


「し、しようと思ったんだ。ほんとだよ？　まさに連絡しようとしたそのときに、兄者がここに来たんだ」


「そのとき、運河の見えない公園の真ん中にいたのはなぜですか？」


「ト、トイレに行った帰りだったんだよ」


「トイレがあるのは反対側です」


「え、そうなの？　――じゃなくてっ！　そ、そっちは一いつ杯ぱいだったんだ。狭せまいよねっ。あのトイレっ」


　えへへ、とコタロウが必死の笑顔を見せる。


　ジローは静かに、息を吸すって、吐はいた。


「私が来たとき、人だかりができていましたね」


「そ、そうだね。今日は日曜だから」


「大道芸人が楽器を片かた付づけていました」


「う、うん。ひょっとして何かやってたのかも――って、あれ？　兄者、なんで指を鳴らしているの？」


「みんな拍はく手しゆを送っていました」


「き、きっと、すごい芸を見せてくれたんだよ！　だから――あ、兄者？　その指は何？　なんでわきわき動かしてるの!?」


「でしょうね。ジャグラーや、ナイフ投げ」


「そうそう。あと、パントマイムも！」


「ほう、パントマイム？　ロボットの真ま似ねですか？」


「違ちがうよ。まるで目の前に壁かべがあるみたいな――」


　はたとコタロウは口を閉ざした。兄の眼光が氷の冷たさを帯びた。


「一番前で夢む中ちゆうになって手を叩たたいていたのは、誰ですか？」


「さ、さあ？　そんなのぼく知らな――あ、兄者待って！　落ち着いてっ。深しん呼こ吸きゆうとかしてみようよ!?」


「私が肩を叩くまで、気が付かないほど夢中になってたんだから、当然フェリーのことなんか忘れてたんでしょうね」


「そんなことないよ！　ちゃんと覚えて……い、痛いたい痛い痛いっ！　痛いよ兄者！」


　両耳をつままれたまま頭を引っ張り上げられたコタロウは、つま先立ちになって両手を振り回した。


　ジローは泣き叫ぶ弟に、ずいと顔を近づけると、


「あ、れ、だ、け、目を離はなすなと言ったでしょう。どうして、そんな言いつけも守れないんですか、お前はっ」


「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」


「そもそも、お前の方から手伝うと言って無理に見張り役を買って出たんですよっ？　それが、見張りを始めた側から大道芸にのめり込み、時間が経たつのも忘れたあげく、帰り際ぎわにサインをねだるとは、お前は、自分の立場を弁わきまえているんですかっ。ええっ!?」


「わかった！　わかったよ、兄者！　だから放してっ。耳がちぎれるうー」


　とうとう足が地面から離れたコタロウが、必死の面おも持もちで嘆たん願がんした。ジローはため息をついて、指を放し、両手をパンパン叩いた。


「まったくお前ときたら……とにかく、いまはフェリーを捜すのが先決です。お前も手伝いなさい。いいですね？」


　とジローが上からねめつける。涙なみだ目めで両耳を押さえるコタロウは、一も二もなく頷うなずいた。


「とはいえ、海上に出られたとすれば、やっかいですね」


「あ、そうか。兄者泳げないもんね」


　コタロウが言うと、ジローはむっとして口を曲げた。ほとんど弱点らしい弱点を持たない弟と違ちがい、ジローは運河――つまり流れる水を弱点としているのだ。


「私がやっかいと言ったのは、運河を出られると捜すのが大変だと思ったからです」


「え、でも、ミミちゃん発信器持ってるんでしょ？　フェリーに乗る前に、兄者に受信機の方、渡してたじゃない」


　弟の素そ朴ぼくな質問に、兄は初めてぎくりとした。


　明後日あさつての方向を向き、


「……そういえばそんな物もありましたね」


「あっ。兄者、まさか使い方がわからないんじゃ……」


「ち、違いますよっ。あれはその……壊こわれたんです」


「えー、また壊しちゃったの？」


「馬鹿な。私が起きたときには壊れていたのです。スイッチを入れても、全然動かなくなったんです。きっと欠けつ陥かん品だったのですよ」


　ジローは強く主張したが、コタロウの視し線せんは不信に満ちていた。兄は見かけより遥はるかに古い人間だ。頭が固く、「デジタル」なるもの全般に隔かく意いを抱いだいていた。


「じゃあ携けい帯たいで電話してみようよ」


「け、携帯電話ですか？」


「うん。この前新しい奴やつミミちゃんから渡されたじゃない」


　他意はまるでないところが、かえってやっかいだ。ジローはしかつめらしい顔つきで、コホンと咳せき払ばらいをした。


「……それはあまり感心できませんね、コタロウ。ミミコさんは交こう渉しように行ったのです。交渉中の人間に電話をかけるなんてマナーに反します。彼女だって、連絡は自分からすると言っていたではありませんか」


「そうかな？」


「はい。ここはミミコさんの安全が第一です。下手な手出しは止やめておくのが無ぶ難なんでしょう」


「だったらメールすれば？」


「メ、メール……というと、例のアレですか？」


　兄の怪あやしげな確かく認にんにコタロウが頷く。


「携帯からメールしとけば、ミミちゃんが好きなときに見て、場所を知らせてくれ――」


「コタロウっ！」


「は、はい!?」


「とても良いところに気が付きました」


「え？」


「いまお前が口にした提案、私は思いつきもしませんでした。見張りを怠おこたったのは感心しませんが、少し見直しましたよ。それでこそ私の弟です」


「え、え？　ほんとにっ？」


「はい。大したものです。兄は嬉うれしい」


「そ、そうかなあ」


　にっこり微笑ほほえむジローを見て、コタロウも、えへへと相そう好ごうを崩くずした。滅めつ多たに褒ほめない兄だけに、たまに褒められると嬉しいのだ。もちろん、頭の中からはメールのことなど、すっかり消えている。ジローがこっそりとため息をついたことにも気付かなかった。


「……やれやれ。兄の威い厳げんを保たもつのも一苦労ですね……」


「え、兄者、なに？」


「なんでもありません。それよりコタロウ。実はもっと手っ取り早くて確かく実じつな手しゆ段だんがあるのです」


「そうなの？　さすがは兄者！」


「ただ、それにはお前の協力が不可欠です。手を貸かしてくれますか」


　頼たのまれたコタロウは、「もちろんだよ」と得意満面で承しよう諾だくした。


　ジローは優やさしく頷き、


「では」


　と、猫ねこでも持つように、弟の襟えり首くびをつかんで、軽々と身体からだを持ち上げた。


　たちまちコタロウの顔に不安が過よぎる。


「あ、兄者？」


「ちょっと見てきて下さい。たぶん下流近くにいるはずですから」


　言うと、


　ぶんっ


　と弟の身体を夜空に放ほうり投げる。まるで大たい砲ほうの弾たまでも撃うち出したように、コタロウは澄すんだ夜空に吸すい込こまれていった。


　少し遅おくれて、コタロウの悲鳴が聞こえてくる。上空の風のせいか、途と切ぎれ途切れだ。


　たっぷりとした滞たい空くう時間が流れたのち、コタロウの悲鳴が徐じよ々じよに大きくなり、地面に近づいてきた。


　コタロウは、見上げていたジローの腕の中に、ぼふんっと音を立てて受け止められた。


「どうでした――って、こら、コタロウっ。目を回してる場合じゃないでしょ」


「ふえええ～」


「情なさけない声を出さないっ。いいから、もう一回行って来なさい」


　と、再び弟を夜空に投げ上げた。


　七回目の自由落下ののち、コタロウはぐったりした様子で、運河の下流方向に向かって弱々しく指を伸のばした。


「あ、あっひに……」


「距きよ離りは？」


「ひゃんキロくらい……」


「三キロ？　しめた。まだ海上に出ていませんね。好都合です」


　運河を見み据すえながら手を放すと、コタロウがべしゃりと地面に崩くずれた。


「行きますよ、コタロウ。海に出る前に捕ほ捉そくします」


「ま、待って兄者……目が回る……うっぷ」


「こら！　こんなところでなんです、行ぎよう儀ぎの悪い。しゃんとしませんかっ」


　と――


　弟を叱しかりつけていたジローの表情が変化した。打って変わった冷たい眼まな差ざしで、公園周辺の並なみ木きをにらむ。


「……なんです、あなたたち。私たちに何か用ですか？」


　答えは態たい度どで示しめされた。


　それまで人気の無かった公園に、次々と若わかい男たちが現あらわれた。全部で五人。いつの間にか包囲されていたのだ。


　ジローの瞳が鋭するどさを増ました。一方、唇くちびるは不ふ敵てきな笑みを浮うかべた。


「……なるほど。例の一味ですか。ミミコさんもお気の毒に。どうやら、またババを引いたみたいですね」


　男たちの一人が、ジローのつぶやきを無む視しして一歩前に出た。青白い顔には、敵意と強い緊きん張ちよう感が見える。


「……『銀ぎん刀とう』だな」


「そうですよ」


　ジローがあっさりと首しゆ肯こうする。男たちの間の空気が、一段と張り詰つめられた。


「……『カンパニー』の犬めっ」


　男の言い草に、ジローは鼻を鳴らした。


　しかし、こうして直ちよく接せつ手を出してきたとなると、事態は切せつ迫ぱくしたと言わざるを得ない。フェリーには、こいつらの仲間がいるのだ。


「さてさて。久ひさしぶりに全力で走らねばなりませんね。――コタロウ？」


　男を見据えたまま傍かたわらの弟に呼びかけた。


「な、なに？」


「お前の友達をしっかり担かついでいなさい。ちょっと急ぎますから」


　兄の真ま面じ目めな言葉に、コタロウは神しん妙みように頷いた。


　次の瞬しゆん間かん、遠方で銃じゆう声せいが跳はねた。


　音が響ひびくのとジローがコタロウを庇かばって右手を伸のばすのは、ほとんど同時だった。


　反はん射しや的に目を閉とじたコタロウが、まぶたを開けたとき、手て袋ぶくろに包まれた兄の右手が目の前で握にぎり締しめられていた。パッと指を広げると、地面に硬い鉛なまりの塊かたまりが落ちる。ひしゃげたライフル弾だんだ。


　平静な声でジローが尋たずねる。


「いまのは宣せん戦せん布ふ告こくと受け取っていいんでしょうね」


「かかれっ！」


　男が号令を発した。途と端たんに男たちはナイフを抜き放ち、獣けもののような声を上げながら飛びかかってきた。


　ニッ、と笑うジローの唇から、鋭い牙きばが姿すがたをのぞかせた。
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　葛かつ城らぎミミコが『カンパニー』に入って、すでに三年になる。年はまだ十七だが、すでに組そ織しきでは中ちゆう堅けん所だ。


　だから、この手の交渉経験も少なからず積んでいる。そしてその度たびに思う。


　もっと割わりのいい仕事はないものか、と。


「つまりだ！」


　そう、目の前の男は声を荒あらげた。


「俺おれたちゃ、権けん力りよくに牙を剝くアウトロォーなわけよっ。社会の枠わく組ぐみに反抗する改かい革かく者しやなのっ。革命なんだよ、これはっ。わかるか、おい!?」


　暑苦しいなあ、という本心はおくびにも出さず、


「もちろんですわ」


　とミミコはビジネスライクな微び笑しようを湛たたえた。


「皆みなさんの不ふ遇ぐうは重々承しよう知ちいたしております。『オーダー・コフィン・カンパニー』を代表して、遺い憾かんの意を伝えさせて下さい」


　そう言って、慇いん懃ぎんに頭を下げた。


　ミミコがいるのは、フェリーのパーティールームだ。用意された椅い子すに、礼れい儀ぎ正しく腰こしを下ろしていた。男とは、テーブルを挟はさんで向き合う位置である。


　フェリーといっても本土との連絡船に使われているだけの、さして広い船ではない。だがそれでも、パーティールームには小振りなステージをはじめ、二台のビリヤード台と丸テーブルが十脚足らず置かれていた。


　部屋にいるのは彼女と男、そして二人を壁かべ際ぎわから眺ながめる十人前後の男たちである。女一人で孤こ立りつ無む援えんな状じよう況きようなのだが、ミミコは余よ裕ゆうを失わなかった。


「けっ、白々しいぜ。俺たちを押さえつけてるのは、お前ら『カンパニー』じゃねえか」


　と男は罵ののしった。


　彼は茶髪を短く刈かり上げ、流出物らしき軍服にメタルロック風のアレンジをしてわざとらしく着き崩くずしていた。目つきはやたら鋭いが微び妙みように焦しよう点てんが合っておらず、演説の最中でも気が付けばミミコの斜ななめ上四十センチの辺りをにらみつけている。


　そして不自然に長い犬歯だけが、大理石のように白く輝いていた。


　彼が、この自じ称しよう革命家グループのリーダーだった。


　正直知り合いにはなりたくないタイプだ。


「俺たちゃこれまでも、不当に虐しいたげられ、見下されたてきたわけよっ！　それでも人間に手ぇ出さなかったのは、俺たちが決してトラブルを求めてないからだ。だから『特区』にやって来た。こここそ、俺らのパラダイスだって聞いたからだ。わかるか!?」


　再び興こう奮ふんしながら、リーダーは唾つばを飛ばした。


「それがどうだ!?　いざ来て見りゃ、ここには世界中の血族が縄なわ張ばり張ってて、流れ者が住む余よ地ちすらねえっ。しかも人間どもと手を組んで、俺らを弾だん圧あつしてきやがるっ。これで大人しくしてられるか？」


　そうだそうだと、周りの男たちが口を揃そろえる。


　ミミコは内心うんざりしながら、


「弾圧ではありません。それはあくまで、『ブラック・ブラッド』としての節度を――」


「気取った呼び方をするなっ。俺たちゃ、吸血鬼だ！」


　ガンッ、とテーブルがひび割われるのも構かまわず、リーダーは拳を叩き付けた。


　はいはいわかりましたよ、という本音は微み塵じんも見せぬまま、ミミコは丁てい寧ねいに詫わびた。


　吸　血　鬼ブラツク・ブラツド。


　その、長らく伝説と風聞の間を行き来していた存そん在ざいが公式に確かく認にんされたのは、一九九七年、中国返へん還かんを間近に控ひかえた香ホン港コンでのことである。以来、人間社会は、自らを捕ほ食しよくする闇やみの生命を徹底的に弾圧し、根ね絶だやしにしてきた。


　が、それは実は表向きの話だ。


　吸血鬼の多くは超ちよう常じよう的な能のう力りよくを持つ、人間の天敵だった。驚きよう異い的身体能力に加え、数々の特とく殊しゆ能力を有し、人と同じ――あるいはそれ以上の――知能を誇ほこっている。そう易やす々やすと駆く逐ちくできる相手ではないのだ。


　しかも、彼らの多くはすでに人間社会の奥おく深ふかくにまで根を張っていた。特に、権力構造のヒエラルキーでは、その頂ちよう点てん近くに多くの同胞、もしくは「崇すう拝はい者しや」を潜もぐり込ませている。


　現在、吸血鬼は一般的にはほぼ駆逐されたことになっている。吸血鬼たちも表立った騒動は起こさず、人間社会に紛まぎれ込んで暮くらしていた。というより、彼らはこれまでもずっと、そうしてきたのだ。


　しかし……とミミコは笑顔のままため息を落とす。


　たまにこういう考え足らずがいる。


　この馬鹿どもは、こともあろうに集しゆう団だんで人間を襲って血を吸ったのだ。被ひ害がい者しやのケアや事じ件けんのもみ消しに、ミミコたちがどれほど苦労したことか……。


『特別経けい済ざい開放区』、通称『特区』は、横浜の沖おきに浮かぶ人工島である。名目上日本国の領りよう域いきだが、実際には他国政府と巨きよ大だい企き業ぎようの利権が絡からみ、半ば以上の自治権を得た独どく立りつ領だ。


　ここは水上都市という吸　血　鬼ブラツク・ブラツドにとって忌いみ嫌きらわれる場所にもかかわらず、大勢の吸血鬼を擁ようしていた。大陸系けい、欧州系のみならず、『闇』と呼ばれる少数血族まで存在する吸血鬼にとっての一大都市なのだ。


　当然そこには様々な軋あつ轢れきが存在した。彼らはそれぞれの血統ごとに、血族と呼ばれるグループを作って生活しているが、その実体たるやマフィアに近い。新参者に冷たいのは当然だった。


　だが、放置していたのではどのようなトラブルが起こるかわからない。そこで、そのような吸血鬼間の諸問題を解決すべく設せつ立りつされたのが、『オーダー・コフィン・カンパニー』なのだ。


　だが――


　――そろそろ限げん界かいよね……


　ある程てい度ど予想はしていたが、交渉の余地などない。とっとと脱だつ出しゆつして、あとは『カンパニー』の鎮ちん圧あつチームに案件を引き渡すべきだろう。表面上穏おだやかなビジネススマイルを保たもちつつも、ミミコは頭の中でそのように計算していた。


　ミミコが出向いたのは、彼らにも同情の余地があると見て、投降の機会を与あたえるためだったのだ。


　――けど、反省するどころか完全に開き直ってる。散々人を襲って言い訳並べるなんて見苦しいだけよ。


　これ以上迷まようこともない。今回は厳きびしい処しよ置ちに出るべきだろう。


　すっかり取り囲まれているミミコだが、彼女は身の危き険けんを感じてはいなかった。


　何しろ自分には、性せい格かくには多々難なんがあるものの、腕うでだけは立つ護 衛クローザーが付いている。彼が目を光らせている以上、こんな奴やつらなんか屁へでもない。その確かく信しんがあればこそ、のこのこ敵の巣そう窟くつに乗り込んだのだ。


　――いまに見てなさい……


　と相手の一方的な言い分に耳を傾かたむけながら、ミミコは静かに闘とう志しを燃もやした。


　――ところで……


　と、ミミコは相変わらずのスマイルのまま、スカートのポケットに手を入れ、手て探さぐりで携けい帯たいのボタンを押した。


　さっきから、かれこれ十回は「突入せよ」というメールを送っているのだが……全然反はん応のうがないのはどうしてだろう？


　まさかジローさん、また携帯を無む視ししてるんじゃ……いやいや、事前にあれほどわかりやすい使い方をレクチャーしたのだ。まだ時期尚しよう早そうと見て、タイミングを計っているのだろう。それにしても十回メールして、返信の一つもないのは……


　――ま、まあいいわ。確かこのフェリーは、コタロウ君が見張りに付くって言ってたんだし。


　いざ騒そう動どうが起これば、間かん髪はつ入れずに駆けつけるに違いない。これまであの兄弟が期待を裏うら切ぎったことなど……


　つー、とミミコの笑顔に、汗あせが流れた。


　一いつ斉せいに脳のう裏りを過よぎる前例の多さに、自分でも驚おどろいた。


　いやいやいや。でも今回は大だい丈じよう夫ぶだ。きっと絶対間違いない。あいつらだって学習能力はあるんだから、昔の過あやまちを繰くり返すわけがないじゃないか。


「そ、そうよっ。考えすぎだわ。馬鹿ねえ、あたしったら。ハハー……」


　つい考えを口にしたミミコは、きょとんとする吸血鬼を見て、慌あわてて誤ご魔ま化かした。


　もう一度携帯に手を伸のばす。ぐいぐいとボタンを押し潰つぶす。


　いつしかメールは二十通を越こえていたが、それでも返信は返らなかった。
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　運うん河が沿ぞいに続く遊歩道を、一陣じんの風が駆けていた。


　風を巻き起こすのは赤い人ひと影かげである。通り抜けたあとに、タッ、タッと地を蹴ける音だけが残されていた。


　ジローは全力で走っていた。


　身体からだを低く倒たおし、地を這はうように走っている。スーツの裾すそが激はげしく羽ばたき、その後ろでは、またも襟えり首くびをつかまれたコタロウが、真横になって引っ張られている。さっきまでは悲鳴を上げてジタバタしていたのだが、目を回したいまは、だらんと手足をなびかせていた。


　その後方。


　ジローから数メートル離れて、五匹ひきの吸血鬼が彼を猛もう追ついしていた。


　いちいち倒す手間を惜おしみ、一匹だけ蹴り飛ばして公園を抜け出てきたのだ。本来なら追いつかれる相手ではないが――


「ああもう。走りづらいったらないですね」


　とジローは弟を肩に担かつぎ直した。


　直後、追いついた男が攻こう撃げきを仕し掛かけた。


　構えたナイフを翻ひるがえし、ジローの背中へと振り下ろす。その動きを気配で読み、ジローはタッと左足を地面に着いて、右足を跳はね上げた。


　回し蹴りが敵の側面を鮮あざやかに捉とらえた。


　男は凄すさまじい勢いで吹き飛んだ。吸血鬼の筋力は人間とは比くらべ物にならない。体重程度の重量など、紙かみ屑くずに等しいのだ。


　だが、人間と違うのは、頑がん健けんさにおいても同様である。並木に突っ込んだ男は、数秒後には立ち上がって追撃に復ふつ帰きしていた。


「やれやれ。無む駄だに元気なんですから……」


　ちらりと後方を眺ながめたジローは、唇くちびるを尖とがらせた。所しよ詮せん若わか造ぞう――転化して一年に満たない転びたてアンダー・イヤーと見ていたが、ここにいる連中は、それなりに荒あら事ごとの経験を積んでいるらしい。


　その攻撃を皮切りに、男たちは次々に手にしたナイフを閃ひらめかせてきた。


　吸血鬼の攻撃本能を解とき放っている。牙きばを剝むき、目を光らせ、涎よだれを滴したたらせる顔は、もう人間には見えなかった。


　狂きよう犬けんの群むれのような攻撃を、ジローはひょいひょいと軽やかに躱かわした。とにかく相手にせず先を急ぐ。とはいえ、走る速度は格かく段だんに落ちていた。


　そうこうしていると、


「はっ!?」


　とコタロウが目を覚ました。


「わ、なになに!?　あ、なんだ、こいつぅ。やる気か、このヤロー！」


　肩に担がれたままのコタロウが、えいやあと手足を振り回す。


　当然敵には掠かすりもせず、代わりに、


「った！」


　と、ジローの額ひたいにしこたま命中した。


「ええい、お前はっ！　どうしてこう、面めん倒どうなときに目を覚ますんです。もうしばらく寝ねてなさい」


「何言ってんのさ、兄者！　ぼくも一いつ緒しよに戦うよ！　狼おおかみに変身して、咬かんでやる！」


「またそういう、できもしないことを」


「練習したもん！」


「それで？　一度でも成功したのですか？」


「実戦こそ最高の練習になるんだよ！」


「減へらず口を叩くんじゃありません。いいから大人しく、じっとしてなさい」


「兄者こそっ。こんな奴らパパッとやっつけちゃってよ！」


「あいにく足手まといが肩にのかっていましてね」


「え、どこに!?　そんなの、ぼくが代わりに追っ払ってあげるよ！」


「おお弟よ。いまの皮肉が通じないなら、私はいったいどのような言葉で、この熱い思いを伝えればよいのでしょう？」


　とはいえ、回かい避ひに徹てつするジローも、五対一では限界があった。敵てきの一人が前に回り込み、ジローはやむなく足を止めた。


　その瞬しゆん間かん、銃声が轟とどろいた。


　ジローが大きく頭を仰のけ反らせた。担がれていたコタロウが、「兄者！」と兄の顔を支ささえる。


　ジローはふらつき――ざっ、と足を踏ふみ出して踏ん張った。


　こめかみから血が流れて頰ほおを這はう。それを見たコタロウは蒼そう白はくになった。


「あ、兄者！　大丈夫？　平気？　痛いたくない？」


　おろおろと両手を動かす。だが、兄の表情を見ると、ぴたりと動きを止めた。


　ジローが伏ふせていた顔を上げた。


　嚙みしめた歯の中から、長く鋭するどい牙が伸のびていた。


「……やりましたね」


　鬼おにの如ごとき形相だった。


　血走った眼がん光こうが五匹の吸血鬼を竦すくませる。そうでもなくとも、ライフル弾の直撃を受けて立っているジローに、色を失っていたのだ。


　と、ジローは唐とう突とつに視線を逸そらした。


　烈れつ火かの視線が向く先は、並木のはるか向こうのビル街。身を屈かがめて拳こぶし大だいの石を拾うと、ビル街の一点目指し、力の限り放り投げた。


　キュン、という、石を投げたとは思えない音がした。


　そして、ビルの屋上でジローの視線に居い竦すくめられていたスナイパーは、飛来した石を顔面で受けた。


　バッと派は手でな血ち飛沫しぶきを上げてスナイパーが倒れる。死んだのはまず間違いない。復活するとしても、当分役には立たないはずだ。


　男たちは呆ぼう然ぜんとした。


　自分たちは大した血けつ統とうではないが、それでも吸血鬼である。それを、石を投げつけて殺すなど尋じん常じようではない。


　ジローが再び視線を戻したとき、彼らは我知らず身み震ぶるいした。


『カンパニー』の『銀ぎん刀とう』。噂うわさには聞いていたが、いま見せつけられた吸血鬼としての格の違いに、完全に呑のまれていたのだ。


「あ！　兄者っ。フェリーだ。フェリー見つけた！」


　コタロウが叫さけんで指を指した。しかしジローは見向きもせず、


「あとになさいっ。この身の程ほど知らずどもを叩きのめすのが先です！」


「ちょ、ちょっと兄者。そりゃいくらなんでも」


「いくらなんでも、なんですかっ。甘あまくしてれば付け上がって。こいつらに特区の礼れい儀ぎを叩き込んでやります！」


「兄者、落ち着いてっ。ミミちゃんいなくなったら、ぼくたち困こまるよ？　住むとこなくなっちゃうよ？　『カンパニー』の人たちにも怒おこられるから。第一、兄者、血はどうするのさ？」


　弟の必死の説得に、ジローは「ぬうう」と唸うなって、後ろを振り向いた。


　コタロウの言うとおり、運河を下るフェリーが見える。しかも、もう河口に近い。すぐに海に出てしまうだろう。


　ジローは舌した打うちして、再び走り出した。我に返った男たちも、追撃を再さい開かいする。


「くそっ。学習能力がない上に、しつこい連中ですねっ」


「あいつら、兄者に勝てなくてもいいんだよ。時間稼かせぎするつもりなんだ」


　その通りだろう。男たちからは、さっきまでの殺意が消えていた。だが、なまじ冷静になられては、かえって面倒なことになる。


「仕方がありません。お前が先に行って、ミミコさんを守りなさい」


「え、ぼくが？」


　思わぬ大たい任にんに、コタロウは張り切って、


「わかったよ、兄者！　あ、でも、どうやってフェリーまで……」


　言い終えるより早く、彼の身体からだは空中に飛ひ翔しようしていた。
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　ミミコの笑顔が不自然さを通り越して悲ひ壮そうな様相を呈ていし始めたころ、パーティールームに入ってきた男が、リーダーに耳打ちした。


　報ほう告こくを聞いた彼は、ニンマリと狡こう猾かつそうな笑みを浮かべた。


「俺の部下が、お前の手下と交戦状じよう態たいに入ったそうだ」


「……え？　それはどういう……」


「『銀刀』といえば、音に聞こえた同族殺しの吸血鬼。お手並み拝はい見けんってところだな」


　ミミコの顔から血の気が引いた。


「ま、待ってっ！　それじゃあなたたち、最初から交渉する気なんか……」


「ようやく気付いたのか？　『カンパニー』も余程人手不足らしいな。こんな察さつしのワリー小こ娘むすめを交渉に寄越すたあ」


　どっと仲間の吸血鬼たちが嘲ちよう笑しようした。


『銀刀』というのは、ジローの二つ名だ。彼がこいつらの一味と戦っているという。負けるはずはないと信じているが、果たして自分を助ける方は大だい丈じよう夫ぶだろうか？


　あの男、強さは折り紙付きだが、暴あばれ出すと肝かん心じんなことを忘わすれてしまうことがある。まさか、自分の救出という至し上じよう命令まで蔑ないがしろにするとは思えないが……


　――駄だ目めだ。思える。


　ガタン、と音を立ててミミコは立ち上り、椅い子すを盾たてにして後ろに回った。


　リーダーはニタニタしながら、見せつけるような動きで腰こしを上げた。それまで静観していた仲間たちまで、下げ卑びた笑い声をもらしながら、ゆっくり壁かべ際ぎわから近づいてくる。


「おおお、落ち着いてください、ミスター！　話し合いましょう！　そうしましょうよ、ね？」


「そうだなあ。話し合うとするか。まだ宵よいの口だ。話す時間はたっぷりと、ある」


「あ、あたしに何かあれば『カンパニー』が黙だまってませんよ！」


「その『カンパニー』が気にくわねえって言ってんのよ、俺らは」


　ミミコは椅子の背にしがみつくように身を竦すくめた。完全に裏返った声で、


「カ、『カンパニー』のバックには、特区中の血族がついてるんですよ!?　彼らを敵に回して、助かると思ってるんですか!?」


「ケッケ。おもしれえ。どうせ他の奴らとも縄なわ張ばり争いは避さけられねえんだ。血族抗争なんぞ、承しよう知ちの上だっつーの」


　駄目だ。こいつ、本物の馬鹿だ。


　ミミコは絶望とともに、確信した。この連中は、特区の名だたる古　　　血オールド・ブラツドたちに、八つ裂ざきにされるだろう。が、それを自分が見ることはあるまい。十七の身空で、吸血鬼に襲おそわれて死ぬとは、なんという悲ひ劇げき。なんという損そん失しつだ。ちょっと神様、いまどきそんなの流は行やりませんてば。


　すっかり怯おびえきったミミコを見て、リーダーはいよいよ欲よく望ぼうにまみれた嘲笑を見せた。


「そう怯えんなって。何も殺しやしねえ。貴き重ちような獲え物ものだから」


　身の毛がよだつとはこのことだ。


　神様助けて下さい。


　と、ミミコは天に祈いのった。


　直後、その天から助けが――斜ななめに――降ふってきた。


「へ？」


　と見守るミミコの前に、何かがガラス窓まどを突つき破やぶって飛び込んで来たのだ。


　吸　血　鬼ブラツク・ブラツドたちが一いつ斉せいに後あと退ずさって、牙きばを剝むく。ミミコも思わず椅子の後ろにしゃがみ込み、それから恐る恐ると顔を出した。


　飛び込んできた何かが、床ゆかの上でもがいていた。


「……クマ？」


　と吸血鬼の一人がつぶやいた。


　事実、床の上には巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアがいた。蝶ちようネクタイなどした、洒しや落れたクマである。


　そして、その下した敷じきになっているのは……


「コタロウ君！」


　コタロウはしばらく床に突っ伏したままピクピクと身動きしていたが、やがて懸けん命めいに肘ひじを立て、震ふるえる腕うでを伸のばして一生懸命に身体からだを起こした。


　ひっくひっくとしゃくり上げながら、涙なみだを堪こらえている。その容よう貌ぼうと相まって、見るだに涙ぐましい光景だ。


　うー、と唸りながらコタロウは顔を上げた。おでこが真っ赤に腫はれているのは、そこで着地したからだろう。不ふ憫びんだが、吸血鬼にあるまじき鈍どんくささと言わざるを得ない。


「あ、ミミちゃん！」


　ミミコを見つけたコタロウが、とたんに涙目になって彼女のもとに駆け寄った。


「聞いてよミミちゃん、ひどいんだよ。兄者が、ぼくのこと岸から投げたんだ。ぼくが喧けん嘩かの邪じや魔まだからってさ。せっかく手伝いしてるのに、こんなのあんまりだと思わない？」


「それどころじゃないでしょうが！　ジローさんはどこ!?」


「まだ外」


「またかよ!?」


「うん。悪い奴らに邪魔されてるんだ。だからぼくが先にいってミミちゃんのこと守れって――あ！」


　口にして、ようやく自らの役やく割わりを思い出したのか、コタロウは半泣きだった顔を勇ましくし、ミミコの前で胸むねを叩いた。


「そうだった。ぼくが来たからには、もう安心だよ。ミミちゃんのことは、しっかり守ってあげるからね！」


「ああん。嫌いやすぎるデジャビュ」


　ミミコががっくり肩を落とす。そこへ、


「……おいっ」


　と、それまで気き勢せいをそがれていたリーダーが、険けん悪あくな声を投げた。


「なんだ、そのガキは？」


　ミミコがハッとして再び椅子の陰かげに隠かくれた。しかしコタロウはリーダーを見ると、悪の親玉と見抜いたのか、堂々と胸を張った。


「ぼくは望月コタロウだ！」


「……だから、誰だ？」


「え？」


　聞き返されると、いささか自信をなくし、コタロウがミミコを振り返る。


　リーダーを指差し、


「ちゃんと名乗ったのに」


　ミミコは顔を覆おおった。しかし、いまは時間を稼かせぐことが重要だ。椅子の陰から身を乗り出してミミコは叫んだ。


「『銀刀』望月ジローの血族よ！　この子に手を出したら、真っ先にぶった斬られるからね！」


　吸血鬼たちがざわめいた。やはり、口では強がろうと『銀刀』の一言には効きき目がある。


　コタロウも敵てきの反はん応のうに気をよくしたらしい。胸を張り直して、「そうだぞ！」と偉えらそうに叫んだ。


　だが、さすがにリーダーは怯ひるんでいなかった。「ケッ」と険悪な面おもてで吐はき捨すてると、


「だったら、テメエこそ血祭りにしてやらあ。吸血鬼の端はしくれなら、両手両足引きちぎっても、死にやしねえだろ。芋いも虫むしみてえな人ひと質じちがいれば、『銀刀』も動きが鈍にぶるってもんだ」


「……え？」


　コタロウがつぶやき、それから真っ青になる。覿てき面めんに狼ろう狽ばいした態度で、リーダーとミミコを交こう互ごに見た。


「ミミちゃ～ん。あいつ、あんなこと言ってる……」


「ハ、ハッタリよ、ハッタリっ」


「でも～」


　なおもおろおろしていたコタロウと、リーダーの目があった。


　コタロウは息を呑のみ、それから、


「……えへへ」


　と愛あい想そ笑いを浮かべた。


　リーダーの目が獣けもののそれに変わった。


　ずるりと伸びた牙の向こうから、低い唸り声が響く。コタロウは回れ右をした。


「逃にげよう、ミミちゃん！」


「大賛さん成せいだけど、逃げ道なんかとっくにないのよ！」


「えーっ。ミミちゃん何やってたのさ！」


「うるさいっ。お前が言うな」


　結局二人は互いに抱だき合い、ぶるぶる震えながら壁際へと追い詰つめられた。


　いまや吸血鬼たちは、彼らの種族特有の残ざん虐ぎやく性を剝き出しにしていた。歪ゆがんだ顔に映うつる血への欲よく望ぼうときたら、はっきり言って、心しん臓ぞうに悪い。


「コ、コ、コタロウ君。ジローさんはいつ来るの？」


「わかんないよ、そんなの。兄者は泳げないんだし」


「くっ。そもそもなんでメールしたとき、すぐに来なかったのよ！」


「あ、じゃあやっぱり、ミミちゃんメールしてたんだ」


「当然でしょっ。そういう段だん取どりだったじゃないのっ」


「変だと思った。兄者ったら、携けい帯たい開けようともしなかったんだから。ミミちゃん、ほんとにはっきり言った方がいいよ？　でないと兄者、いつまでたっても反省しないもん」


「そうね。今度、しこたまニンニク食わせてやるわ。けど、メールがないにしてもフェリーが動き出したとき、せめて船内に侵しん入にゆうしてくれてれば……」


「ああ、それはぼくが目を離はなしたときだったから」


「やっぱりお前もかー！」


「あぐっ、苦しいっ……落ち着いてミミちゃん。ぼくじゃなくて不幸が運だったんだよ！」


　シャアッ、と蛇へびの威い嚇かくに似にた鋭するどい声がした。


　目を上げた二人の上に、吸血鬼が覆おおい被かぶさってくる。ミミコとコタロウは、慌あわてふためいて床に身を投げた。吸血鬼の爪つめが壁を切り裂さくのを後しり目めに、這はいずりながら逃げた。


　次々に吸血鬼が襲いかかってきた。


　二人は死に物狂ぐるいで逃げ回ったが、所しよ詮せん室内であり、外に出られたとしても船の上である。逃げ場はどこにもない。


　吸血鬼たちも承しよ知うちの上なのだろう。あっさり捕つかまえられるところを、わざといたぶって楽しんでいた。


「こいつらほんとに最悪だわ！」


　息を切らせながらミミコが罵ののしった。コタロウの方は悲鳴を上げる余よ裕ゆうすらない。


　が――


　ふと、コタロウが足を止めて天てん井じようを見上げた。


　恐きよう怖ふが消え、透とう明めいな表情が顔に浮かんだ。


　リーダーもその気配に気付いた。本能が警けい告こくを鳴らし、反はん射しや的に上を見上げる。全身に鳥とり肌はだが立った。


　天井を見上げるコタロウの青い瞳ひとみが、いっぱいに見開かれた。満面に喜色が浮かび、


「兄者！」


　と喝かつ采さいを上げた。


　その叫びに応こたえるように、部屋を轟ごう音おんと衝しよう撃げきが襲った。


　天井が崩くずれ、埃ほこりが爆ばく煙えんのように舞まい上がる。ミミコは思わず目を閉とじて顔を庇かばった。


　しばらくして音が静まった。


　恐おそる恐る目を開ける。


　部屋の中央に、赤いスーツを着た長身の青年が立っていた。天井を突き破って下りてきたのだ。


「二人とも、無事ですか！」


「ジローさん！」


「おお、ミミコさん。無事で何より。とても心配しましたよ。どうして連絡をくれなかったのです？」


「お前もまたそんな台詞せりふか！」


　切れそうになるミミコの脇わきから、今度はコタロウが顔を出した。


「兄者！　さっきのあれは、あまりにひどいよ。荷物みたいに放ほうり投げるなんてさっ」


　至し極ごく真っ当な非ひ難なんをする弟に、ジローはいささかわざとらしく顔をしかめた。


「コタロウ、お前までなんの文もん句くを言ってるのです。言いませんでしたか？　あれは我らが血統に代々伝わる、必殺技わざなんですよ」


「え、必殺技？」


「その名も、『ファルコン・アロー』」


「ファ、ファルコン・アロー!?」


　コタロウがびっくりして繰くり返した。そんな弟に、ジローは澄すまし顔で頷うなずいた。


「そうです。空駆かける隼はやぶさの如ごとく、敵を頭上より急襲する荒あら技わざ。まさか初めてのお前がこれほどの成果を上げようとは、さすがの兄も予想していませんでした。素す晴ばらしい才能です、コタロウ」


「ファルコン・アロー……」


　コタロウは顔中を輝かがやかせて、両手を興こう奮ふんに震ふるわせた。彼の頭の中では、隼のように空を飛び、颯さつ爽そうと河を飛び越える姿が鮮あざやかに映うつし出されていた。


「兄者！　ぼく、ぼくやったんだねっ？」


「そうですとも。見事でしたよ。これからも精しよう進じんなさい」


「うんっ！」


　誇らしげな兄の言葉に、コタロウはお花畑な笑顔で頷いた。ミミコはキリキリ痛いたむ眉み間けんを指先で押さえた。


「まったくいつもいつも懲こりもしないで……ジローさん！　いいから、こいつらをちゃっちゃっと片かた付づけてちょうだい！」


　ミミコの剣けん幕まくに、ジローは肩を竦すくめた。そして、啞あ然ぜんと立ち竦む吸血鬼たちに、悠ゆう然ぜんとした態度で向き直った。


　リーダーが震える声で、


「どうやって船に乗った!?」


「ああ」


　ジローは真上を指差した。


「橋から」


　あっ、とリーダーが天井に空あいた穴あなから、上を見上げた。


　丸く切り取られた夜空の真ん中を、ライトアップされた橋が横切っている。海に出る直前にある橋だ。そこから飛び移うつられる可か能のう性せいは考こう慮りよしていなかった。


「仲間はどうした!?」


「まあ、ほっとけば直るんでしょうね。あ、駄目か。その前に日が昇のぼる」


　あっさりと言い放った。


　見れば、ジローのスーツは埃ほこりにまみれているとはいえ、傷きずの一つもついていない。


　リーダーは牙を鳴らして歯は軋ぎしりした。場ば慣なれた五人を選び、スナイパーまでつかせたのだ。それが、ただの時間稼かせぎにしかならず、結局は無駄に終わるとは。


　ジローの台詞せりふに怖おじ気けづいたのは、リーダーだけではなかった。むしろ、他の吸血鬼たちの方が動どう揺ようが激はげしい。


　彼らの動揺など手に取るようにわかるのだろう。ジローは唇に辛しん辣らつな微びし笑ようを刻きざむと、スッとそこから牙をのぞかせた。


　吸血鬼たちはたちまち浮き足立った。


「狼狽うろたえるな！」


　とリーダーが叫んだ。


「忘れたのか？　こいつは『銀刀』だっ。刀の使い手なんだっ。見ろ、いま野や郎ろうは丸腰じゃねえか。襲しゆう撃げきした連中がやられたとはいえ、こっちはその倍いるんだぞ。全員でかかれば、負けるわけねーだろ！」


　さすがに一味の首しゆ領りようと言うべきか、彼の指し摘てきは仲間に冷静さを取り戻させた。


　確かに、『銀刀』は日本刀の使い手だと言われている。彼の刀は吸　血　鬼ブラツク・ブラツドにとって脅きよう威いとなる「銀」でコーティング加工がされており、その凶きよう悪あくな武ぶ器きが、そのまま主あるじの二つ名となったのだ。


　だが、その『銀刀』望月ジローは、現げん在ざい愛用の得え物ものを所持していない。ならば、いかに格上とはいえ多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。有利なのはこちらではないだろうか。


「おまけに奴は、二つもコブを抱かかえてるっ。半分は奴の牽けん制せい。残りは女とガキを狙ねらえっ。そうすりゃ奴には手も足も出せねえ！」


　その台詞に、吸血鬼たちは完全に戦意を取り戻した。さっきまでとは打って変わった真しん剣けんな表情で攻こう撃げき態たい勢せいに移うつった。


　ところがジローは肩を竦め、


「この作戦、こんなに有効と思いませんでしたね？」


　とミミコに向かって言った。


　ミミコもミミコで、まるで緊きん張ちよう感のない様子で腕うで組ぐみしている。


「そうねえ。コタロウ君が提案したときは、さすがにちょっと、って思ったけど……」


　案外気付かれないもんね、とつぶやくと、ミミコは、


「ほら」


　とコタロウの肩を叩いた。


　指し示じされたコタロウが、兄の元へと駆かけつける。くるりと回って背中を見せる。


　クマの顔がジローと向き合った。ジローはクマの口の中に腕を突っ込んだ。


　吸血鬼たちは動きを止めた。


「ほっ」


　と、引き抜かれたジローの手には、天井の穴から差し込む月光を浴びて、銀色に輝く刀があった。


　鍛きたえ上げた業わざ物ものに銀のコーティングを施ほどこした、世界に二本とない曰いわくの一振り。


　闇やみ世界にその名も高い『銀刀』だ。


「では始めましょうか」


　とジローは無造作に刀を提さげて、リーダーと対たい峙じした。


　リーダーは全身を硬こう直ちよくさせ、顔中に脂あぶら汗あせを滴したたらせていた。


「……よし、わかった。兄ブラ弟ザー。話し合おう」


「やです」


　あとまた一いつ緒しよだった。
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「ここの始末はいいんですね？」


「ええ、『カンパニー』に連れん絡らくしたから。朝までには対たい処しよしてくれるはずよ」


　そう答えて、ミミコは携けい帯たいを畳たたみ、スカートのポケットに戻した。


　ミミコとジロー、そしてコタロウがいるのは、フェリーの甲かん板ぱんだ。フェリーはすでに、河かわ岸ぎしに接せつ岸がんしていた。


　まだ夜明けまでは時間がある。夜空には星々が輝き、その下でライトアップされた橋がそびえていた。


「やれやれ。今回も酷ひどい目に遭あったわ」


「終わりよければすべて良し。私たちのコンビネーションも徐じよ々じよに磨みがきがかかってきたではありませんか」


「……それ本気で言ってる？」


「……済すみません。少し前向きな発言をしてみました」


　ジローはそう言って指先で頰ほおをかいた。


　ミミコはしばし横目でジトッとにらんでいたが、一応反省の色が見えたので許ゆるしてあげることにした。


　海から吹ふく風が心ここ地ちよい。河口付近からは、特区中心街の摩ま天てん楼ろうが遠望できる。わずか数年で完成した巨きよ大だいな建築物の群むれは、海面にもその偉い観かんを映うつし、まるでお伽とぎの国のように見える。水上都市ならでは神しん秘ぴ的な風景だ。


　言いたいことは色々あるが、こんなときに言うのはもったいないだろう。


「ここの引ひき継つぎを済ませたら、さっさと帰って寝ねるとしましょ。明日は午後からでいいはずだし、少しはのんびりできるわ」


　すでにコタロウはデッキに座り込み、こっくりこっくり船を漕こいでいる。その悩なやみのない様子にミミコは苦く笑しようした。


「ですね。私も帰って寝直すことにします」


「また？　ジローさん、今日の昼間はずっと寝てたんでしょ？　あんまり寝てばかりだと、身体が腐くさるわよ？　文字通り」


　皮肉っぽく笑うミミコに、ジローは肩を竦めて見せた。


「雑ざ魚ことはいえ大勢いましたからね。さすがに疲つかれました。それに、騒音がうるさくて日中はよく眠ねむれなかったのですよ」


「あら、棺かん桶おけで寝てたんじゃないの？」


「それが、どこからともなく『禿はげ山の一夜』のメロディーが聞こえてきましてね。これがまたしつこいのですよ。うとうとしたかと思ったらまた聞こえてきて、まあ最後は耳みみ栓せんをして寝てたわけなんですが――」


「そりゃ、あたしが設せつ定ていしたメールの着信音じゃあ！」


　とっさに取り上げた『銀刀』でジローを殴なぐり、ミミコは護ご衛えいの首を締しめ上げた。


「このぐうたら吸　血　鬼ブラツク・ブラツド！　仕事のときぐらい昼間も起きとけ！」


「ぐあっ、苦しいっ……落ち着きなさい、ミミコさん。これは不ふ可か抗こう力りよくです。たまたま運が悪かったんですっ」


「黙だまれ黙れ黙れ！　そもそもあんたは頭ん中が前世紀なのよ！　メージ、タイショーじゃないんだから、いい加か減げん太たい陰いん暦れきで生きるのを止めなさい！」


「め、明治はもう太陽暦ですって」


「トンでけっ『ファルコン・アロー』！」


「ああ駄目です！　流れる水は駄目ー！」


　デッキの手すりでもみ合う、少女と吸血鬼。


　離れた場所ではぬいぐるみを抱だいたコタロウが、健康的な寝息を立て始めていた。




インターミッション２







　二階の寝しん室しつ。


「……ふう」


　とミミコは気け怠だるげなため息をつき、ゴロンとベッドに寝そべった。


　読んでいた転てん職しよく雑ざつ誌しを枕まくら元もとに放り出す。


　手足を投げ出すように仰あお向むけになり、ミミコは目ま蓋ぶたを閉とざした。彼女の眉み間けんには、深い皺しわが寄よせられていた。


「……高卒か」


　沈ちん痛つうな――実に痛いたましい――声がもれた。


　そのまま黙もくしていたが、やがて「ふっ」と透とう明めいな微び笑しようを浮うかべると、ミミコはベッドから立ち上がった。


　机つくえに向かい、気持ちを入いれ替かえて報ほう告こく書しよに取りかかる。


　そのとき、





「ファルコン・アローッ！」





　と窓まどの外から声がし、近づき、遠ざかり、最後にべしゃ、という音が下から聞こえて、ミミコのペンを持つ指が止まった。


　沈黙。


　再ふたたびミミコの眉間に深い深い皺が刻きざまれる。


　彼女はベッドに戻ると、もう一度転職雑誌のページを捲めくり始めた。




　




　　第三話　働く（？）吸血鬼ブラツク・ブラツド










『葛かつ城らぎミミコは預あずかった。


　今晩十二時、第四地区フオース・ヤードのドッグ跡あとに来い。


　さもなくば人ひと質じちの命はない』
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　望もち月づきジローは寝起きが悪い。


　その日も、おっくうそうな顔で棺桶から這はい出てきたのは、日にち没ぼつ後二時間も経たってのことだった。


　兄が現あらわれると、テレビにかじりついていたコタロウが、振り返って笑顔を見せる。


「あ、兄者。おはよー」


「……おはようございます、コタロウ。いい夜ですね」


　切れ長の瞳をしょぼつかせながら、ジローは弟に挨あい拶さつを返した。


　二十代前半と見える黒くろ髪かみ黒くろ目めの青年である。瘦そう身しんの長身で、手足がスラリと長い。引き締しめている分には男前なのだが、寝起きのいまは、だらしなく弛ゆるみきっていた。


　涙なみだ目めになるほど大きく口を開けて欠伸あくびをする。


　すると、その口から、やけに鋭するどい犬歯がのぞいた。


　彼は、吸血鬼だ。


「……おや、独ひとりですか？　ミミコさんは？」


「まだ帰ってないよ。電話もなかった」


「また残業ですか。『カンパニー』がそんなに忙いそがしいとは思えませんけど」


　と、呆あきれたように時計を眺ながめる。


「でもミミちゃんは残業好きだって言ってたよ。お手当がつくから」


「雀すずめの涙じゃありませんか」


「塵ちりを積もらせて山にするのが楽しいんだって」


「……微び妙みように暗いですね」


　兄の感想を、再び視し線せんをテレビに戻したコタロウは上の空で聞いていた。放ほう映えいされているのは時代劇げきで、ちょうど庄しよう屋やの娘むすめが人質に取られ、手込めにされそうな瀬戸際だった。コタロウは「あっ」とか「逃にげてっ」とつぶやきながら画面に見入っていた。


　こちらは十歳さい前後の少年だ。髪は柔やわらかな金きん髪ぱつの巻まき毛、瞳ひとみは常とこ夏なつの海のようなブルーである。時代劇を無心に眺める横顔が、天使像のように整っている。熱中するあまり薄うすく開いた唇くちびるからは、兄よりはずいぶんと大人しい牙きばが見えた。


　コタロウが座すわる絨じゆう毯たんの隣となりには、彼とほぼ同じ大きさがある巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアが座っていた。二人が並ならんで座る姿は、子こ供ども服ブランドのコマーシャルのようである。


　兄弟は運うん河が沿ぞいにある古ビルで暮くらしていた。


　葛城ミミコは同どう居きよ人にん兼彼らの雇こ用よう主ぬしだ。この古ビルも、彼女が属ぞくする『オーダー・コフィン・カンパニー』の資し材ざい置き場として利用されている建物である。


　ビル二階部分が管理を任まかされたミミコの住居となっており、兄弟は一階の倉庫部分に間借りしていた。周囲には伝票の貼はられた段だんボールが天井近くまで積み上げられている。それらの山をなんとかどかし、壁際に確かく保ほした十畳じようほどのスペースが二人の生活空間なのだ。


　ジローは板張りの床を踏ふみながら、部屋の奥おくへと進んだ。


　奥の壁は、一面シャッターになっていた。大振りなスイッチがあり、ジローはそれを、ガチンと音を立てて下ろした。


　すると、猛もう烈れつな軋きしみを立てながら、錆さびたシャッターが巻き上げられていった。


　シャッターが開いた先には、水面が広がっていた。


　運河である。河口のすぐ側なので、川かわ幅はばも広い。水辺が近いため、水上に浮かんでいるように思えるほどだ。


　ここ、経けい済ざい特別解かい放ほう区く、通称『つうしよう特区』は、横浜沖おきに浮かぶ人工島である。運河が縦横に走っており、特に旧市街区オールド・ヤードでは陸路以上に水路が発達している。かつては、運河に入った船を直接ビルの裏口に着けて、資材の運うん搬ぱんが行われていた。このシャッターや裏口から突き出た小さな桟さん橋ばしは、その名残なごりなのだ。


　ジローは冷えた夜風で顔を洗あらうように目を細めた。


　流れる水は弱点の一つだが、嫌きらいなわけではない。新しん鮮せんな外気を胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込む。視線を夜空に上げれば、そこにはぽつんと月が浮かんでいた。


「――うん。いい夜です」


　夜気を吸い、月光を浴びると、ようやくジローの表情から惰だ眠みんのあとが流れ落ちた。平和で平へい凡ぼん。穏やかな夜の始まりだ。


「――さて。コタロウ。今日の夕ゆう刊かんはどこですか？」


「そっちのテーブル」


「うわ。なんです、このダイレクト・メールの山は？」


「全部ミミちゃん宛あてだよ」


　コタロウの返答にジローはうんざりと顔をしかめた。


　ミミコの休日の過すごし方というのが、お洒しや落れをしてデパートに出向き、総そう菜ざいの試食を味わって、化け粧しよう品ひんの試し供きよう品を持ち帰るというものなのだ。当然、このような大量のダイレクト・メールが送られてくる羽目になる。


　一度は分類のためメールを抱かかえ上げたジローだったが、結局諦あきらめてバラバラとテーブルに放ほうり出した。


　折りたたまれた夕ゆう刊かんだけを手に取り、とんとんと肩かたを叩たたく仕草をする。


「コタロウ。夕食は何か食べましたか？」


「ケチャップ」


「また……いくら好きとはいえ、それは食べ物ではありません。調味料です」


「でもぼく吸血鬼だし」


「せめてトマトぐらい食べなさい」


　難むずかしい顔で小言を言うが、コタロウは画面のチャンバラに釘くぎ付づけだ。兄はため息を落としたが、それはすぐに苦く笑しように変わった。


　五分後、手に汗あせを握にぎっていたコタロウは、正せい義ぎの剣けん客かくが悪者三十人を皆みな殺ごろしにすると、満足そうな顔で、ふうと息をついた。


　兄に振り返り、


「ねえ。兄者も三十対一で勝てる？」


「愚ぐ問もんですね。かつては百人近くを向こうに回し、片かた端はしから斬きり捨すてたりしたものです」


「でも、この主人公は人質まで取られてたんだよ？」


「ハッハ。関係ありませんね。その程てい度どのこと、私ほどの腕前になればハンデにもなりません」


　と、ジローは気取った口振りで弟の質問に答えた。コタロウは素す直なおに感心したようだった。


「それより、ミミコさんも遅おそいみたいですし、今日は久ひさしぶりに外食にしますか」


「ほんと？　やったー」


　見所は終わってしまったので、コタロウはすぐさま満面に笑みを浮かべて立ち上がった。


　シャッターを閉める兄の側に寄り、


「ぼくハンバーグが食べたい」


「どうせケチャップ漬づけにするんでしょ。たまには違う物も食べなさい。蕎そ麦ばとか」


「えー。せめてラーメンにしようよ」


「ふむ。ではそうしますか。ニボシ亭ていならニンニクの匂においもしませんし」


　ジローが夕刊を手に段ボールの隙すき間まを抜けて正面玄げん関かんを目指す。コタロウがはしゃぎながらあとについて行く。


　やがて部屋の明かりが消え、和なごやかな兄弟の会話は屋外に閉ざされた。


　あとには、テーブル一いつ杯ぱいにばらまかれたダイレクト・メールだけが残されていた。
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「あー、おいしかった」


　部屋に戻ったコタロウは、満腹した猫ねこのように伸のびをした。そのままゴロンと絨じゆう毯たんに転がり、リモコンでテレビのスイッチを入れる。


「こら、コタロウっ。食べてすぐに寝転がるんじゃありません。行ぎよう儀ぎの悪い」


　と、あとから部屋に入ったジローが目に角を立てた。コタロウはまるで堪こたえた様子もなく、ぬいぐるみに顔を埋うずめるようにして、うつぶせにテレビを見上げた。


「ミミちゃん、まだ帰ってないみたいだね」


「ええ。二階の明かりも点ついていませんでした」


　答えながら時計を見ると、午後十時二分だった。


　ひょっとすると、仕事帰りに同どう僚りようと飲みにでも行っているのかもしれない。そう思いながら、ジローは持っていた夕刊をテーブルの上に投げ出した。


　ダイレクト・メールの山が崩くずれて、さらに乱らん雑ざつに散らばる。


「さてコタロウ。リモコンをこちらに渡しなさい。兄がニュースを見ます」


「えっ。それはないよ。ぼくが先に見てるんじゃない」


「お前は私が寝てる間に十分見たでしょう」


「いや、でも現にいまぼくがこうして見てるわけで……」


「リモコン」


　兄が弟に対するときにのみ可能な横おう暴ぼうさでもって腕を伸ばすと、コタロウは渋しぶ々しぶリモコンを渡した。


　ジローがソファで足を組み、悠ゆう然ぜんとニュースを眺める。コタロウはその隣で釈しやく然ぜんとしない様子だったが、結局マンガ雑ざつ誌しを持ってきて、兄の側に寝転び、読み始めた。
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「ほら。コタロウ、起きなさい」


「ん……あ、兄者」


　絨毯の上で居い眠ねむりしていたコタロウが、肩かたを揺ゆすられて寝ぼけ眼まなこを向けた。


「……いま何時？」


「もう一時過ぎですよ」


「ミミちゃんは？」


「まだです。どうも泊とまりがけの仕事のようですね。事前に連れん絡らくぐらい入れればよいものを。困こまったものです」


「そう……ぼくもう寝るよ」


「そうなさい。ちゃんと歯を磨みがきなさいよ」


　兄の言葉に頷うなずきながら、コタロウがふらふらと段ボールの向こうに消える。


　ジローは穏おだやかな微笑を浮かべ、テレビの音量を絞しぼった。
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　静かな夜だ。


　テレビを消したジローは、ソファに身体からだを横たえ、古い怪かい奇き小説を読んでいた。英文の『フランケンシュタイン』である。


　人とモンスターの関係は、いまも昔も大して変わらない。恐怖と興きよう味み。嫌けん悪お感と好奇心。そして理り解かいと不理解。


　一九九七年。中国返へん還かんを間近に控ひかえた香ホン港コンにおいて、のちに『九クー龍ロンショック』と呼よばれる事件が勃ぼつ発ぱつし、吸きゆう血けつ鬼き――『ブラック・ブラッド』の存そん在ざいが公的に確かく認にんされた。


　その後、全世界的に起こった吸　血　鬼ブラツク・ブラツド殲せん滅めつの気運は、各地でデマゴギーとアジテーションを誘ゆう発はつしつつ数々の悲ひ劇げきを生む。しかし、十年が経過した現在では、ヒステリックな世せ論ろんは落ち着きを取り戻もどしていた。


　それは一部には、「吸　血　鬼ブラツク・ブラツドはほぼ絶ぜつ滅めつした」という各国政せい府ふの発表があったためだろう。また、何百年、何千年の昔から人間社会の権けん力りよく構こう造ぞうに食い込んできた吸血鬼たちが、裏から様々な工作を駆く使しした成果でもある。


　が、要は人々が、「吸血鬼」という生物の「実在」に慣なれたのだ。


　現にいまでも、一日に一件けんは、世界のどこかで吸血鬼によるトラブルが報ほう道どうされている。しかし、大多数の人々は、そのニュースを事じ故こや災さい害がい、凶悪事件の一報と同列に受け取っている。人間の適てき応おう力とは恐おそろしいもので、身近な場所に己おのれの血を吸う怪かい物ぶつがいるかもしれない現実さえ、時間が経てば日常の中に取り込み、日々の生活を続けていけるのである。


　そして、慣れたのは吸血鬼たちも同様だ。


　あの事件直後は、絶滅の危き機きに恐れ、人間に牙きばを剝むく者が跡あとを絶たたなかった。だが、いまは再び人間社会と一定の距きよ離りを保たもちつつ、彼らの中に紛れ込む生活へと戻っている。ジローもその一人だ。


　ジローとコタロウは、長い歴史を持つある血けつ統とうの、最後の生き残りだった。


　この血を絶たやさぬこと。


　それは、ジローの使命なのである。
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　夜の静せい寂じやくに、運河の流れだけが途と切ぎれることなく聞こえてくる。


　ふと、本を読んでいたジローが視し線せんを段ボールの壁かべに向けた。その向こうからよたよたと歩くコタロウが顔を出す。


「どうしました？」


「……トイレ」


　そう言い残して、よたよたと階段を上っていく。


　が、


　ずる。ガ。ゴがががが……ゴン。


「……あ、あ、兄者ー」


　後頭部で階段を駆け下りたコタロウが、痙けい攣れんする腕を伸のばして助けを求める。ジローは思わず天井を仰あおいだ。


「お前、それでも吸　血　鬼ブラツク・ブラツドですか」


　情なさけなさそうに首を振りながら、ソファから立ち上がって階段に向う。


　本をテーブルに置こうとして――


　腕を止めた。


　テーブルに散らばるダイレクト・メール。その中に一通、何もかかれていない白い封ふう筒とうが混まじっていた。派は手でに原色が使われた他のダイレクト・メールの中で、その封筒だけが妙みように場ば違ちがいに見える。


「？」


　ジローは首を捻ひねった。


　外では、気の早い雀すずめがちゅんちゅんと歌い始めていた。
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　そして夜が明けた。


「うわあああ～」


　とミミコはとうとう涙なみだを流して泣き始めた。


「ひどい。ひどいわ。あんまりよ。なんで来ないの？　なんで来てくれないの？　あの脅きよう迫はく状じよう、夜の十二時ってちゃんと書いてあったじゃない。来ないと命はないって書いてあったじゃない。なのになんで、あの二人は来ないのっ？　もう夜が明けちゃったじゃない。こんなのってない。ひどすぎるわ～」


　縛しばられたままわんわん泣き崩くずれる人ひと質じちに、誘ゆう拐かい犯はんの吸血鬼たちは気まずそうな顔を見合わせた。


　ミミコを誘拐したのは、先日ラブホテルを占せん拠きよした吸血鬼グループ――そして、フェリーを乗っ取った自じ称しよう革かく命めい家か集しゆう団だんだった。吸血鬼ならではの生命力で生き延のびた彼らは、ジローへの復ふく讐しゆうを果たそうと立ち上がった。利害が一いつ致ちする者同士、血統と主義主張の壁を乗り越えて手を携たずさえたのである。そして、ミミコを人質に、彼を呼び出そうとしたのだ。


　ミミコがさらわれたのは、昨日の午後四時だった。それから、実に丸十二時間以上が経過していた。


　身み柄がらを拘こう束そくされたあと、ミミコは虚きよ勢せいを張りつつ、必死に交こう渉しようをもちかけた。吸血鬼たちは彼女の提案を嘲あざ笑わらったが、ジローを必要以上に刺し激げきしないよう、手出しは控ひかえていた。


　日が沈しずんだあと、ミミコは逆ぎやくに開き直った。自分を解かい放ほうしなければジローに成敗されるぞと脅おどし、吸血鬼たちは冷笑で応こたえながら、不安を隠かくしきれずにいた。


　十二時が近づくころには、ミミコの顔色はだいぶ良くなっていた。


　ミミコはジローの強さには信しん頼らいを置いている。落ち着いた態たい度どで、いまからでも遅おそくない、と吸血鬼たちの理性に訴うつたえたりもした。吸血鬼たちは決戦を前に神しん経けいを尖とがらせており、人質のはずのミミコより浮き足立ってさえ見えた。


　そして十二時。


　ミミコは期待に満ちた眼まな差ざしをドッグの入り口へと注いだ。


　白状すれば、ちょっとドキドキした。もうすぐ――性せい格かくはともあれ――背の高いハンサムと天使のような美少年が、自分を助けに現れるのだ。気分は囚とらわれのお姫ひめ様さまである。


　一分が過ぎ、二分が過ぎ、ついには十分が過ぎた。


　そうか、人質の安全を考こう慮りよして、攻せめ込むタイミングを見計らっているのだ。ミミコはそう思った。そして、「ちょっとトイレ」とか、「あ、あれはなんだ」等の発言で、再さい三さん隙すきを作ろうとした。もちろん吸血鬼たちは引っかからなかったし、注意を途と切ぎらせることもなかった。


　三十分が過ぎた。


　ミミコの口数が減へった。


　一時間が過ぎた。


　ミミコの顔からは血の気が失うせていた。


　そして二時間、三時間が過ぎるころには、頭の中も表情も真っ白になったまま、ミミコは硬こう直ちよくしていた。


　かと思うと、突然「うっ」と目の端から涙をこぼしそうになり、慌てて首を振り、泣くのを堪こらえた。


「……平気。平気よ。ちょっと遅ち刻こくしてるけど、そんなのいつものことじゃない。大丈夫よ、ミミコ。あの二人を信じてあげなきゃ……」


　自分でも気付かないうちに、そうつぶやくミミコ。隣に立っていた吸血鬼は、思わず目を逸そらし、何も聞こえない振りをした。


　そして夜が明けた。


　ジローは日光に弱い。特に朝日が大の苦手だ。


「うええええ～」


　ミミコの悲ひ嘆たんに、吸血鬼たちはやるせない様子で肩を落としていた。こんな結末は彼ら自身予期せぬところだ。


「……おい、どうする？」


「どうって……なあ？」


　もともと大した計画があったわけではない。互たがいの胸きよう中ちゆうを探さぐり合うように、吸血鬼たちは、ぼそぼそと作戦を練った。


「いっそ返しちまうか？」


「いや待て。それはあまりに反革命的だぜ」


「じゃ、吸すう？」


「しかし……一応は人質なわけだしな」


「いーじゃん、なもん。生きてりゃいいんだ。吸っちまおうぜ」


「そうかもしんねーが……」


　と、なんとなくミミコに視し線せんを向ける。


　両手両足を縛られたミミコは、コンクリートの上に横座りしたまま、うなだれていた。


「信じてたのに……信じてたのに……色々文もん句くつけたりしたけど、ほんとのほんとは信じてたのにぃ」


　シクシクと洟はなみずまで垂たらしている。


　吸血鬼たちは再び向き直り、


「やっぱ……なんか……なあ」


　と陰いん鬱うつな顔でため息をもらした。


　彼らの多くは、転びたてアンダー・イヤーと呼ばれる、吸血鬼になったばかりの新米だ。転化した直後は、手に入れた超人的な身体能力に酔よい、人間を餌えさとしか見なしていなかった。


　しかし、ジローに叩たたき斬きられ、方々逃げ回る間に、少しは苦労を経験したらしい。いまや彼らがミミコに向ける視線には、同情と哀あわれみが込められていた。


　方ほう針しんを決めかねて黙り込む吸血鬼たち。広いドッグ跡あとに、ミミコの慟どう哭こくだけが木こ霊だまし続けた。


　と、そのとき、重たい音を響ひびかせて、船せん舶ぱくを出し入れするドッグの巨きよ大だいな扉とびらが動いた。


　人一人分の隙すき間まが空き、まだ早朝の淡あわい光が差し込む。


「あのー」


　と赤いスーツを着た青年が、いかにもばつの悪そうな顔でドッグの中に顔を出した。その下から、朝日に目ま映ばゆく輝かがやく金髪の頭も、ひょこりと出てくる。


「どなたか……まだ残ってらっしゃいますか？」


「ミミちゃん、いる？」


　その声を耳にし、ミミコが音を立てる勢いきおいで顔を上げる。


「ジローさン!?　コタロウくン!?」


　声をひっくり返らせて叫んだ。


　ミミコを確かく認にんした兄弟は、思わずといった様子で全身から息を吐はき出した。


「あーよかった。なんとか間に合ったみたいですね」


　ジローとコタロウの心からの安あん堵どを見て、ミミコは胸を熱くした。


　やっぱり来てくれた。自分の信しん頼らいは報むくわれたのだ。


　ミミコの泣きはらした顔が、輝かんばかりに晴れ渡った。神様ありがとう、と感かん謝しやの祈いのりを捧ささげる。二人を雇やとった自分の判はん断だんは正しかった。仲間って素す晴ばらしい……


　……いや、待て。


「『間に合った』ですってぇ～？」


　鉄てつ棒ぼうをねじ曲げるような声を上げる。ジローがたちまち及および腰ごしになった。


「し、失言でした。ちょっと遅ち刻こくはしましたが、これには訳わけが……」


「ちょっとなわけがあるかっ。いま何時だと思ってんのよバカ！　何時間遅刻してるかわかってるっ？　自分の雇やとい主の危き機きに――いいや、それ以前に一いつ緒しよに住んでる女の子の大ピンチに、どうしてあなたは駆かけつけないの!?　それって男としてサイテーよ！　いえっ、人間的に間違ってる！」


「ミミちゃん。ぼくたち人間じゃなくて吸血――」


「黙りなさい！」


　コタロウは黙った。
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「待ってください、ミミコさん。わたしたちの遅参は訳あってのことでして、それにあなたにも非ひはあると思うのですよ、というのはあんなに大量のダイレクト・メールが――」


「うるさい！」


　ジローは口を閉ざした。


「そもそも、あんたたち、遅刻するのって、これで何度目なわけ!?　前にこいつらに捕つかまってたときだって、さんざん遅おくれて来たじゃないさ！　あんたら仕事舐なめてんの？　それともあたしをバカにしてんの？　少しは真ま面じ目めに働こうって気にならないわけっ!?」


　ヒステリックに唾つばを飛ばすミミコに、コタロウはおろおろと、兄の上着を引っ張った。


「ダ、ダメだよ、兄者。謝あやまっちゃって許ゆるしてもらった方がいいよ」


「い、いいえ、コタロウ。こういうときは下手に頭を下げる方がよくないのです。むしろ強気に出た方がいい」


「いまのミミちゃんに、そんなの通用しないと思う」


「いいから、ここは兄の言うとおりになさい。個こ人じんではなくチームとしての問題であったことを主しゆ張ちようし、責せき任にんの所在を曖あい昧まいにしておくことが肝かん心じんです。さもないと、後々ひどいことになるんですから」


「聞こえてるわよ、この恥はじ知しらず！」


　ミミコが憤ふん怒ぬの形相で怒ど鳴なる。


　が、そのミミコの前に、それまで後ろにいた吸　血　鬼ブラツク・ブラツドたちが立ち塞ふさがった。諦あきらめかけていた事じ態たいの推すい移いに、彼らまでホッとしているように見える。


「感動の再さい会かいはそれまでだ。待ってたぜ、『銀ぎん刀とう』」


　先頭に立った吸血鬼がニンマリと笑う。


『銀刀』とはジローの愛刀の呼び名であり、同時に彼自身の二つ名のことだ。その名の示しめす通り、銀でコーティングされた対吸血鬼用の日本刀である。ジローはその使い手なのだ。


「感動って……あなたたち、吸血鬼になって人間の感情をなくしてしまったのですか？」


「るせえ！　茶番につき合う気はねえんだ。俺たちゃ、テメエにリベンジするために、舞ぶ台たいを整えたんだからな」


　吐はき捨すてると、吸血鬼は片かた手てで床ゆかに座すわるミミコの襟えり首くびをつかみ、軽々と持ち上げた。


　腐くさっても吸血鬼である。その膂りよ力りよくたるや人間の比ではない。


「さあっ、両手を上げて中に入れ！　おかしな真ま似ねしやがったら、こいつを床に叩たたき付ける！」


「きゃーっ！　ちょ、ちょっと。放してよ……ジローさーん！」


　ミミコが空中でジタバタもがく。


　ジローは苦虫を嚙かみ潰つぶし、仕方なさそうにドッグ内に足を踏ふみ入れた。その後ろに隠れるようにして、コタロウも恐おそる恐る後に続く。背せ中なかにはリュック代わりとなったぬいぐるみが背負われている。


　二人がドッグの中なか程ほどまで近づいたときだ。


「いまだ！」


　吸血鬼の合図に応こたえ、天井でいくつかの破は裂れつ音がした。ジローが鋭するどい視線を上に投げ、ミミコとコタロウは首を竦すくませる。


　が、爆ばく発はつに伴ともなう熱気や衝しよう撃げきは、一向にやってこなかった。


「……あ、あれ？」


　怖こわ々ごわと天井を見上げたミミコは、思わず目を丸くした。


　天井から、まるで雪のように白い何かが、一面に舞まい落ちてきたのだ。


「……紙？」


　ミミコがもらした通り、それは便びん箋せんサイズの紙だった。目を凝こらせば、すべての紙に文字らしき物が書き込まれているのがわかる。


　ジローが舌した打うちし、コタロウの首根っこをつかんだ。


「え？」


　と言う言葉を最後に、コタロウの身体からだが浮き上がった。ジローは弟を片手で頭上に振り上げ、そのままぶんぶん振り回して舞い落ちる紙を周囲に吹ふき払はらった。


　ミミコはジローの奇き行こうを呆ぼう然ぜんと見ていたが、顔の上に落ちてきた紙の正体を見て表ひよう情じようを改めた。


「これ！　――聖せい書しよねっ？」


「その通り。聖書を破やぶいたのさ」


　得意げに吸血鬼が答えた。


　吸　血　鬼ブラツク・ブラツドたちは、その血けつ統とうによって能のう力りよくや弱点が異ことなっていた。流れる水に弱い血統もあれば、ニンニクを嫌きらう血統もある。太陽光を苦手とする血統も数多い。


　しかし、太陽と並ならんで大たい敵てきとされる十じゆう字じ架かや聖書を弱点とする血統は、実はほとんど存そん在ざいしなかった。古来より吸血鬼たちが恐れてきたのは、十字架や聖書ではなく、それらに象しよう徴ちようされる人間の信しん仰こう――そして信仰心に根付く執しゆう念ねんと頑がん迷めいさなのだ。


「ところが、かの悪名高き『銀刀』が、いまどき聖書に弱いってんだからな。笑わせてくれるぜ」


　嘲あざ笑わらう吸血鬼に、ジローはむっつりと黙だまったまま目を回したコタロウを床に下ろした。


　およそ吸血鬼らしい弱点を持たない弟のおかげで、ジローの周辺に振ってきた聖書は振り払うことができた。しかし、それ以外の場所は、足の踏み場もないほど紙がばらまかれている。ジローは聖書を踏むと痺しびれて動けなくなるので、実質的に檻おりに入れられたようなものだ。


　そして――


　どこに隠かくれていたのか、ドッグ内の至いたるところから武ぶ装そうした吸血鬼たちが姿すがたを見せた。彼らは全員、手に拳けん銃じゆうを持っている。


「ひ、卑ひ怯きようよ！　動けないジローさんを相手に！」


「ククク。近づいたら斬きられちまうからな。なーに。銀の弾だん丸がんじゃねえ。ほとんどは三サ八ン口パ径チか九ミリだ。もっとも量だけはたっぷり用意してある。どれだけ耐たえられるか見み物ものだな」


　そう言った吸血鬼自身も、ミミコを放り出すと懐ふところから二丁ちようのグロックを抜ぬいた。


　ミミコがジローを見つめる。


　いまは早朝。ただでさえジローのコンディションは最悪のはずだ。しかし、ミミコの視線に気付いたジローは、彼女を安心させるかのように、唇を微び笑しようで曲げた。


　ミミコは後こう悔かいに歯を食いしばった。


　さっきミミコは、遅れてきたジローを一方的に責せめた。自分が口にした台詞せりふは正しいと思うし、ジローが遅刻したことが許せないのも事実だ。


　しかし、それ以前の問題として、おめおめ吸血鬼に誘ゆう拐かいされたのはミミコなのである。今回の件けんで一番失しつ策さくを犯おかしているのは、自分自身なのだ。


　ジローは言い訳をしつつも、その点は責めない。それは、人間が吸血鬼に対抗することの困こん難なんさを知っているからだ。彼はそれを知った上で、ミミコの護ご衛えい役として危き険けんに身を晒さらしているのである。


　パン！


　と突とつ然ぜん銃声が響ひびき、ミミコは思わず息を呑のんだ。


　吸血鬼が警けい告こくなしに発はつ砲ぽうしたのだ。しかし、射しや出しゆつされた弾丸を、ジローは手て袋ぶくろに包まれた右手で受け止めていた。


　撃うった吸血鬼がわざとらしく口笛を吹いた。


「器用なもんだ。それじゃ、次は二人一遍ぺんに。その次は三人でやってみよう。ちなみに俺たちは全部で二十一人いるから、右手と左手だけじゃおっつかないぜ？　せいぜい格かつ好こう良く踊おどってくれ」


「…………」


　ジローは表情を殺したままつかんだ銃弾を床に落とした。


「始めるぜ！」


　と再び吸血鬼が銃口を向ける。


　ミミコは反射的に、その吸血鬼の足に身体をぶつけていた。


　むろん、縛しばられたままのミミコがぶつかったところで、吸血鬼にとっては痛いたくもかゆくもない。


「フンっ」


　と鼻で笑い、無む造ぞう作さに足を振るった。


　たちまちミミコは床を転がり、その様子を見た吸血鬼たちが嘲ちよう笑しようの合唱をもらした。


　ジローが静かな声で、


「ミミコさん、いいんですよ」


「でも！」


「いいから。そこでじっとしていてください」


「ジローさん……」


　不覚にも目頭が熱くなる。弱音も吐はかず責任を果たそうとするジローに対し、自分の未み熟じゆくさが嫌になった。


　――が、


「いいですか。なるべく身体を低くして床に這はいつくばるんです。あ、でも、頭の上に何かが落ちてきたときは、速すみやかに退たい避ひしてください。危き険けんを感じたときもです。基き本ほん的には自じ己こ判はん断だんでお願いします」


「……え？」


　ミミコの顔に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。


「ごちゃごちゃ言ってんじゃねえ！」


　吸血鬼が連続して引き金を引き、威い嚇かくの銃弾がジローを掠かすめながら飛び去った。


　ジローは平然と、


「コタロウ。いい加か減げんに起きなさい」


「……え？　あ、兄者っ！　大変だよ。さっき急に地じ震しんと台風が扇風機みたいにぐるぐるって――」


「気のせいですコタロウ。それよりぬいぐるみを」


「あ、いよいよ反撃なんだねっ。わかった！」


　コタロウが飛び起きて背せ中なかのぬいぐるみを向ける。


　ジローはぬいぐるみの口の中に、無造作に腕を突っ込んだ。彼は普ふ段だん、ぬいぐるみの中に銀刀を忍しのばせているのだ。


「ギャハハハ！　あくまで刃は向むかおうってか？　おもしれえ。せいぜい届とどきもしねえ刀を振り回してやが……」


　吸血鬼の哄こう笑しようが尻しりすぼみに消えた。


　ジローが引き出したのは日本刀ではなく、長細い鉄の塊かたまりだった。


　長さ一メートル半。


　重量三十八キロ。


　その無ぶ骨こつな鉄塊は、名をブローニングＭ２重機関銃といった。


　通つう称しよう、キャリバー五○。発射速度は毎分四五○から五五〇発。弾丸の初速は秒速八九四メートル。射しや程てい距きよ離りと貫かん通つう力に優すぐれ、装そう甲こう車しやを粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいし得うる、五〇口こう径けいの重火器だ。


　世界でもっとも有名な軍用機関銃の一つであり、凶きよう悪あく極きわまる鉄の牙きばである。


　吸血鬼たちは、ぽかんと口を開けた。


「なに。銀の弾丸ではありません。ただの十二・七ミリ弾です」


　にこやかに言うと、通常三人がかりで移い動どうさせる重機関銃を、片手で指し揮き棒ぼうのように振り回した。


　吸血鬼が生なま唾つばをのみ込む。


「……すみません。『銀刀』は？」


「水曜日はマシンガンの日なんです」


　そして、閃せん光こうと轟ごう音おんが炸さく裂れつした。
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　すべてが終わったとき、そこはドッグ跡あとからドッグ跡地へと姿すがたを変えていた。


「あ。ミミちゃん発見」


　と言って、コタロウは瓦が礫れきに埋うもれていたミミコを引っ張り上げた。彼女は救出されたあとも、しばらく放心したまま座すわり込こんでいた。


「兄者ーっ。ミミちゃんいたよー」


「……コタロウ。兄はもう駄だ目めです。せめてお前とミミコさんだけでも無事家に帰ってください……」


「もうっ、しっかりしてよ。兄者が屋根まで吹き飛ばすからいけないんじゃない」


　そうぼやいてコタロウは空を見上げる。


　晴れた空からは温かな陽光が降ふり注ぎ、ジローはその下で空気の抜ぬけた風船のように、ぐったりと横たわっていた。辛かろうじて残った外壁の陰かげにいるのだが、よく見ればスーツの隙すき間まから、シューシューと白い煙けむりが上っている。日光に焼かれているのだ。


　コタロウは、しょうがないなあという顔でミミコの方に向き直った。


「ミミちゃんは平気？」


「鉄てつ骨こつが……ホッチキスの芯しんの形をした鉄骨が、あたしの頭の三センチ左を……」


　と、こちらも駄目っぽい。


　しかし――


「……待ちやがれ」


　瓦が礫れきを搔かき分けて、吸血鬼の一人が姿を見せた。ミミコを盾たてにした、あの吸血鬼だ。


　コタロウが驚おどろいて足を止め、ミミコがたちまち正気を取り戻して彼の小さな背中に隠れる。


　敵てきは一人。とはいえ、ジローがグロッキーないま、ミミコとコタロウだけでは勝てる保ほ証しようなどない。


　ところが、吸血鬼は二人を無む視しして、しわくちゃの老犬のようなジローを、歯は軋ぎしりしながらにらみつけた。


「……どうしてだ？」


「何がですか？」


「どうして誰も仕し留とめなかった……」


　吸血鬼の言葉にミミコはハッと辺りを見み渡わたした。


　一面の瓦礫からは、所々に半分埋もれた吸血鬼の姿が見える。だが、一見した限かぎりでは、灰はいになって滅ほろび去った吸血鬼はいなかった。


　悔くやしさと疑ぎ問もんを滲にじませる吸血鬼に、ジローは、どこか泰たい然ぜんとして答える。


「私が遅おくれた間、ミミコさんに手を出しませんでしたからね」


「……ジローさん」


　ミミコが驚いた表ひよう情じようでつぶやた。


　吸血鬼は無言のまま、ジローをにらみつけていた。


　そして、


「ケッ。次は絶ぜつ対たい吠ほえ面づらかかせてやる」


　そう吐き捨てて、仲間を助けるために瓦礫の中を歩き去っていった。


「いいの、兄者？」


「いいんじゃありませんか？　連中もいい加か減げん懲こりたでしょうし、これでも反省しないようなら、次は手加減しませんよ」


「でも、そしたら、またミミちゃんが狙ねらわれちゃわない」


　弟の指し摘てきに、兄は「あ」ともらし、気まずい視線をミミコに向ける。


　兄弟の注目を浴びて、埃ほこりまみれのミミコは、瓦礫の中、ため息をついた。


　自分に手を出さなかったから許ゆるしてやる。


　そんなことを言われて、文もん句くをつけられるわけがない。


　ミミコは、ぶすぶす燻くすぶるジローと、のんびり突つっ立ったコタロウを眺ながめた。


　白馬の王子様とはいかないが、ミミコにとっては、この二人こそが誰よりも頼たよりにすべき護ご衛えい役なのだ。


「……今度遅刻したら、絶対許さないからね」


　と、不幸なお姫ひめ様さまは、膨ふくれっ面でぼやくのだった。




インターミッション３







「ではミミコさん」


　とジローは気の毒そうに言った。


「さすがの私も限界です。私はこれから棺かん桶おけにて、たっぷり夜まで休息を取ることにします。あしからず」


　ミミコは返事をしない。それどころではない。


「じゃあミミちゃん」


　とコタロウも済すまなそうに言った。


「ぼくもこのあと、近所の公園まで遊びに行ってくるよ。今日は運うん河がの向こうまで冒ぼう険けんに行く予定なんだ。晩ばん御ご飯はんには戻もどるから」


　ミミコは返事をしない。本当にそれどころではない。


　顔を洗あらい、服を着き替がえ、猛もうスピードで朝の身み支じ度たくを整える。その顔は切羽つまっており、気を抜ぬくとすぐにも半べそをかきそうだ。


　よく晴れた今日は水曜日。


　もちろん普通の平日である。


　昨夜は一いつ睡すいもしていない。


　が、それはそれとして、現在午前八時五二分。


　上着をつかみ、バッグを抱かかえ、玄げん関かんから飛び出すミミコに向かって、兄弟は声を揃そろえて手を振った。


『いってらっしゃーい。お仕事、頑がん張ばってねー』


「夜行動物なんか、大ッ嫌きらい！」





　八分後。ミミコの携けい帯たいは、遅刻回数更こう新しん及および始末書の贈ぞう呈ていを告げる上司によって鳴らされた。




　




　　第四話　ミミコと愉ゆ快かいな調ナ停カ員マたち










　葛かつ城らぎミミコ、十七歳さい。


　何を隠かくそう、華はなのＯＬである。


　若わかいながらも定てい職しよくに就つき、自分のみならず二人の居いそ候うろうの生活費全ぜん般ぱんを一手に担になっている。いまどき奇き特とくな勤きん労ろう少女だった。


　それも、ただの勤労少女ではない。


　彼女は対吸　血　鬼ブラツク・ブラツドトラブル処しよ理り組そ織しき『オーダー・コフィン・カンパニー』の一員なのだ。


　特とつ区くの平和と発はつ展てんのため、己おのれの労苦を顧かえりみず、日夜危き険けんに身を晒さらす、若き調　停　員コンプロマイザー――


　それが、葛城ミミコ、十七歳である。
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　ちょっと。ほんのちょっとだけ。


　ほんのちょっとだけ息抜きしようと思って淹いれて貰もらったお気に入りのアールグレイは、始業二時間前――つまり朝の七時から出勤してかかり切りで仕上げつつあった報ほう告こく書と始末書と反省文の山を直ちよく撃げきし、パソコンのキーボードとマウスとマウスパッドと制せい服ふくのスカートを侵しん食しよくした上、太ももに軽い火傷やけどを残してこの世を去った。


「うわちぃ！」


　と乙おと女めらしからぬ悲ひ鳴めいを上げて飛び跳はねるミミコを前に、悲ひ劇げきの引き金を引いた楠くすのきヒバリ、十五歳は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。


「大変、大変」とお盆ぼんを両手に持ったまま右を向いたり左を見たりとしていたが、やがてティッシュペーパーの箱を発見するとお盆を放ほうり出して――放り出された盆は隣となりのデスクのディスプレイに命中してひびを入れた――ティッシュペーパーを抜き出し、水みず浸びたしになった書類の上にばらまいて、ぎゅっぎゅっと上から押さえつけた。


　それを何度か繰くり返し、こぼれた紅こう茶ちやがすべて吸すい取られたことを確かく認にんすると、ようやく満足そうな表情で、「ふう」と額ひたいの汗あせをぬぐった。


　元気のいい声と笑顔で、ミミコに振り返り、


「いま新しいのを淹れますねっ」


「……あ、あたしの方は無む視しなの？　ていうかそんなことしたら書類が……」


　駄だ目めになっていた。


　紅茶で湿し気けて色が変わり、おまけにぴったりと張はり付いてしまった書類の山を眺ながめ、ミミコはがっくり肩かたを落とした。すると、スカートにできた大きな染しみ――まるでお漏もらしでもしたようだ――が視界に入り、ガス欠したエンジンのようなため息が落ちた。


　提てい出しゆつ期き限げんは今日の午後。期限を破やぶればさらに何枚もの始末書が山に加わる。


「あーうー」


　へなへなと椅い子すに崩くずれると、追い打ちのように腹はらが鳴って空くう腹ふくを訴うつたえた。


　朝食は牛ぎゆう乳にゆうをコップ一いつ杯ぱい。だが、どうやらランチを食べる時間もなくなりそうだ。


「げ、元気出してください、ミミコ先せん輩ぱい！　こんなの、いつものことじゃないですか」


「いつものことって、あんたが言うな」


「ドンマイです！」


「…………」


　もはや言い返す気力も湧わかず、ミミコは無言のまま、死んだ目でヒバリをにらんだ。


　ヒバリはミミコの後こう輩はいだ。笑顔の可愛かわいい小こ柄がらな少女で、団だん子ごにした髪かみがトレードマークである。


　中学卒業後、私し立りつ高校に通いながら『カンパニー』で働いている。なんでも単位制の高校らしく、すでに一年の単位はほとんど取ったということで、こうして平日の昼間から事務所に詰つめているのだ。


　真ま面じ目めで元気が良く、職しよく場ばの評ひよう判ばんも上々なのだが、人一倍強い仕事への熱意は、往おう々おうにして空回りしている。また、そのことに本人だけが気付いていないという事実が、周辺への――なぜかミミコである比ひ率りつがやたらと高い――被ひ害がいを日々拡かく大だいしていた。


「……もう紅茶はいいわ。取りあえず、じっとしてて」


「わかりました！　では自分の仕事に戻ります。何か用があったら遠えん慮りよなく言ってくださいね」


　そう返事してにっこり笑う。慕したわれているのは嬉うれしいのだが、その笑顔を重荷に感じてしまうミミコだった。


　事務所には二人以外に人がいなかった。


　調　停　員コンプロマイザーの仕事は外回りが中心なため、いまのミミコのように書類作成や報ほう告こく、ミーティング以外では席を空けることが多いのだ。基き本ほん的に個こ人じん行動が主体となる仕事なのである。


　ちなみに、新人のヒバリはまだ調　停　員コンプロマイザーになっていない。主な任にん務むは電話番。それでいて仕事熱心なのだから、『カンパニー』としてはありがたい人材だろう。


「それにしても、最近の先輩、調子悪いですね？　サキさんも心配してましたよ」


「う。もう耳に入ってるんだ……先輩、今日は外？」


「休きゆう暇かです。『エンジェル・ボーイズ』ってアニメのイベントがあるそうで、限げん定ていグッズのカタログに、幸せそうに丸付けてました」


「……ほんとに心配してくれてたの？」


　頼たよりになるが変わった趣しゆ味みを持つ先輩調　停　員コンプロマイザーの顔を思い描えがき、ミミコは不ふ審しんそうな顔をした。それから、ハッと顔色を変え、


「待って。あたしが仕事ミスったの、まさかあいつも――」


「聞いたわよ、ミミコ！」


　けたたましい音をたててドアが開き、一人の少女が事務所に飛び込んできた。


　長いブルネットをソバージュにした、見み目め鮮あざやかな少女である。くっきりとした化け粧しようをし、耳に銀のイヤリングを付けている。歳としはミミコと同い年だが、地じ味みで暗めのミミコとは対たい照しよう的な、きらびやかな容よう貌ぼうだ。


「あなた血族を離り反はんした転びたてアンダー・イヤーとの交こう渉しようにしくじったあと、そいつらに誘ゆう拐かいされた上、第四地区フオース・ヤードの廃はい棄きドックを瓦が礫れきの山にしたんですって？　まったくもってあなたらしいお笑い種ぐさだわ。ああおかしい。わははははっ」


「くっ……何しに来たのよ、スワン」


「何しにですって？　決まってるでしょう。仕事に失敗して惨みじめに始末書書いてる落ちこぼれを笑いに来たのよ。わっはっはっはっ」


「こ、このアマ……」


　見れば彼女は額ひたいに汗あせまで浮うかべている。噂うわさを聞きつけ、一いち目もく散さんに駆かけつけてきたのだろう。それでも息切れ一つせずに大笑いしているところは、さすが体力勝負の調　停　員コンプロマイザーである。


　彼女の名前はスワン・鍾チエン。中国人とイギリス人を両親に持ち、華か僑きようの大家、鍾家の娘むすめだ。


『カンパニー』に入ったのはミミコより一年遅おそいが、同い年の彼女をライバル視している。


「お疲つかれ様です、スワン先輩。いま飲み物淹いれますね。紅こう茶ちやとコーヒー、どっちにします？」


「え？　……あ、いや、いいのよ、ヒバリちゃん。わたくし、のどは渇かわいてないから」


　慌あわてた風にスワンが首を振る。彼女は、ミミコに次ぐ、ヒバリの被ひ害がい者しやナンバーツーだ。


　後輩の申し出を辞じ退たいしたあと、スワンは気を取り直したように咳せき払ばらいをすると、わざとらしい仕し草ぐさでハンカチを取り出した。


「ああ、それにしても可哀相かわいそうなのはジロー様。こんなちんちくりんの護 衛クローザーなんか引き受けたばかりに、いらぬ面めん倒どうを背せ負おい込こんで……わたくしの許もとに来て頂いただければあの方の真しん価かに相応ふさわしい活かつ躍やくをさせてあげられると、いつもあれほどお誘さそいしているのに……」


　と目頭を押おさえる。


　望もち月づきジローはミミコが雇やとっている吸　血　鬼ブラツク・ブラツドである。面食いでミーハーなスワンは、『銀ぎん刀とう』の名で闇やみ社会に名高いジローを、以前から欲ほしがっている。彼女がミミコと衝しよう突とつする理由の一つだ。


「誰がちんちくりんよ、この軽けい薄はく高ピー自じ己こ中ちゆう女。だいたい、ドックを壊こわしたのは、あたしじゃなくて、あのジローバカなんだから」


「まあっ！　おめおめ誘拐されたところを助けてもらいながら、なんて憎にくたらしい口を利きくのかしらっ。まったく、ジロー様ったら、情なさけをかける相手を間違っておられますわ。優やさしさも、ときには罪つみね」


　スワンが余よ裕ゆうの面おも持もちで小こ馬ば鹿かにすると、ミミコはギリギリ奥おく歯ばを鳴らしながらも、反はん論ろんできずに黙だまり込んだ。悔くやしいがスワンの言うとおりなのだ。


「そもそも、あなたのようなダサ暗くら娘が、ジロー様のような優ゆう美びな方と一いつ緒しよにいて、よく恥はずかしくないものね。何、その薄うす汚よごれたメンズスニーカーは？　しわくちゃの制せい服ふくは？　時代遅おくれのロングスカートは？　スケ番？　ス　　ケ　　番オールド・ジヤパニーズ・ビツチでも気取ってるつもり？　狐きつね目めのアヒル口して、笑っちゃうわね。わっはっはっはぁだ。ああおかしい」　立て板に水とばかりに言い放ち、ふわさ、と髪かみをかき上げる。バリバリの華僑であるスワンは、金持ちのお嬢じよう様さまだ。身にまとっている『カンパニー』の制服は、デザインこそミミコと同じ物だが、特とく注ちゆうのオーダーメイドである。ちなみにスタイルも抜ばつ群ぐんにいい。


「ああ、こうしちゃいられない。もう交渉の時間だわ。どこかのお馬鹿なちんちくりんみたいに遅ち刻こくでもしたら末まつ代だいまでの恥はじ。それじゃ、ヒバリちゃん、またね。――それと、そこの身の程ほど知らずっ。ジロー様にくれぐれもよろしくお伝えしておきなさいよっ。ああ、忙いそがしい。有ゆう能のうな人材って大変！」


　一方的に言い捨すてて、スワンは開けたドアから飛び出していった。嵐あらしのようだ。


　残されたミミコとヒバリは、片や顔を真っ赤にして肩を震ふるわせ、片やいつもの展てん開かいに困こまったような半笑いを浮かべている。


「……ドンマイですっ。先輩！」


　励はげましてくれる後輩のエールが、ミミコには常つねになく居たたまれなかった。
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　心ここ地ちよい初夏の日が傾かたむき、街まち並なみが茜あかね色に染そまる。


　夕暮れの倉そう庫こ街は、どこか懐なつかしく、温かな顔を見せていた。半ば放ほう棄きされて寂さびれていく倉庫や、ひび割われたアスファルト。その隙すき間まから芽めを出す雑ざつ草そう。道行く人々にも慌あわただしさはなく、街角にぽつぽつと開かれる露ろ店てんでは、仕事を終えた労働者たちが馴な染じみの顔を揃そろえてジョッキを掲かかげている。


　そんな、ゆったりとした風景の中を、葛城ミミコは肩を落としながら家いえ路じについていた。


「……また評ひよう定ていが下がっちゃったわね」


　くすん、と洟はなをすすり、ミミコはぼやいた。


　無遅刻無欠勤が自じ慢まんだった皆かい勤きん記き録ろくも、あの二人を雇やとってからは、豪ごう快かいに穴あなが開いている。もともと華はな々ばなしい戦果ではなく、地道に功こう績せきを積み重ねていくタイプだ。失敗をしないよう真ま面じ目めに勤勉にやって来たというのに、いまやその評ひよう価かはガタガタだった。


「……おかしいわ。いったい何がいけないんだろう」


　このところ失敗が目立つとはいえ、本来ミミコは優ゆう秀しゆうな調　停　員コンプロマイザーである。他人が厭いとう仕事も積極的にこなしてきたし、その成果にも波がなかった。多少自意識過か剰じようなところがあるが、それは、十代という若わかさで舐なめられないように人一倍頑がん張ばっているからだ。


　ミミコは孤こ児じである。


　養子に出されたが、その家に馴染めず家出した。その後は、ストリートで暮くらした経験もある。貧ひん困こんの辛つらさ。社会から脱だつ落らくすることの恐きよう怖ふを、身をもって知っている。だからこそ、一人前の社会人になりたいと強く思い、また、そうなれるよう努力してきたのだ。


　いまでも覚えている。夜の海岸を当てもなく歩いていた自分。その目に飛び込んできた、海上の摩ま天てん楼ろう。


　それこそが、経けい済ざい特別解かい放ほう区――『特区』と呼よばれる人工島の姿すがただった。


　対岸から見る特区は壮そう麗れいな光の都市で、海面に映うつる影は、夜空を飾かざる星々のようだった。あの星の下もとに行きたい――と、ミミコは熱に浮かされたように願った。


「……ま、来たことは来たけどね」


　ミミコは自じ嘲ちようして背はい後ごを振り返り、視し線せんを上に向けた。


　古びた、背せの低い旧市街区オールド・ヤードの街並み。その向こうに、天に向かってそびえ立つ新市街区ニユーヤードの高こう層そうビル群が、落陽を浴あびて輝かがやいていた。


　特区は合計十の地区に分かれている。そのうち半分は、終戦直後から埋うめ立てられてきた旧市街区オールド・ヤード。残り半分が『九クー龍ロンショック』後の香ホン港コンに代わる国こく際さい都市として、急速に開発された新市街区ニユーヤードだ。一言に特区といっても、新しん旧きゆう二つの市街区では、街は別の国のような様相を見せる。幼おさないあの日に見た幻げん想そう的な光の都市は、まだミミコの手の届とどかない場所にそびえ続けているのだ。


　いや、あのときは、手を伸のばせばつかめるように思えた場所だった。しかし、実際その足あし下もとまで近づいた今では、そのあまりの高さにため息がこぼれるばかりだ。ましてや、始末書に忙ぼう殺さつされた今日を振り返ると、ため息も重量感を増ます。


　ミミコは両足を引きずるように、とぼとぼと住まいの古ビルに向かった。


　彼女の携けい帯たいが鳴ったのは、そんな帰り道の途と中ちゆうである。
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　そしてミミコは、古ビル二階の応おう接せつ室のソファに座り、押しかけてきた二人の客の前で、ぐったりと口を開けた。


「……えーと、では話をまとめますと、最初に女性の血を吸すったのは――」


「……僕ぼくです」


　と小林マコトは渋しぶい表ひよう情じようで認みとめた。


「で、でも、襲おそいかかったわけじゃありませんよ？　その方には催さい眠みんをかけてましたし、後こう遺い症しようはもちろん、自分が血を吸われたことも覚えてはいません」


「……要するに眠ねむらせて意識のない女から血を吸ったのよね、あなたは」


　と、マコトの隣となり――といっても、ソファの端はしと端だが――に座っていた大山エナは刺とげ々とげしくつぶやいた。


「そ、そんな言い方はないだろっ。ごく少量、指先から血を吸っただけだって言ってるじゃないか！」


　マコトが声を荒あらげたが、エナはツンと余よ所そを向いて答えなかった。代わりに、揃そろえた膝ひざの上で、さっきまで涙なみだを拭ふいていたハンカチをギリギリ絞しぼり上げている。


　無む視しされたマコトは何か言いたそうな顔をしたが、正面に座るミミコに向き直った。


「とにかく、確たしかに僕は血を吸いました。けど、本当に些さ細さいなことなんです。なのにこいつ、ヒステリックに大おお騒さわぎして……」


「些細なことですって!?　あなたこれで何度目なのよっ。前に土下座して、『二度と他ほかの女の血は吸わない』って約束したじゃない！　ミミコさんだって聞いてましたよね？」


「はあ、まあ……」


「だから何度も説明してるだろ！　吸きゆう血けつ行こう為いは生理現げん象しようなんだっ。おまけに、君はずっと風か邪ぜで――僕は二週間も血を吸わずに我が慢まんしてたんだぞ？　出来心とか、そういうのじゃない。単なるその……生命活動の一いつ環かんだ！」


「たったの二週間じゃない！　それも私が体調を崩くずして苦しんでるときに、あなたは恋こい人びとをほったらかしにして外で遊び回って――その上、ほ、他の女の血を吸うなんて！」


「遊び回ってなんかないだろっ。バイトで働いてたんだぞ、真っ昼間に太陽の下で！」


「そんなの言い訳わけだわ！」


「どこがどう言い訳なんだ！」


「……ま、まあ。とにかく二人とも落ち着いて。冷静に話し合いましょう」


　ミミコは頰ほおを引きつらせながら、毒にも薬にもならない笑え顔がおを浮うかべた。


　隣ではコタロウが興きよう味み津しん々しんと耳を傾かたむけている。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外見をした、育ちの良さそうな少年だ。深しん刻こくそうな恋人たちとは正反対に、至いたって脳のう天てん気きな笑顔を見せている。


　部屋にいるのは四人だけで、ジローはまだ棺かん桶おけの中だった。正直羨うらやましい。


「とにかく、マコトさんが女性の血を吸った、と。それでエナさんは仕返しに――」


「ええ。こいつ……当てつけみたいに、他の男と浮うわ気きしたんです」


　マコトは苦り切った口く調ちようでつぶやいた。一いつ瞬しゆん横目にエナを見た目が悲しそうな色を浮かべたが、彼女は肩かたを震ふるわせるだけで、頑かたくなに視し線せんを合わせなかった。


　ミミコはその様子を見ながらため息をつく。


「……で、今度は腹はらを立てたあなたが、嫌いやがる彼女から無む理り矢や理り血を吸った、と？」


「……はい」


　憤いきどおりを露あらわにしていた青年は、最後にはがっくりとうなだれた。ミミコは眉み間けんに皺しわを寄よせて難むずかしい顔をした。


　マコトとエナは、どこにでもいそうな恋人同士に見えるが、実は複ふく雑ざつな事じ情じようを抱かかえている。というのも、マコトは吸　血　鬼ブラツク・ブラツド、エナは人間という関係なのだ。


　特区が吸血鬼に寛かん容ようとはいえ、それは事情を知る一部の人間に限かぎられたことである。そうでない一いつ般ぱんの人々は、自分の住む都市が吸血鬼の巣そう窟くつとは夢ゆめにも思っておらず、吸血鬼に対する感情も世間のそれと変わらない。嫌けん悪おと恐きよう怖ふを抱いだいているのだ。


　そんな中、吸血鬼と人の間で一方的な従じゆう属ぞくでも破は滅めつ的な悲ひ恋れんでもなく、ごく普ふ通つうに恋愛関係を継けい続ぞくしている二人は、極きわめて稀まれなケースなのである。


　ミミコが喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいに駆かり出されるのも、これが最初ではない。が、今回はいつにも増してこじれそうな雲行きだった。


「エナさん。あなた、本当に彼を『カンパニー』に訴うつたえるつもりなんですか？」


「…………」


　うつむいていたエナは、それでも小さく頷うなずいた。ミミコは口をヘの字にし、眉間に皺を寄せたまま、こめかみに指を当てた。


　特区では、人が吸血鬼に血を吸われる事じ件けんも珍めずらしくない。何しろ、世界中の血族が暮くらす吸血鬼の大都市である。二種族間の共きよう益えきを保ほ護ごする『カンパニー』としても、吸血鬼が人の血を吸う行こう為いに関しては、暗あん黙もくの了りよう解かいとして見み逃のがしていた。


　だが、それ故ゆえに、「人を襲う」ことに関しては、厳きびしく目を光らせている。吸血行為はあくまでも秘ひ密みつ裏りに行い、血を吸われた人間側に、いかなるデメリットももたらさないことが絶ぜつ対たい条じよう件けんとされているのだ。もし破やぶれば、よくて国外追放。悪ければ見せしめのため、協定血族の手で八つ裂ざきにされる。


「……そのこと、ちゃんとわかってます？」


　重ねて尋たずねるが、エナは答えない。重苦しい空気が、部屋に立ち込めた。


「喧嘩したら謝あやまらなきゃ駄目だよ」


　とコタロウがしたり顔で発言した。そんな簡かん単たんなことに何を悩なやんでいるのかと言いたげな自信満々な口くち振ぶりだ。


　コタロウの発言にマコトとエナは顔を上げたが、目があった途と端たんに、


「ふん」


　とそっぽを向いた。


　コタロウはムッとして、


「もうっ。どうしたのさ、二人とも。……そうだなあ。先に悪さしたのは、マコちゃんなんだから、まずマコちゃん。エナちゃんに、ごめんなさいって言わなきゃ」


「そうよね！　その通りよ、コタロウ君！」


　と、コタロウの意見に、たちまちエナが食いつき、身を乗り出した。「ま、待ってくれよ、コタロウ君」と、マコトが慌あわてて口を挟はさむ。


「コタロウ君だってわかるだろっ？　こう、ついむらむらするというか……あ、いや表現が悪かったな。昼間外を歩いてると、どうしようもなく弱ることがあるじゃないか。吸　血　鬼ブラツク・ブラツドなんだし」


「さあ？　ぼく太陽平気だし」


「あ、そうか……で、でも、コタロウ君だって、お腹なかも空すけば、のどだって渇かわくよね？　ずっと血を吸わず、直ちよく射しや日光の下でふらふらしてれば、ちょっとのどが渇くなんて、そんなの普通だろ？　頭だって朦もう朧ろうとしてたし、そんなとき、こう、ノースリーブが涼すずしげな美人が目の前を横切れば誰だって――いや、美人かどうかは問題じゃないけど、その……わかるだろ、コタロウ君？　男としてっ。いや、吸血鬼としてさっ？」


「うーん」


　コタロウは腕組みをして首を捻ひねった。よくわからないらしい。


「……ほ、ほら？　寝起きで目が覚さめきってないけど腹ぺこなとき、目の前にご馳ち走そうがあれば食べたくなるよね？」


　マコトが嚙かみ砕くだいて言うと、「むっ」とコタロウは眼がん光こうを鋭するどくした。


「それってヘルシー・バーガーのダブル・ケチャップみたいな？」


「そう。それもフライド・ポテトとストロベリー・シェイクの付いた」


　おお、とコタロウはマコトに同情の目を向けた。


「マコちゃんは悪くないよ。お腹が減へってダブル・ケチャップ・バーガーを食べたくなるのは、とても自然で当たり前のことだよ」


「だろ？　普通そう思うだろ？　やっぱりね。まあわざわざ確かく認にんするまでもないよね」


　コタロウの同意を得たマコトは、力強く頷いた。が、エナは嚙み付く勢いきおいで、


「待って待って、コタロウ君。でもよ？　その朝食がコタロウ君のじゃなくて、他の人の――例えばお兄さんの朝食だったらどう？」


「え、兄者の!?」


「そうっ。それでもコタロウ君は、平気な顔して、それを食べちゃうの？」


　息がかかるほどに顔を寄よせて、真しん剣けんな眼まな差ざしで問いかける。


　ジローの朝食を、コタロウが勝手に食べてしまう。その結果どのようなことになるか。
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　コタロウはわずかに顔を青くして、


「そ、それは駄目だよ。決して許ゆるされることじゃないよ。大たい罪ざいだよ」


「ほら、ごらんなさいっ！　あなたがしたことは、吸　血　鬼ブラツク・ブラツドのコタロウ君でさえ認みとめられない重大な背はい信しん行為に他ならないのよ！」


「なっ。卑ひ怯きようだぞ、エナっ。純じゆん真しんなコタロウ君を惑まどわして味方に付けるなんて！」


「それはそのままこっちの台詞せりふよ！　何が男ならわかるよっ。涼しげな美人ですって？　生命活動の一環が聞いて呆あきれるわっ」


　バチバチと火花を散らす二人だったが、ひとしきりにらみ合ったあげく、


「ふんっ」


　と、またしても顔を背そむけた。皮肉にも、鼻を鳴らすタイミングまで息があっている。


「……就しゆう業ぎよう時間外なんだけどなあ……」


　とミミコはさめざめとぼやいた。


　――でも、このままにはしておけないし。


　ミミコは二人の様子を黙だまって眺めた。どちらも怒いかりを募つのらせているようだが、それ以上に、いまの状じよう況きように苛いら立だちを覚えているようだ。二人のことはよく知っている。感情的になっているとはいえ、どちらも根は善人である。


　特にマコトだ。彼はまだ転化して半年の転びたてアンダー・イヤーだが、これといったトラブルを起こすこともなく、人間だったときの生活を続けている。多少頼たよりないが、模も範はん的ともいえる穏おん和わな吸血鬼だった。エナの気持ちもよくわかるが、今回の仲なか違たがいがもとで不幸な目に遭あわせるのは忍しのびない。第一、口でどう言おうと、マコトが特区を追われれば、エナだって悲しむのは目に見えているのだ。


「とにかく、いまは二人とも頭に血が上ってるようですし、この場はあたしに預あずけてもらえませんか。ね、エナさん？」


　と、穏おん便びんに申し出た。


　するとエナは、ちらりとミミコの顔を見てから、申し訳なさそうに口を開けた。


「ミミコさんには悪いんですが、私もう、今日の午後に他の調　停　員コンプロマイザーさんとお話ししたんです。彼が私を襲って血を吸った、って」


「ええ。ですから、その訴えをひとまず取り下げて欲しいんです。エナさんだって後味が悪くないですか？　このまま彼が『カンパニー』に連行されるなんて」


　なだめるように言うと、エナは唇くちびるを嚙んで押し黙った。やはり脈みやくはある。ならばここは調　停　員コンプロマイザーとして腕うでの見せ所だろう。


「結けつ論ろんを急ぐのは止よしましょう。大だい丈じよう夫ぶ。その調　停　員コンプロマイザーには、あたしの方から事情を説明します。あたしが口を利きけば、納なつ得とくするでしょうからね。エナさん、誰に相談なさったんですか？」


　ミミコが尋たずねると、エナは「それは……」と言いにくそうに上うわ目め遣づかいをした。


「調ちよう停てい部で一番優ゆう秀しゆうな方に、とお願いしたんです。そうしたら、『なら、わたくしですわね』って……」


「わたくし？」


　ぴくり、とミミコの右みぎ眉まゆが跳はね上がる。


　まさにそのとき、応おう接せつ室しつのドアが開き、


「そう、わたくし！」


　と、一人の少女が悠ゆう然ぜんと現れた。


「スワン！　あんた、また余よ計けいなちょっかいを……！」


「夜分失礼しますわ。先ほどはどうも、エナさん。今こん晩ばんは、コタロウ君。いつも可愛かわいいわね」


　スワンはさり気なくミミコを無視して、やたらとすまし顔でコタロウに挨あい拶さつをした。


　それから浮うわついた様子できょろきょろと部屋を見回し、


「あら？　コタロウ君。お兄様は？」


「……あいつなら、まだ寝てるわよ。寝起き悪いんだから」


　苦り切った口調でミミコが答えた。するとたちまちスワンは「なーんだ」と気の抜けた顔になった。


「ちっ。せっかくメイク直して、髪かみもばっちり決めてきたのに」


「……あんた、ほんとに何しに来たのよ」


　ミミコが仏ぶつ頂ちよう面づらでぼやいた。スワンは涼すずしい顔をして、


「決まってるじゃないの。そこの――」


　とマコトを指差し、


「か弱い女性に牙きばを剝むいた暴ぼう漢かんに、鉄てつ槌ついを下しに来たのよ。正せい義ぎの鉄槌をね！」


　高らかに言い放ったかと思うと、手の甲こうを口元にかざして、さらに高らかに笑う。


　呆あつ気けにとられるマコトに代わり、ミミコは憤ふん然ぜんと席を蹴けった。


「待ちなさいっ。あいにくだけど、この件はついさっき、この葛城ミミコが預かったわ。あんたの出る幕まくなんかないから、一人帰って寂さびしく寝なさいっ」


「ご冗じよう談だんをミミコさん。エナさんの依い頼らいを受けたのは、このわたくし。今回の事件をどのように処しよ理りするかは、わたくしが判はん断だんしますわ。あなたこそお安いお酒でもしこたま飲んでさっさとお休みになられたらいかが？　何しろ自分が担たん当とうした吸　血　鬼ブラツク・ブラツドが人を襲うなんて凶きよう悪あく事件を起こしたんですからね。明日の始末書は、今日の比ではなくってよ！」


「おやまあスワン。あなた耳の穴あなまで厚あつ化げ粧しようで塞ふさいだみたいね。聞いてなかった？　彼女は訴えを取り下げたのよ！」


「誰が厚化粧ですか！　古くさいのは格かつ好こうだけじゃなくて鼓こ膜まくもみたいね、ミミコ。エナさんは訴えを取り下げるなんて、まだ一言も口にしてないわ。そうですよね、エナさん！」


「何言ってんのよっ。口にしなくても、確かに同意したわ。そうよね、エナさん！」


　ミミコとスワンが同時に振り返る。


　二人の剣けん幕まくに押されたエナは、しどろもどろになって口くち籠ごもった。


「いや、その……」


　と思わず助けを求めてマコトに目を向けたが、いざ顔を見ると慌てて逸そらした。


「た、確かに、まだ何も言ってませんでしたが、でも、その……」


　語ご尾びを濁にごすと、それ見たことかとスワンが勝ち誇ほこる表ひよう情じようを浮かべた。


「あらミミコ。エナさんは、時代遅れのみそっかす調　停　員コンプロマイザーより、有ゆう能のう且かつ洗せん練れんされたわたくしを頼りにされてるご様子よ？　実に賢けん明めいな――まあでも至し極ごく当然の判断だわ」


「適てき当とうなこと言ってんじゃないわよ！　エナさんっ。こんな軽けい薄はく女の口車に乗せられてはいけませんっ。この自じ己こ中ちゆう女はあなたとマコトさんのことなんか、これっぽっちも考えてないんです。自分の点数を稼かせぎたいだけなんだから！」


「おほほほほ！　いくら失点続きとはいえ、妬ねたみはみっともないわよ、ミミコっ。まあ、いまさらみっともないかどうか気にしても遅おそすぎるけどねっ！　おーほっほっほ！」


「ほら！　聞いてください、このイケ好かない笑い声をっ。見てください、あのいやらしい笑顔を、目を逸そらさずにさあ！　あんな女が信用できると思いますか？　あの女はこれまでも、罪つみのない哀あわれな吸　血　鬼ブラツク・ブラツドを吊つるし上げては、評価が上がったと広いだけの成金趣しゆ味みな寝しん室しつでクスクス笑ってきたんです。マコトさんを、そんな生け贄にえにされてもいいんですか!?」


「おーほっほっ――て、こらぁミミコ！　人が黙って聞いてりゃ、なに無ぶ礼れい千せん万ばんなこと吐ぬかしてんのよ、この寸すん詰づまり！」


「誰がいつ黙って聞いてたか、この生きた騒そう音おん女！　いいから一回口閉とじなさいよ。そして可か能のうな限かぎり閉じたままいなさいよ。なろうことなら二度と開くんじゃないわよ。むしろ帰れ。そしてどこか遠くに消えろっ」


「だったらあんたが消えなさいよ、これはわたくしの事件だって言ってるでしょうが、そんなことも理解できないか低能、あんたの方が百倍目め障ざわりよ無能、ていうかマジ邪じや魔まだからいっそ死んでよねマイナス能！」


「ハンッ。あいにくここは、あたしん家なわけ、二人がここにいる意味ちょっとは考えたらどう――って、あー、ごめーん、そんなムツカシイこと箱入りお嬢じよう様にはわっかんないかー。つまりねあんたはお呼よびじゃないってわけ察してねお願いだからそして回れ右していなくなれ永と久わに！」


「きーっ。つくづくむかつく女ね、誰に向かって口利きいてんのよ。下品で下げ卑びた下げ衆す女おんなの分ぶん際ざいで！」


「あんたに向かって言ってんのよ、この高ピー女！」


「黙りなさい下民！」


「そっちこそアバズレ！」


「貧びん乏ぼう人！」


「気取り女！」


「寸ずん胴どう！」


「性せい格かくブス！」


　第三者に介かい入にゆうの余よ地ちを与あたえず、二人の調　停　員コンプロマイザーは白熱の度合いを増ましていった。一方で、口こう論ろんの知的レベルは絶ぜつ壁ぺきを転がるように急降こう下かしている。見み慣なれたコタロウは「どっちも負けるな！」と囃はやし立てているが、警けい察さつよりずっと『カンパニー』を重じゆう視ししている吸血鬼とその恋こい人びとは、呆ぼう然ぜんと言葉をなくしていた。


　喧けん嘩かしているのも忘れて、


「……なあエナ？　本当に彼女が一番優ゆう秀しゆうな調　停　員コンプロマイザーなのかい？」


「……そう言ってたわ。本人は」


　そのままどちらともなく無口になる。


「とにかくっ」


　とミミコは一ひと際きわ大きな声を上げて、マコトとエナに腕うでを振ふった。


「二人はこれまで幾いくつもの誤ご解かいを乗り越こえて愛を育はぐくんで来たのよっ。今回はたまたま大喧嘩になったけど、それだってきっと乗り越えられるわ！　だって二人は愛し合ってるんだもの！」


　ミミコが大声で叫さけぶと、聞いていた二人の方が顔を赤くした。


　だが、スワンは吊つり上げていた目を、フッと細め、微び苦く笑しようを浮うかべて肩かたを竦すくめた。


「だとしても、『次』はどうかしら？　そして、そのまた『次』は？　吸　血　鬼ブラツク・ブラツドと人間なのよ。違う種しゆ族ぞくなの。愛し合っていたからといって、本当に幸せになれると思ってるの？」


　スワンは感情を交まじえない声で言った。その台詞せりふは冷たかったが、現実を直ちよく視しする誠せい実じつさがあった。あれだけムキになっていたミミコでさえ、一瞬言葉をつまらせた。


　思わず振り返って、恋人たちを見る。


　マコトもエナに目を向け、エナもマコトの瞳ひとみと正面から向き合った。


　二人が喧嘩をしたのは、これが最初ではない。そして、二人の種族が違ちがう以上、これが最後でもあり得ないだろう。種族間の違いからくる諍いさかいは、生物として生きている限り続くのだ。そして、二人は共に死ぬことすらない。マコトはいつまでも若わかいままであり、エナは年老いてゆくのである。


　これまでの二人の歴史を思い返しているのか、二人は黙だまったまま、長い間見つめ合った。


　やがてマコトが、ソファに置かれたエナの手を握にぎり締め、


「僕ぼくは、吸血鬼だ」


　と言った。


「これからもずっと吸血鬼のまま。確かに、君とは違う。違った……ままだ」


「マコト……」


「エナ。もし君がそれを苦く痛つうに思うなら、僕はもうこれ以上側そばには……」


　そこまで言い、マコトは言葉を切った。エナは何も答えない。しかし、マコトを見る瞳が見る見る涙なみだに潤うるんだ。


　言葉は少ないが、思いは伝わっている。おそらく、口にせずとも二人ともずっと考えてきた問題なのだ。


　エナは目を伏ふせた。重なった手の上に涙がひとしずく落ちた。


「そうだよね。やっぱり……」


「…………」


「私たち、違う生き物なんだよね」


「――あなたたちだけではありませんよ」


　突とつ然ぜん、新たな声が割わり込こんだ。


「ジローさん！」


　ミミコが驚おどろいて振ふり返る。入口に、まだ少し眠ねむたそうな顔をして、ジローが立っていたのだ。


「ジロー様！」


　と、さっきまでの罵ば声せいが噓うそのような可か憐れんな声でスワンが言った。そして、慌あわてて乱みだれた髪かみと服を整える。


「おはようございます、スワンさん。いい夜ですね」


「え、ええ。ジロー様。ほんと、いい夜ですわ。なんだか川辺を散歩して、海の見えるバーで美お味いしいお酒でも飲みたい気分」


　と、うっとりしながら返事をする。隣でミミコが「この女……」と、じとっとした目を向けているのも、まるで気にならない様子だ。
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「兄者、おはよー」


「ああ、コタロウ。おはようございます。お二人も。お久ひさしぶりですね」


　ジローは戸と惑まどう二人に優やさしく笑いかけた。


「また喧けん嘩かですか？　仲の良いことです」


「ジローさん。僕たちは……」


「途と中ちゆうからですが話は聞きましたよ」


　と、ジローはマコトを遮さえぎって続けた。


「種族が違うというのなら、それは人間も吸　血　鬼ブラツク・ブラツドも変わりません。何しろ、男と女という時点で、まったく別の生き物なんですから」


「でも、それは……！」


「いいことを教えてあげましょう。私、これまでに人と吸血鬼でどちらかが死ぬまで添そい遂とげた例をいくつも見てきましたよ」


　あっさりと言ったジローの台詞に、マコトとエナは打たれたように息をのんだ。


「ほ、本当ですか？」


「もちろん。中には私の友人もいました。その人たちは自分の判断を死ぬまで後こう悔かいしませんでした。もちろん、お二人がそうなれる保ほ証しようはしませんが……と、おやおや」


　ジローが苦く笑しようする。というのも、すでに二人はジローの台詞を聞いていなかったからだ。


　マコトとエナはじっと互たがいを見つめ合った。そして、どちらからともなく頷うなずくと、互いの両手を固くつなぎ合わせていた。


　コタロウが、ひゅーひゅーと音のでない口くち笛ぶえを吹ふいた。ミミコとスワンは毒気を抜かれた様子で、ぽかんとしている。


　そしてジローはおどけるように肩かたを竦すくめた。


「さて。せっかく皆みなさんお揃そろいです。ご飯にしませんか？　よく寝ねたあとは、よく食べる。人間であれ吸　血　鬼ブラツク・ブラツドであれ、それが幸せへの第一歩です。お前なら心から賛さん成せいしてくれますよね、コタロウ？」
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　真夜中の帰り道。


　深夜営えい業ぎようのレストランでミミコたちと別れたマコトとエナは、互たがいの肩を抱だき合って、ゆっくりと歩いていた。


「……ごめんな」


「……ううん。私こそ」


　と、もう十回目となる会話を交わし、苦笑じみた表ひよう情じようを浮うかべあった。


「昨日はついカッとして……悪かったよ」


「もうっ。許ゆるしてあげるって言ってるじゃない。それにね。ほんとはちょっと嬉うれしかった。本気で怒おこってくれたから」


「そりゃ……怒るさ。君が浮気したなんて言うから……」


「バカ。本気にしたの？」


「え？」


　と驚いた顔でエナを見れば、恋こい人びとはちろりと舌したを出している。二人は思わず笑い声を上げ、目を閉とじてキスを交わした。


「店のワイン。とても美お味いしかったけど」


「え？」


「僕はもっと美味しいものが飲みたいな」


「……もうっ。この欲よく張ばり屋さん」


　エナが恥はずかしそうに――だが、明らかに嬉しそうにはにかむ。その仕草を見て、マコトも笑った。彼女を大切にしよう。心からそう思えた。


「それにしても、またミミコさんには世話になっちゃったな」


「ええ。感かん謝しやしなきゃ。でも……」


　調　停　員コンプロマイザーって大変なのね、とエナは続けて、


「途と中ちゆう、トイレに行ったじゃない？　あのとき、スワンさんの対応に強ごう引いんなところや一方的なところがなかったかって、何度も聞かれたわ。メモまで取って。きっと、ああやって相談者の意見を交こう渉しように活いかしてるのね」


「あ、それ僕もスワンさんから聞かれた。そりゃもう根ね掘ほり葉掘り。『カンパニー』の人って仕事熱心だよな」


「見習わなくっちゃ」


「ほんとだね」


　二人はクスクスと笑い合う。あの口こう論ろんはすごかったが、言い争う二人の呼こ吸きゆうは、見事なまでに合っていた。思い返せば微笑ほほえましい気さえする。


　赤と黒の血の恋人たちは睦むつ言ごとを繰くり返しながら、夜に包まれるように歩き去って行った。
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　翌よく朝あさ出社したヒバリは、背せ中なか合わせのデスクに座すわったまま、不ふ機き嫌げん極きわまる表情で黙もく々もくとパソコンに向かう二人の先せん輩ぱいを見て驚おどろいた。


　タイムカードを見れば、どちらもずいぶん前から出社していた。


「ど、どうしたんですか、ミミコ先輩？」


「……別に」


「別にって……スワン先輩まで」


「……気にしないで」


　素そっ気けなく答えているが、二人とも目が据すわっている。こっそりと画面を見ると、


『――以上の経けい緯いにより、依い頼らい者の意い志しを曲きよつ解かいし、自らの意見を押おし付ける言動があったことを認め、ここに深く反省して今後このようなことがないよう戒いましめると共に――』


　という一文が読めた。それも、言葉遣づかいこそ違うものの、二人とも書いている内容はやたら似に通かよっている。


　何があったんだろう。ヒバリは首を傾かしげた。


　でもまあ、こんな朝早くから頑がん張ばっているのだ。二人とも、やっぱりすごい。ライバルに負けないよう努力する姿し勢せいは、自分も見習わなければならない。


　ヒバリはうんうんと頷き、自分も頑張ろうと握にぎり拳こぶしを作った。いまはまだ見習いだけど、いつか二人のような立りつ派ぱな調　停　員コンプロマイザーになって特区のために働くのだ。


　まずは、いま自分にできること。そう。頑張る二人の先輩に、美味しいお茶を淹いれてあげよう。目が覚めるような、うんと熱いやつを。


　ヒバリは張り切って給きゆう湯とう室に向かった。


　事務所からミミコとスワンの悲鳴が響ひびき渡わたったのは、それから十分後のことである。




インターミッション４







「……ねえ、ヒバリちゃん。こんなことほんとは聞きたくないんだけど、あなた、ひょっとしてひょっとしたら、ほんのちょっと狙ねらってやってない？」


「やだあな先輩。そんなわけないじゃ――」


「だから！　急きゆう須す持ったままそんな勢いきおいつけて振ふり向かない！　やっぱわざとだっ。絶ぜつ対たい狙ってるっ。もしくは、そうなったらなったで面おも白しろいかも的な思想が根っこのところにある気がする！」


「先輩の被ひ害がい妄もう想そうですよぉ。そんな風に思われるなんて心外ですぅ」


「……いいわ。じゃあ目を閉とじて想像して――って待て！　まず急須をそこに置いてからっ。てか、なんで目を閉じただけで急須がそこまで傾かたむくの!?」


「はいはい。閉じましたよ～」


「……じゃあいくわよ？　あなたはいま熱いお茶を淹いれました」


「はい。上手に淹れられました～」


「お盆に乗せて、事じ務む室しつまで運びます」


「はい。事務室まで運びました～」


「今日は珍めずらしく部長が席に着いています。まず最初に部長の席にお茶を運ばなくてはなりませんが、その途と中ちゆうには、あたしのデスクがあります」


「ふむふむ」


「さあ、あなたはお茶をこぼさぬよう、慎しん重ちように部長の席に向かいます」


「慎重に……」


「あたしのデスクが近づいてきます」


「…………」


「あたしはとても真ま面じ目めに仕事をしています。その後ろを、あなたはごく自然に通り過すぎて行き――」


「……うふ」


「なぜ笑う～っ！」


「慌あわてふためいてるときの先輩って、なんか可愛かわいいですよね？」


「そんなこと聞いてないでしょ!?　って、こらっ。待ちなさいっ。話はまだ終わってないわよ。むしろ、ここで話し打ち切っちゃ駄だ目めでしょうが――こらっ、待て！　待ちなさい、ヒバリーっ！」




　




　　第五話　吸血鬼ブラツク・ブラツドと黒い傘かさ










　望もち月づきジローは走っていた。


　すでに皮ひ膚ふが焼け、四し肢しは悲ひ鳴めいを上げ始めている。


　吸　血　鬼ブラツク・ブラツドたる者、痛いたみは無む視しできる。ただ、身体からだが思うように動かせない。それでも強ごう引いんに走る。淡たん々たんと、敵てきを追う。


「……ちょっと拙まずいですかね」


　つぶやきながらも唇くちびるには笑えみがあった。


　手て応ごたえのある相手だった。傷きずついた身体の奥おくで、狂きよう暴ぼうな血流がうねっているのがわかる。それが心ここ地ちよい。困こまったものだ。


「最近血に飢うえてるんでしょうか？　ミミコさんも血の気が多い方じゃないですしねえ」


　笑みが苦く笑しように変わった。わずかに哀かなしみの混まじった笑み。


　だがその哀しみは、彼かれの半身である。呪のろわしく思う時期もあったが、もう百年以上つき合ってきた旧きゆう友ゆうだ。


　血と闘とう争そうへの渇かつ望ぼうは隠かくしようもない。


　捕ほ食しよく者しやの性さが。


　吸　血　鬼ブラツク・ブラツドの業ごうである。


　ジローに悪びれる風はなかった。彼は自みずからがそういう生物であることを自じ覚かくしている。


　だが周まわりの人間はどうだろう？　例えばミミコだ。


　彼女は『カンパニー』の調　停　員コンプロマイザーだ。一いつ般ぱん人じんに比くらべ、吸血鬼の生せい態たいに対する理り解かいは深ふかい。


　しかし、一人の人間――被ひ食しよく者しやとして、生物的食しよく物もつ連れん鎖さで己おのれの上に立つ存そん在ざいを、本当に許きよ容ようできているのだろうか？


　もし彼女の友好が上辺だけのものだとすれば？　自分たちの本ほん性しようを真に理解したとき、彼女はいったいどうするのだろう？


　見物だな、と思う自分がいる。我われながら意地が悪い。


　そして、ジローは唇くちびるから笑みを消した。否いな、隠した。


　痛む身体を、力ちから尽ずくで前へ。


　まずは、狩かりだ。
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「ああ……降ふってきた」


　放ほう棄きされた公こう団だん住じゆう宅たく地ち。


　その古いマンションの二階の廊ろう下かに、葛かつ城らぎミミコは立っていた。


　胸むねの高さまで外がい壁へきに覆おおわれているが、その向こうは広々とした草地である。周りを同じタイプのマンションに囲かこまれているので、中庭のように見える。無む論ろん人気はなく、打ち捨すてられた土地には膝ひざ丈たけの雑ざつ草そうが生おい茂しげっていた。


　ぽつぽつと落ち始めた雨あま粒つぶは、瞬またたく間にその数と勢いきおいを増ましていった。伸のび放題となった草地が、雨に叩たたかれてざわざわ揺ゆれる。用よう水すい路ろの水みな面もでも飛沫しぶきが上がり始めた。


　夕ゆう立だちだ。


　時じ刻こくは午後三時過ぎ。空は雨あま雲ぐもに覆われているが、辺りはうっすらと曇くもっている程てい度どだった。蒸むし暑さが少し弱まり、雨の作る微び風ふうは気持ちよく感じられた。


　しかし、ミミコの顔色は冴さえない。


　彼女が雇やとっている護衛役クローザーは、流れる水に弱いのだ。雨に打たれれば、ただでは済すまない。


「だから傘かさ持ってけって言ったのに……」


　空を見上げながらミミコは頰ほおを膨ふくらませた。どうせ真ま面じ目めに仕事をしているとは思えないが、案外お調子者のジローである。雨の中、変な見み栄えを張って、怪け我がなどしていなければいいが……


「ミミコ」


　と、雨雲を眺ながめるミミコに、背はい後ごから緊きん張ちようした声がかけられた。


　振ふり向くと、手にトランクを提さげた長身の女じよ性せいが近づいて来た。ミミコと同じ『カンパニー』の制せい服ふくを着ている。


　ショートにした髪かみに、凛りんとした顔だち。美人だが、ハンサムという表ひよう現げんの方が遥はるかに似合う女性だった。同じ職しよく場ばの先輩調　停　員せんぱいコンプロマイザー、朱と鷺き籐とうサキだ。


「悪い報しらせだ。鎮ちん圧あつチームのラインが、一部突とつ破ぱされた。こちらに来るぞ」


「ええっ!?　そんな……！」


　驚おどろくミミコに、サキは渋じゆう面めんのまま頷うなずいた。


「どうやら情じよう報ほうより数が多かったらしい。本体は叩たたいたそうだから、すぐ応おう援えんが駆かけつけるはずだ。それまで私たちが時間を稼かせぐ」


「あ、あたしたちだけでですか？」


「この先はダウンタウン。連中を通すわけにはいかない」


　ミミコは生なま唾つばをのんだ。もちろん、そのためにこそ後ご詰づめについていたのだ。だが、まさか本当に出番が回ってくるとは思わなかった。しかも、ジローが不ふ在ざいのときに。


　青ざめるミミコを見て、サキは柔やわらかな笑みを浮かべた。


「心しん配ぱいするな。ミミコは側そばに来た奴やつだけを太ラ陽イ灯トで牽けん制せいすればいい。トラップだって仕し掛かけてあるんだ。それに、君の護衛役クローザーが主あるじの窮きゆう地ちを見み過すごすはずがないだろ？」


「サ、サキさんは、あの馬ば鹿かをよく知らないから。あいつ、一度頭に血が上のぼると、他のことなんか脳のうみそから吹ふっ飛ぶんですっ」


「ミミコとコタロウのことは別さ。ジロー殿どのは腕うで利ききのベテランだ。彼一人が加か勢せいに戻ってくれれば、それで片かたが付くだろう。それまでは私が現げん場ばを引き受ける」


　と、サキはミミコの肩かたを叩たたいた。


　それからおどけるように、


「それとも、私じゃ不安かな？　何しろミミコは、ジロー殿の護ご衛えいに慣なれてるものな」


「そんなっ。先輩の方が百倍安心ですっ」


　魂たましいの叫さけびだったのだが、サキは冗じよう談だんと受け取ったらしい。笑みを嚙かみ殺しながら「ありがとう」と答えた。


　サキの態度は誠せい実じつで余よ裕ゆうがあり、見る者に信しん頼らい感を与える。少女マンガに登場しそうな美形なだけに、女性と知っていながら、つい頰ほおが熱くなってしまうミミコだった。


　ただ、その優やさしい表情の中で、右の瞳ひとみだけが怪あやしく光っていた。


　カナリアのような黄色い瞳は、人とは異ことなる縦たて長ながの瞳どう孔こうを持っている。まるでパンサーの目だ。彼女は吸　血　鬼ブラツク・ブラツドと人間のハーフ――いわゆる『ダンピール』なのである。


　いまから四時間前。


　対吸血鬼トラブル処しよ理り組そ織しき『オーダー・コフィン・カンパニー』の情報部が、ある情報を入手した。吸血鬼からなるテロリストグループが特とつ区くに潜せん入にゆうするというものだ。


　十年前の『九クー龍ロンショック』以降、人間による吸血鬼の殲せん滅めつは世界各地で行われてきた。当然、吸血鬼たちも大小様々な勢力を組織し、人間たちの弾だん圧あつに対抗した。その多くは、世せ論ろんが落ち着くに従い自然と解かい体たいされている。だが、いまなお人間への憎ぞう悪おを燃もやし、活動するグループも存在した。今回特区に入ったのも、その中の一つだ。


　情報を受けた『カンパニー』は、ただちに全ぜん職しよく員いんを動員した。上陸港を割わり出して、鎮圧チームを配はい置ち。一般職員をその背はい後ごに置いて、二重の防ぼう衛えいラインを敷しいた。なんとしても、グループの市し街がい潜入を阻そ止しするための布ふ陣じんである。ミミコとサキがいるのは、その後衛ラインだった。


　とはいえ、『カンパニー』の鎮圧チームは対吸血鬼戦のスペシャリストである。ミミコたち後衛までが戦せん闘とうに加わる事じ態たいは、あまり想そう定ていされていない。彼女たちの主な目的は、打ちもらした吸血鬼が市街に逃にげ込むことを防ふせぐ「監かん視し」に過すぎないのである。


「……って聞いてたのにぃ」


　現在ジローは上じよう層そう部ぶの要よう請せいで前線に駆かり出されている。その許きよ可かを出したのは、他ならぬミミコ自身だ。


　ヨヨヨと涙なみだを流しながら、ミミコは携けい帯たい式しき太ラ陽イ灯トを用よう意いした。一見ただの大型マグライトに見えるが、太陽光を照しよう射しやする歴れつきとした対吸血鬼用の装そう備びだ。


　一方隣となりでは、サキが黙もく々もくとトランクからスナイパー・ライフルを取り出していた。ステアーＳＳＧをカスタマイズした、彼女の愛あい銃じゆうである。一発ずつ手動で装そう塡てんするボトル・アクション式であり、当然装そう弾だん数すうも少ない。だが、弾丸はすべて銀頭弾シルバーチツプだ。


　二人が急いで準じゆん備びを整えていると、


「ミミちゃん！」


　と元気のいい声がして、廊ろう下かの向こうから一人の少年が駆け寄ってきた。


　天使のような金きん髪ぱつ碧へき眼がんに、複ふく雑ざつな思考を放ほう棄きした脳のう天てん気きな声。ジローの弟、コタロウだ。


「兄あに者じやがこっちに来てるっ」


「えっ！　ほんとなの、コタロ――って、ハ？」


　喜んで振り返ったミミコが、思わず太陽灯を落としそうになる。ふわふわしたコタロウの金髪が結ゆい上げられ、あちこちに蝶ちよう々ちようのようなリボンが結むすばれていたのだ。


「あっ、こら！　コタロウは危あぶないから隠かくれていろと言っただろう」


　焦あせった声でサキが言った。ミミコがじろりと彼女をにらむ。


「サキさんっ。またコタロウ君で遊んでましたね。人が見み張はりに出てるっていうのに！」


　ミミコの眼がん光こうに、サキは長身を小さくして、逃げるような愛あい想そ笑わらいを浮うかべた。


「い、いいじゃないか。順じゆん番ばんで見張ってたんだから、交こう代たいのときぐらいコタロウを構かまってやっても」


「あたしが言ってるのは、そのヒラヒラリボンの群むれですっ。なんで区く域いき封ふう鎖さの後詰めに、そんな物持って来てるんですか」


「あ、いや。違うんだ。それは偶ぐう然ぜんたまたまトランクに入って――む」


　突然真しん剣けんな顔になったサキは、点てん検けんを終えた愛銃を床ゆかに置き、コタロウの髪を飾かざる無む数すうのリボンのうち、青と緑の二つを解といた。


　そして、愛銃に注いでいた数倍の丁てい寧ねいさと機き敏びんさで、てきぱきと結び直す。


　パッと手を放はなし、身を退しりぞいて、


「……うむ。やはりこちらの配はい色しよくだな。ブルーを手前に持ってきた方が、瞳ひとみの色によく映はえる。……ふ、ふふ……良い。素晴らしいソー・キユート」


　何やら怪あやしげな笑みを湛たたえて、至し極ごく満足そうに出で来き栄ばえを眺ながめた。さしものコタロウも返す笑いがぎこちない。


　これさえなきゃ理想の先輩なんだけどなあ、とミミコは疲つかれたため息をついた。


「――と、そうだ。それどころじゃなかった！　さっきの本当なの、コタロウ君？　ジローさんがこっちに来てるの？」


「間ま違ちがいないよ。すごい勢いきおいでこっちに走ってきてる」


「へえ。コタロウはそんなことがわかるのか？」


「そりゃわかるよ。だって兄者だもん」


　感心するサキに、コタロウが断だん言げんした。


　それを聞いてミミコも安あん堵どする。吸　血　鬼ブラツク・ブラツドとはいえコタロウの感覚は当てにならない。が、ジローに関することだけは別だ。同じ血脈に属するゆえか、この兄弟はわずかながら感覚を共有している節ふしがあるのだ。


「よかったー。雨降ふってきたからどうなることかと思ったけど……ジローさんも無事だったわけね。誰だれかに傘かさ借りたのかしら」


「傘……は差してないんじゃないかな？」


「え？　でもジローさん、流れる水は駄だ目めじゃない」


　きょとんとミミコが聞き返す。


　すると、サキが、


「伏ふせろ、ミミコ。お出ましだ」


「えっ、えっ!?」


　慌あわててしゃがみ、廊下の外がい壁へきに隠れた。


　見れば、サキはすでに外壁に身を隠し、草地の向こう――公団住じゆう宅たくのマンションとマンションの隙すき間まをにらんでいた。


「――どうやらジロー殿どのは、連中を追ってきているようだな」


　サキの右目がぼんやりと光っていた。ダンピールである彼女は、すでに敵てき影えいを捉とらえているのだ。


「全部で四人。ここで止めればジロー殿と挟きよう撃げきできる。――ミミコ」


　と、サキはトランクの中から、無数のスイッチが入った無線機を取りだしてミミコに渡わたした。トラップの発動機だ。


「仕し掛かけの位い置ちは頭に入ってるな？」


「あ、あたしがやるんですかっ!?」


「初めは、こちらからも指し示じを出す。あとはミミコがタイミングを計はかってくれ」


「自信ありません！」


「……ずいぶん自信たっぷりに言ったな。でも他ほかにいないだろ？　ミミコが駄目なら――」


「……くっ。やらせてください」


　パッと顔を輝かがやかせそうになったコタロウを見て、ミミコは渋しぶ々しぶ発動機を受け取った。


　サキは意地の悪い微び笑しようを浮かべつつ、外壁のスリットから銃じゆう口こうを突き出した。


　長ちよう距きよ離り狙そ撃げき用ライフルだが、スコープは付いていない。サキの視し力りよくは、スコープを必ひつ要ようとしなかったし、そもそも吸　血　鬼ブラツク・ブラツドの動きをスコープで捕ほ捉そくできるはずがないのだ。


「ねえねえ。じゃあ、ぼくは何するの？」


「コタロウはミミコの護衛だ。ジロー殿の分もしっかり守れ」


「護衛ね。わかった。じゃあ、リボンこれ取っちゃうよ？」


「ええっ。な、なぜっ？」


「だって目立つじゃない」


「そんなこと……くっ。そうだな。安全第一か……あ、でもちょっと待って。せめて写真を――」


「サキさんっ」


「怒おこるなミミコ。携けい帯たいの壁かべ紙がみにするだけだから」




[image: ]


「そういう問題じゃなくてですねっ」


「あ」


　とコタロウが草地の反対側を指差した。


　さっきサキがにらんでいたマンションの狭はざ間ま。分ぶ厚あつい雨のヴェールの向こうで、高い水柱が立っていた。それも次から次へと、次し第だいに大きくなっている。近づいているのだ。


　ミミコは啞あ然ぜんとして、


「……な、何あれ？」


　まるで魚ぎよ雷らいが連続して爆ばく発はつしているようだが、無む論ろんそんなわけはない。


　不意にミミコは察した。あれは吸血鬼の足跡だ。この一いつ帯たいは水はけが悪い。凄すさまじい勢いで走る吸血鬼が地面を踏ふむたびに、その衝しよう撃げきが水みず溜たまりを巻まき上げているのである。


　バシバシバシと雨音を貫つらぬいて音が聞こえてくる。直径十メートルのフライパンで水面を叩くような音だが、あれが足音なのだ。


「な、な、な……」


　ミミコの鼓こ動どうが否いや応おうなく速くなった。


　日ひ頃ごろ彼女が相手にするような転びたてアンダー・イヤーとは訳わけが違ちがう。十年前、その存在に世界が恐きよう怖ふした、本物のモンスターたち。


　あれこそが、真の吸　血　鬼ブラツク・ブラツドだ。


「いくぞ、ミミコ。用意して……もう少し……よしっ。ＡからＣ！」


　水柱が草原に入った瞬しゆん間かんだった。


　サキの号令にミミコの指が反はん射しや的に動いた。手の中のスイッチが三つ倒たおされ、連動して三方から銃声が鳴なり響ひびいた。


　火を噴ふいたのは、周囲のマンションに設せつ置ちしたマシンガンだ。銃口は、まさに吸血鬼たちが踏み込んできたポイントに向けて固定されている。周辺の地形から、敵が来る場合のルートを想定していたのである。


　無人の斉せい射しやは敵に当たらない。が、吸血鬼たちは足を止め、攻撃を避よけて四方に散り、


　ターンッ


　とサキの銀頭弾シルバーチツプが跳はねた。


　散さん開かい途と中ちゆうにあった吸血鬼一人が大きくよろめき、辛かろうじて転てん倒とうを免まぬかれたところに第二射。雨の中に真っ赤な飛沫しぶきが飛び、水色の風景を一瞬だけ染そめたのち洗あらい流された。


　撃うたれた吸血鬼が雑ざつ草そうの上に倒れる。数秒置いてその肉体が崩くずれると、後に残った灰はいもまた、雨に流されて消え去った。


　吸血鬼最大の弱点である心しん臓ぞうを打ち抜ぬいたのだ。彼らの反はん応のう速そく度どを考こう慮りよすれば、離はなれ業わざといえる。


「やっつけた！」


「す、すごい……」


　コタロウが快かい哉さいを叫さけび、ミミコが言葉をなくす。


　だがサキは舌した打ちしそうな苦い顔のまま口を開けた。


「二人とも私から離れろ」


「え？　でもサキさん……」


「一発で仕し留とめられなかった。こちらの位置を気け取どられたかもしれない」


　その通りだった。攻こう撃げきを回かい避ひした三人は、跳ちよう躍やく一つで隣りん接せつするマンションの裏うらやベランダまで移動していた。隠れたのではなく、攻撃のためのポジション取りだ。その証しよう拠こに、彼らは吸　血　鬼特有ブラツク・ブラツドとくゆうの気け配はいを隠していない。ミミコですら、「あの辺りに得え体たいの知れない何かが潜ひそんでいる」という悪お寒かんが肌はだで感じられる。


　吸血鬼が人間を狩かる際さいの常じよう套とう手しゆ段だんだった。ある程度慣なれた吸血鬼なら、自みずからの気配を自じ在ざいに操あやつることは難しくない。己の存そん在ざい感を故こ意いに見せつけることで、人の本能的恐怖感を搔かき立てているのである。


「ふえええ……」


　とミミコは青い顔で情なさけない声をもらした。


　それが狙ねらいとわかっていても、息が苦しくなり、冷静な思考が困こん難なんとなる。何しろあの非ひ常じよう識しきな足あし跡あとの主が、「俺おれはいまここにいて、お前の隠れている場所を眺ながめているぞ」と無言のうちに脅おどしてくるのだ。ビビるなという方が無む茶ちやである。


　落ち着くのよミミコ、と彼女は自らに言い聞かせた。


　冷静さを失えば命取りだ。考えてみれば、自分たちは応おう援えんを待っているのだから、膠こう着ちやく状じよう態たいは望むところではないか。そう。これはむしろ好機。神様いまです。いまこそ哀あわれな子羊に、敬けい虔けんな信しん仰こう心を売り込む絶ぜつ好こうのチャンス。この大末ふき世ように、ユーザーのニーズを拾えないようじゃお話にならないですよ。どうかこのまま、何事もなく――


「ふえっくしょん！」


　とコタロウが盛せい大だいなくしゃみをした。


　即そく座ざに吸血鬼たちが反応する。


　サキのステアーが迎むかえ撃ち、曇くもり空の下、銃　　火ノズル・フラツシユが鮮あざやかな色を添そえた。


「ＦとＨ！　Ｂも！」


　鞭むちを振ふるうようなキレの良い声。コタロウの顔がん面めんに鉄てつ拳けん制せい裁さいを加えたミミコは、慌ててトラップを作動させた。


　再ふたたび銃声が鳴り響き、銃じゆう弾だんの雨が草地目がけて吸い込まれる。当たらなくてもいいのだ。こちらが少しでも多くいるように見せかけるためのトラップである。


　残る吸　血　鬼ブラツク・ブラツドは三人。二人が銃撃を避けて死角に飛び込み、一人が縫ぬうように迫せまってきた。


　銃口を追つい尾びさせつつ、サキが弾マガ倉ジンを交こう換かん。右手が霞かすむほどの速さで――しかし、それでいて洗せん練れんされた所動で閃ひらめき、間かん断だんなく五発の銀頭弾シルバーチツプを叩き付けた。


　しかし当たらない。完全に位置をつかまれている。


「ミミコっ、隠れてろ！」


　ライフルを手放したサキが、腰こしからアーミーナイフを抜き放はなった。次の瞬間、彼女たちが身を潜ひそめていた廊下の外壁に、地上から跳び上がった吸血鬼が片足を乗せた。


　雨に濡ぬれた野戦服。冷れい徹てつな死者の表ひよう情じよう。吸血鬼が手にしたアサルト・ライフルが、的てき確かくにサキの額ひたいを照ポイ準ントする。ミミコが悲鳴を上げるより早く銃口が赤い火を噴ふいた。


　人間なら即そく死しのタイミングだった。だが、サキはダンピールだ。ライフル弾が空間を切り裂さく中、前に出て刃は先さきを撥はね上げた。


　吸血鬼が攻撃を避けて廊ろう下かに下りる。その着地の瞬間を狙ってサキがさらに前へ。突き出したアーミーナイフが、ライフルの銃身と交差し、ギン、と硬こう質しつな音を立てた。


　サキの黄色い右目を見た吸血鬼は、納なつ得とくしたように小さく首しゆ肯こう。次いで、床ゆかのコンクリートが煙を上げるほどの速さで身体からだを捻ひねり、体たい勢せいを崩くずされた彼女の腹ふく部ぶにコンバットブーツの爪つま先さきを放ほうり込こんだ。


　吸血鬼の筋きん力りよくを十二分に発はつ揮きした一撃。サキの身体はサッカーボールのように跳ね上がって、天てん井じように叩き付けられた。しかも攻撃は終わらない。落下を待ち構かまえる吸血鬼が、ライフルから片手を放した。その爪つめがズルリと槍やりのように鋭するどく伸びる。


　ようやく、ミミコは我われに返った。


「わあああっ！」


　口が勝かつ手てに叫ぶ声を聞きながら、太ラ陽イ灯トを突き出してスイッチを入れた。銃火に比べ、やけにのんびりした光がマンションの廊下を照らした。吸血鬼が忌いま々いましそうに腕うでを掲かかげて目を庇かばう。後方に飛とび退のき、二人から大きく距きよ離りを開ける。


　サキは空中で体勢を立て直し、両足で着地した。しかし結局はよろめいて膝ひざをついた。ダンピールの身体能力は人間を大きく凌りよう駕がする。だが、吸血鬼には及およびもつかない。


「サキさんっ」


　無事を尋たずねるミミコに答えず、サキは床の愛銃を再ふたたび手にした。吸血鬼から視し線せんを逸そらさぬまま、


「Ｋ！」


　あっ、とミミコがトラップを作動。廊下の端――いま吸　血　鬼ブラツク・ブラツドが立っている場所が、仕し掛かけられた爆弾で吹き飛んだ。


　ゴオンとマンションが身み震ぶるいし、黒い爆ばく煙えんが膨ふくれあがる。


　その黒こく煙えんの中から吸血鬼が飛び出した。廊下を蹴り、再びサキに肉にく薄はくする。すでに次のマガジンは装そう塡てん済ずみ。サキの指先がボルトハンドルを撫なで、初弾を薬チヤ室ンバーへ送り込む。


「太ラ陽イ灯トを！」


「え？　あっ、はいっ」


　ミミコがもたつきつつ太ラ陽イ灯トをかざした。人工の光の中に、吸血鬼が飛び込んでくる。


　まるで手で触れそうな殺さつ意いを感じ、ミミコは震え上がった。だが、泣きそうになりながらも敵から視線は逸らさなかった。


　それが仇あだとなった。


「……あれ」


　ミミコの視線が、吸血鬼の視線と交わった。途と端たんに、吸血鬼の眼がん光こうが脳のう裏りを占しめる。身体が硬こう直ちよくし、呼こき吸ゆうすら停止した。手が独ひとりでに動いて太ラ陽イ灯トを床に落とした。


「馬ば鹿か！　直視する奴やつがあるか！」


　サキが叫んだ。年とし経へた吸血鬼の視線は強力な催さい眠みん効こう果かを有ゆうするようになる。調　停　員コンプロマイザーにあるまじき、初歩的なミスだ。


　ミミコをカバーする余よ裕ゆうはなかった。サキはギリギリまで引き付けてから引き金を引いた。吸血鬼は踏ふみ込んでこない。余裕を持って銃弾を躱かわす。ということは……


「くそっ」


　サキが後方を振り返ったとき、廊下の反対側には吸血鬼の一人が立っていた。こちらは両手に刃やいばの反そり返かえったブッシュ・ナイフを構えている。


「コタロウ！」


　叫ぶと、心こころ得えたコタロウが固まったミミコを床に倒たおした。ミミコが射線から離はなれるのを待って、もどかしげに発はつ砲ぽう。当たらない。吸血鬼の口元に嘲ちよう笑しようが浮かぶのを、ダンピールの視力ははっきり捉えた。翻ほん弄ろうされている。


　そして――


　真横。さっきまでミミコたちが身を隠していた外壁の上に、タン、と軽い足音がした。


　ライフルを構えたままのサキと、床に倒されあごを打ったミミコと、金きん髪ぱつを色とりどりのリボンで飾かざられたコタロウが、足音のした方に顔を向ける。


　最後の吸血鬼は外壁の上に立ち、気安い態度で両手のサブマシンガンを三人に向けた。


「――六五点。まあ、中の上だな」


　と牙きばをむいて笑う。


「三対一なら上出来さ」


　チェックメイトだ。噓うそでしょ神様、とミミコは泣きそうになった。


　だが、サキの横顔が視界に入り、それどころではなくなった。彼女は諦あきらめていなかったのだ。自分を犠ぎ牲せいにして二人を逃にがす覚かく悟ごだ。


　いけない、と頭が判断するより早く、ミミコはサキに抱きついていた。まさにサキが刺さし違ちがえようと身を撓たわめた瞬間だった。意い表ひようを突つかれたサキは、動どう揺ようを隠せなかった。
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「ミ、ミミコっ」


「駄目ですっ」


　ミミコは頑かたくなに首を振った。無意識とはいえダンピールの機先を制せいしてのけたのである。見ていた吸血鬼まで口笛を吹く仕草をした。


「その女が正せい解かいだぜ、ダンピール。殺しはせん。貴き重ちような情じよう報ほう源げんだ」


「……私が口を割わると思うか」


「そのときゃ貴重な夕デイ食ナーになってもらうさ」


　ぬるりと伸びた牙が、冷れい笑しようを浮かべる唇を割った。あらためてミミコの背せ筋すじを悪寒が貫く。しかし、サキの身体からは腕を放さない。


「こ、ここ、交こう渉しようしましょうっ。あたしたちは『カンパニー』の調　停　員コンプロマイザーです。さんざん撃ったあとで説得力ないのは百も承しよう知ちですけど、非ひ戦せん闘とう員いんなんです本来いやマジに。だからここは一つ寛かん大だいにして大人の対たい応おうを――」


「必要ない」


「そ、それはとっても損そんですよ？　共きよう和わと協きよう調ちようこそ全ぜん人じん類るいの財ざい産さんだとあたしは常つね々づね――」


「人類でもない」


　あっさりと切り捨すてる。


　ミミコがあうあうとしどろもどろになり、サキが美び貌ぼうを苦く渋じゆうに染そめたとき――


　ふらり、


　とコタロウが立ち上がった。


　その場にいた全員が、虚きよを突つかれた顔になった。


　コタロウは目ま蓋ぶたを伏ふせ、わずかに口を開けている。夢ゆめでも見ているような表情を浮うかべていた。耳を澄すませているのだ、とミミコだけが気が付いた。


「――違う違う。そっちじゃなくて――」


　周りの状じよう況きようなど気にも止めずに、コタロウがささやいた。うっすらと笑みすら浮かべ、


「こっちだよ。ぼくは、ここ」


　人間と吸　血　鬼ブラツク・ブラツドとダンピールの視線が、小さな少年に集中した。


　吸血鬼がいぶかしげな目をしてサブマシンガンをコタロウに向ける。それを見たサキが、顔を真っ赤にして怒ど鳴なろうとした。


　それより早く。


　雷いかずちの速さで草地の上を飛来した物が、避ける間もなく、吸血鬼の背中に突き立った。


「ガッ!?」


　両目がカッと見開き、口から大量の血がこぼれ落ちた。胸きよう部ぶの中心。正せい確かくに心臓のある箇か所しよを貫かん通つうして、刃の切っ先が突き出ていた。


　その刃は血に濡ぬれてなお、銀色に光っている。


　吸血鬼がよろめき、廊下へと身体が傾かたむく。しかし、落下寸すん前ぜん、入れ替わるように舞まい降りた人ひと影かげが刀の柄つかを持ち、吸血鬼の身体を支ささえた。


　ばさり、と遅おくれて赤いスーツの裾すそが人影をくるむ。


　突き立った刃が無む造ぞう作さに引き抜かれ、吸血鬼の四肢が大きく痙けい攣れんした。そして、廊下に落ちるわずかな間に、右みぎ腕うでが斬きり飛ばされて灰はいと化し、左腕が斬り飛ばされて灰と化し、右足、左足が斬り飛ばされて灰と化し、最後に脳のう天てんから両りよう断だんされて塵ちりに戻った。


　あとには、銀ぎん刀とうを手に外壁にたたずむ望月ジローの姿があった。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　しばらくは誰も口をきけなかった。


　ジローは内心ため息をついた。無理もないのだが、ちょっとだけショックだ。


「……ジロー……さん？」


　恐おそる恐るミミコが呼びかけた。その血ちの気けの失うせた表情を見て、ジローは自分の現げん在ざいの姿を想像してみた。


　いま彼は、日ひ頃ごろ首くびに下さげているゴーグルを装そう着ちやくしている。眼がん球きゆうを雨から守るためだが、おかげで表情がわからない。わかるのは、黒くろ髪かみから水が滴したたり、濡れた全身から白はく煙えんが上がっていることだ。その勢いは強く、まるで熱された鉄が水に浸つかって水すい蒸じよう気きを上げているようだろう。


　流れる水に触れたせいだった。ジローにとって雨は硫りゆう酸さんに等ひとしい。辛つらそうに見えないのは我が慢まんしているからなのだが、他人の目には果たしてどう映うつるか。


　ジローは苦く笑しようし、慌あわてて消した。いま笑うのは逆ぎやく効こう果かだと、それぐらいのことは自分でもわかる。きっと、不ふ敵てきで不ふ遜そんで残ざん虐ぎやくな、極きわめ付きの冷笑と映るに違いない。おまけに牙まで付いている。まさに吸　血　鬼ブラツク・ブラツドの笑みだ。


「ミミコさん。お怪け我がは？」


　鬼き気き迫る風ふう貌ぼうと対たい照しよう的てきな、落ち着いた声でジローが尋ねた。ただ、その声には、どこか空くう虚きよな響きがした。


「怪我は……ないわ」


「それは重ちよう畳じよう。ちょっと待っててくださいね。いま片付けますから」


「ジローさん……あなた」


　絶句するミミコを見て、ジローはゴーグルをかけていることに感かん謝しやした。禍まが々まがしく輝く両目を見れば、絶句は恐怖に変じるだろう。


　いや、それとも案外平気かな――などと、自分でも信じていない反はん応のうを想像してみる。我ながら未み練れんがましい。


　さて――


「サキさん。二人を頼みます。――コタロウ？」


　兄の呼びかけに、コタロウは閉じていた目を開けた。


「兄者！」


「いい子にしてるんですよ」


「うん」


　コタロウが素直に頷うなずく。無む邪じや気きで無知で無む自じ覚かくな笑みだが、それでもジローは救われる気がした。


　軽く目を閉じ、深しん呼こ吸きゆう。


　コンディションは最悪でも、嘆なげいている暇ひまはない。弟の頭も気になるが――実際、その斬ざん新しんなヘア・スタイルについては、問とい質ただしたくて仕し方かたがなかったが――それも我慢して後あと回まわし。


　赤い残ざん像ぞうと水すい滴てきを残し、ジローは攻撃に転てんじた。


　あまりの高こう速そく移い動どうに、空気がキュボッと悲ひ鳴めいを上げる。向かったのは左手。アサルト・ライフルの吸血鬼。実は本ほん命めいはブッシュ・ナイフなのだが、そんな素そ振ぶりは微み塵じんも見せない。


　対たい峙じした吸血鬼は、瞬しゆん時じにバックステップ。後方に退しりぞきつつライフルを連れん射しやする。


　だが、銃弾はジローの残像を捉えるのがやっとだった。床を踏み割り、壁を蹴けり砕くだき、天井を走りながら疾風はやてのように肉にく薄はくする。目まぐるしく回転する視界の中、視線だけは目標にぴたりと固こ定ていして動かない。


　吸血鬼が為なす術すべもなく後こう退たい。降りしきる雨の中、外壁を飛び越えて草地に退たい路ろを求もとめた。


　躊ちゆう躇ちよなくジローも飛ぶ。しかし、外に飛び出した瞬間、身体から汽き笛てきのように白煙が噴き出した。


　追つい撃げきの速度が目に見えて鈍にぶる。雨のせいだ。血に課かせられた呪のろいが、血の恩おん恵けいたる力を奪うばっている。それでもジローは執しつ拗ように跡あとを追う。


　ジローの動きが鈍ったのを見て、吸　血　鬼ブラツク・ブラツドは後退しながら銃口を向けた。発砲。複数の銃弾が着弾し、スーツの赤い布ぬの地じが弾はじけた。


　背はい後ごからミミコの悲鳴が聞こえた。だがジローは足取りを乱みださない。銀製の弾丸でない以上、ライフル弾といえど致ち命めい的てき脅きよう威いとは成り得ない。雨さえ止やめば治る傷きずだ。


　ジローは端はなから回避を捨てていた。黙々と己の――銀刀の間合いまで距離を詰つめる。


　再び吸血鬼が引ひき金がねを絞しぼった。やはりジローは避ける素振りを見せない。八割以上の銃弾をまともに受けながら、真まっ直すぐに敵に迫る。凄すごく痛いのだが、とにかく我慢。何しろ雨。敵は二人。サキはともかく、コタロウにミミコ。取れる戦法は限かぎられている。


　吸血鬼が舌打ちして大きく前方に飛んだ。


　空中で身を捻ひねり、ジローと正面から向き合う。その間にマガジンを交換し、着地すると同時に腰こし溜だめにライフルを撃った。


　近距離、フルオートでの銃撃。排　筴　孔エジエクシヨンポートから狂くるったようにカートリッジが飛び出し、毎秒三十発の鉛なまり玉だまがジローを乱らん打だする。


　ジローは避けない。


　スーツが千切れ、肉が裂さけ、雨中に血飛沫を飛ばしながら、体勢すら崩さない。


　吸血鬼の顔色が徐々に変わってきた。だが、歯を食いしばりながら引き金を引き続けた。


　マガジンの弾だん薬やくが尽つきる。交換し、発砲。薄暗い草地の中央で、ノズル・フラッシュが古い映えい写しや機きのように光り続ける。


　距離が近づくにつれ弾だん幕まくの圧あつ力りよくは飛ひ躍やく的てきに高まった。しかし、もうもうと白煙を上げるジローは、まったくペースを乱さなかった。胸中は愚ぐ痴ちと泣き言の嵐あらしだが、足は着実に前に進み続ける。


　そして、吸血鬼が間合いに入った瞬間。


　降り注ぐ雨を押し退のける勢いで、ジローの気配が爆発的に膨ふくれあがった。


　それまであえて抑おさえていただけに、ジローが解放した気配には、本物の爆発に匹ひつ敵てきする衝しよう撃げきがあった。敵の吸血鬼たちは自らの気配を敵への心理的圧力として利用した。しかしジローはそれを全方位の飛び道具として利用したのだ。


　圧倒的な気配に打たれ、二人の吸血鬼は動きを止めた。


　次の瞬間、銀刀が一いつ閃せん。その軌き道どうは、前ではなく背後。


　そこには、アサルト・ライフルの陽動の裏でジローの背後に回っていた、ブッシュ・ナイフが立っていた。


　躱かわそうとするが、あまりに遅い。受け止めようとしたナイフごと、両腕が宙に舞った。


「馬鹿な……！」


　愕がく然ぜんとしたつぶやきは、前後二人の吸血鬼から同時にもれた。必勝の挟撃態勢だったのだ。それもほぼ完成していたのに……


「七五点」


　評して、ジローが最短最速の足あし捌さばきを見せた。


　両腕を失った吸　血　鬼ブラツク・ブラツドの心臓に、冷れい徹てつな銀の刃が突き刺さる。


「……なまじ雨に弱っていなければ、気が付いたかもしれませんね。私が見せていた隙すきが、実は誘さそいだと」


「くっ――そぉ」


　串くし刺ざしにされた吸血鬼が苦い呻うめき声を上げる。そして、それが彼の断だん末まつ魔まとなった。


　ジローは灰と化した同族に哀あわれみの混じった一いち瞥べつをくれた。


　ゆっくりと、最後の一人に向き直る。


「お、おのれっ」


　残された吸血鬼が、最後の足あ搔がきにライフルを乱射する。もう必要はなかったが、ジローは避けなかった。


　一発ゴーグルに当たった。


　シールドが砕くだけ、眉み間けんが裂ける。そして、剝むき出しになった眼がん光こうが、敵を射い抜ぬいた。
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　年経へた吸血鬼の視線は強力な催さい眠みん効こう果かを有するようになる。


　最後の一人は、自分の両手がライフルを落とす音を、絶望と共に聞いた。同じ吸血鬼でありながら、抵抗すらできず支配されたのだ。


　人はモンスターの前に無力である。


　しかし、モンスターもまた、さらなるモンスターを前にすれば、同じように無力なのだ。


「……投とう降こうしますか？」


　とジローは尋ねた。


　吸血鬼は歯を食いしばった。そしてジローの瞳を正面から見据え、全身の力を振り絞って首を横に振った。


「でしょうね」


　ジローは苦笑すると、あっさり目を閉じた。


　束そく縛ばくを解かれた吸血鬼は、驚いたようにジローを凝ぎよう視しした。そして彼の行こう為いの意味に気付き、表情をあらためて姿勢を正した。


「……心こころ遣づかいに感謝する」


「どうでしょう。かえって嫌いやみじゃありません？」


「いや……望外の餞せん別べつだ」


　吸　血　鬼ブラツク・ブラツドは草の上のライフルを拾い、新たなマガジンを装そう塡てんしてしっかりと銃口を構えた。


「……その刀。お前が『銀刀』か？」


　ジローは答えない。代わりに、無言のまま青眼の構えを取った。


　吸血鬼はニヤリと笑った。


「なるほど。どうやら、先に行った仲間に自じ慢まん話ができそうだ」
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　興こう奮ふんが引くと疲ひ労ろうと激げき痛つうがジローの全身を打ちのめした。


　雨が痛い。その上傷にしみる。


　省かえりみると、我われながら呆あきれるほど無茶をしていた。敵が防衛線を突とつ破ぱしたと聞いて以降、始終冷静に動いたつもりだったが……なんのことはない。本当に冷静になってみれば、滑こつ稽けいなほど浮き足立っていたのがわかる。


　とりあえず、雨の当たらない場所へ。ジローはそう思い歩こうとした。しかし、さっきまでの動きが噓のように、足がぴくりともしない。身体だけ歩き出そうと前に出たものだから、そのまま馬ば鹿かみたいに転倒した。


　草は濡れ、地面は泥ぬか濘るみ、おまけに倒れたところが水みず溜たまり。ジュッ、と盛せい大だいな白はく煙えんが上がる。全身の皮膚が炙あぶられているようで、びっくりするほど痛い。


　と、急に空が陰かげり、雨あま脚あしが遠のいた。


　ザアアと耳を打っていた雨音が、少し離れてパラパラ弾はじける音になる。


　地面と平行になったジローの視界に、泥どろに汚よごれたスニーカーが現あらわれた。


「ジローさんっ。ああもう、こんなになっちゃって……！」


　ミミコだった。必死に走ってきたのだろう。自分はずぶ濡れになりながら、ジローの長身を少しでも覆おおおうと傘かさを差し出している。


「……ミミコさん。濡れてますよ」


「馬鹿っ。あたしが濡れたって死にやしないわよっ。なんなの、さっきの？　ジローさんならもっと普ふ通つうに戦えるでしょ？　雨がそんなにきつかったの？　だったらだったで、大人しく他ほかの人に任まかせとけばいいじゃない！」


　言いながら、ちいさなハンカチでジローから雨を拭ぬぐおうと無む駄だな努力をする。白煙などものともしていない。しかも、なぜだかカンカンに怒おこっている。


「お見事でした、ジロー殿どの」


　サキも駆けつけ、ジローに感かん嘆たんの声をあげた。続いて「兄者！」とコタロウも走り寄る。


「うわ。ひどい。大おお怪け我がじゃないっ」


「ふふふ……でもコタロウ。兄は格かつ好こうよかったでしょう？」


「うんっ。やっぱり兄者は強いねー」


　泥の上にぺたんと膝ひざをつき、弟が兄に話しかける。兄弟は顔を見合わせ、場ば違ちがいに和なごやかな様子で笑顔を交かわした。「何和んでんのよ」とミミコが一いつ層そう頭に血を上らせる。


「ミミコ。ジロー殿は私たちが人ひと質じちに取られないよう、あえて自ら囮おとりとなったのだ」


「囮って……わざと銃で撃うたれることがですか？　そんなの――」


「いや、本当だ。まず最初に全力で敵を討うつことで本来の実力を見せつける。そのあと雨の中に出て隙すきを見せることで、倒すならいましかない、と敵に思わせたのさ。敵の関心をジロー殿自身に集中させるようにな」


　さすがにサキは気付いていたらしい。


　いま思えば策さくと呼よぶのも恥はずかしい思いつきだ。敵が冷静に立ち回ればたちまち崩ほう壊かいしてしまう作戦なので、とにかく強ごう引いんに押おし切る必要があった。それで、マシンガンに特とつ攻こうというパフォーマンスに打って出たのである。


　それでもミミコは納なつ得とくせず「危あぶないことをして！」とぷりぷりしていた。


　きっと彼女も浮うき足立っているのだ。動どう揺ようを怒いかりで吐はき出しているのだろう。命のやり取りに慣なれてしまうよりは、それぐらいの方がずっといい。


「……にしても、せめて優やさしい言葉ぐらい要求したいところです。ミミコさん」


「馬鹿っ。無む鉄てつ砲ぽうっ。マゾヒストっ」


「えー。今回は私、頑がん張ばりましたよ？」


「黙だまんなさいっ。とにかくマンションまで戻るわよ。ほら。腕回してっ」


「あ、ミミコさん。いまはちょっと――」


　ジローが止めるのも聞かずにミミコは腕を持ち上げた。とたんに、スーツの中で、ずるりと鳥とり肌はだの立つ感かん触しよくがする。皮ひ膚ふが焼き爛ただれているのだ。


　ジローは顔をしかめた。ミミコに悪いと思ったからだ。しかし彼女は一瞬怯ひるんだのち、


「ほら見なさいっ！　こんな大怪我して……もうっ」


　と怒りながら泣きそうになった。


　それで、ジローはようやく気が付いた。


　ミミコは護衛役クローザーにこんな怪我をさせた自分自身に怒っているのだ。


「……あれ？」


　とジローは首を傾かしげた。なんだか予想していた反はん応のうと違う。ジローは慌あわてて、


「ミ、ミミコさん？　別にあなたが気にすることは……」


「ぶつくさ言わないっ」


　と、雨と血と泥で見る影かげもなくなったジローの身体を、汚れるのも構かまわず抱かかえ上げる。ジローは目を白黒させる。そんな二人を、サキが楽しそうに眺ながめている。


「あ、虹にじ」


　と、空を見上げたコタロウが、はしゃぐ声で言った。
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　翌よく日じつ。ミミコは、『望月ジロー』と柄えに彫ほり込まれた特大サイズのコウモリ傘を渡わたし、晴れの日以外はその傘を常つねに携けい帯たいするよう、きっぱりと言い渡した。


　ジローは渋しぶ々しぶ受け取った。


　まあいいだろう。


　どうやら、予想よりは長いつき合いになりそうだ。




インターミッション５







　朱と鷺き籐とうサキ。クールな美び貌ぼうの彼女は、さばけた性せい格かくや公正な態たい度どで知られ、『ダンピール』という立場にありながら、周囲からの信しん頼らいは篤あつい。その敏びん腕わんぶりたるや、他の調　停　員コンプロマイザーたちからも一目置かれる存そん在ざいである。


　ただ、彼女のもう一つの顔を、事じ務む所しよの者は誰も知らない。





「あ、サキさん。ちょうどよかった」


「ミミコか？　どうした？」


　廊ろう下かで見かけたサキを呼よび止めると、彼女は足を止めこちらを向いた。


　心なしか、少し急いでいるようだった。


「あ、と……先日のテロリストグループの報ほう告こく書しよなんですけど。一いち応おう目を通してもらいたいなって……ひょっとして、いま忙いそがしいです？」


「うん。実は、毎週欠かさず見ている『魔ま女じよっ子探たん偵ていチエ』の録ろく画が予約を、今日に限かぎって忘わすれてしまって……くそっ。先週野球中ちゆう継けいの延えん長ちようで放送時間がずれたのだが、そのあとセットし忘わすれていたんだ。私としたことが……」


　怜れい悧りな美貌をうつむけ、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいる。が、ふと顔を上げると、


「ああ。でも大だい丈じよう夫ぶだ。走って帰れば十分間に合うし、少しなら時間もある。報告書、見せてくれ」


「……い、いえ。いいんです。あたしの方もそんなに急ぎじゃないし……」


「そうか？　悪いな？　じゃあ今日はお先に失礼する――あ、そうだ。ミミコはコタロウの誕たん生じよう日びがいつか知っているか？」


「え、コタロウ君ですか？　ごめんなさい。聞いたことないですけど」


「そうか……あ、いや。実は先日、偶ぐう然ぜん立ち寄よった子こ供ども服専せん門もんのブティックで、偶然男の子服のフェアをやっていて、偶然とても素す敵てきな半ズボンを見つけたものだから……し、知らないならいいんだ。悪かったな。じゃ」


　と、ほのかに頰ほおを染そめながら、サキはダッシュでその場を去った。


　ミミコは黙だまって先せん輩ぱい調　停　員コンプロマイザーの背せ中なかを見送った。





　朱鷺籐サキ。人と吸　血　鬼ブラツク・ブラツドのハーフにして、冷静沈ちん着ちやくな美貌の調　停　員コンプロマイザー。


　彼女のもう一つの顔を、事務所の者は誰も知りたがろうとしない。




　




　　第六話　拳こぶしと、牙きばと










　コミュニケーションの不ふ在ざいは、往おう々おうにして悲しい武ぶ力りよく衝しよう突とつを生む。これは歴史が証しよう明めいする真実のひとつであり、彼とコタロウのファーストコンタクトもまた、その一例に加わることになった。


　爪つめと爪。牙と牙。


　妥だ協きようする気は毛頭なく、どちらも敵てきの破は滅めつ以外に決着を求めていなかった。それは、双そう方ほうの意地と誇ほこりを懸かけた、真しん剣けん勝負であった。


　血が、流れた。





　初戦はコタロウの敗はい北ぼくに終わった。


　彼は、勝ち誇る敵に対し、怒いかりと罵ののしりの呪じゆ詛そを吐はき捨すてつつも屈くつ辱じよく的てき撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。その小さな胸むねに、荒あらぶる復ふく讐しゆうの念を抱いだきながら。
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「兄あに者じやー。犬に咬かまれたー」


　涙なみ目だめのコタロウは、身も世もなく兄に泣きついた。ジローはいかんとも形けい容ようしがたい表ひよう情じようで弟を見下ろしていた。


　場所は二人の住む古ビル。一いつ階かい倉そう庫この隅すみにある、段だんボールに囲かこまれた彼らの住すみ処かである。


「…………犬、ですか？」


「ぼくが、ぼくが見つけた秘ひ密みつの遊び場だったのにぃー」


　悔くやしげに洟はなをすするコタロウ。金きん髪ぱつの巻まき毛はボサボサに跳はね回り、大きな青い瞳ひとみには、いまにも溢あふれそうな涙が湛たたえられている。そして身体からだ中泥どろだらけだ。


「こっちがキックとパンチで紳しん士し的な決けつ闘とうをしてるのにさ。あいつ、急に咬み付いてきたんだ。ズルいよあんなの。反はん則そくだ」


「…………犬、ですからね」


　コタロウの訴うつたえに、ジローが空くう疎そな声でつぶやいた。


　弟が天使のような少年なのに対し、兄の方は長身の美び丈じよう夫ふだ。黒くろ髪かみ黒目の容よう貌ぼうは引き締しまっており、穏おだやかなようでいて厳げん格かくさも備そなえている。


　ただ、赤いスーツに抱だきつく弟を見る視し線せんは、暗あん鬱うつとした苦く渋じゆうに満ちていた。ときおり、こめかみの辺りが、激げき情じようを抑おさえるように、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。


　そんな兄の様よう子すには気付かないまま、コタロウは、一方的に自らの不幸を語る。


「そもそも、ぼくは喧けん嘩かする気なんかなかったんだ。あいつ、足を怪け我がしてたみたいだから、手当てしてあげようと思ったんだよ？　なのに、あのバカ犬め。急にワンワン吠ほえて、最後には突つっかかってきて――」


「……つまり、その犬は手負いだったと？」


「うん。ひどいと思わない？　人の好意を裏うら切ぎってさ」


「…………」


　ジローの唇くちびるがぶるぶる震ふるえた。こめかみの痙攣も激はげしさを増ましたが、やはりコタロウは気付かない。


「最低だよ、あいつら。ケダモノだ、ケダモノ！　下品だし、狂きよう暴ぼうだし、うるさいし、臭くさいし――」


「…………」


「ほんと、やんなるよ。せっかくの遊び場を勝手にとっちゃって……ねえ、兄者ぁ。兄者が行って、あいつ追っ払ぱらってきてよぉ。兄者だったら、あんなのイチコロだもん。あいつに思い知らせてやるんだ」


　と、ぷりぷりしながら威い勢せいをふるう。


　すると、ジローは張り詰めていた息を、


「……ふ」


　と吐き出した。


　気け怠だるげに首を振ふりながら、ポキポキ両手の指を鳴らす。


　そして、


「兄者？」


　と、きょとんとするコタロウの脳のう天てんを、情なさけ容よう赦しやなく殴なぐりつけた。


　土木現げん場ば的てきな音がして、床ゆかが軋きしみ、コタロウがひしゃげた。


「なっ。あ、兄者、なにを……!?」


　突然の拳げん骨こつに狼狽うろたえる弟に対し、ジローは伏ふせていた顔を上げた。表情は涼すずしげなほど静かだが、瞳に浮うかぶ憤いきどおりは悪あつ鬼き羅ら刹せつを思わせる。コタロウは思わず凍こおり付いた。


　ジローはとつとつと、


「……嘆なげかわしい」


「え？」


「仮かりにも吸　血　鬼ブラツク・ブラツドたる者が、遊び場を巡めぐって犬と喧けん嘩か？　しかも負けた？　その上相手は手負い？　あまつさえ、兄に仇かたきを取れと？」


「あ、いや、それは、その……」


「恥を知りなさい、コタロウっ！」


　ジローの怒ど号ごうに、コタロウだけでなく周囲の段ボールまでが吹ふき飛んだ。感情の激発に力場思念ハイド・ハンド――いわゆる念ねん動どう力りきが発動したのだ。


「なんたる惰だ弱じやく！　なんたる卑ひ劣れつ！　同じ血けつ統とうに連つらなる者として、兄は情けないっ。犬に咬まれる吸血鬼などと……一族の顔に泥を塗ぬるにしても程ほどがあります！」


　段ボールに詰められていた書類や伝でん票ぴようが宙を舞う中、ジローの目は爛らん々らんと輝かがやき、長く鋭するどい牙きばがコブラのように剝むき出しになっていた。その焼き付く視線に射い貫ぬかれ、コタロウは「あうあう」と泡あわを食った。いまさらながら自らの発言のみっともなさに気付いたのだ。


「どうやら私は、お前の教育を誤あやまったようですっ。特こ区こに来てからというもの、甘あまやかし過すぎました。その弛ゆるんだ性こん根じよう、一から叩たたき直してやりますっ」


「ま、待って、兄者。ごめんなさい。ぼくが間ま違ちがってたよ。だから落ち着いて……」


「問もん答どう無む用よう！　まずは兎うさぎ跳とびで特区一周ののち、腕うで立たて千回、腹ふつ筋きん千回、フルコンタクト組み手二千回から！」


「無む理りだーっ」


　腰を抜ぬかしたまま逃にげ出そうとした弟の右足首をつかみあげ、屋外に連行しようとするジロー。


　しかし、玄げん関かんを出る寸すん前ぜん、階段の上からミミコが顔を出した。


「ジローさん。ちょっといい？」


「あ！　ミミちゃん！　助けて。兄者に殺される！」


「ミミコさんっ。申し訳わけないがあとにしてください。――ああいえ、口出しは無用に願います。これはあくまでも、我われらが血族間の問題ですから」


「そんなことないっ。ぼくたち仲間だよね、ミミちゃん？　一人はみんなのために。みんなだって一人のために！」


　常つねになく凛り々りしい面おも持もちのジローと、釣つり上げられた鯖さばのようなコタロウ。真剣なのか間が抜けているのか判はん断だんしづらい光景を、ミミコはしばし無む言ごんのまま見つめていた。


　やがて、肩かたを竦すくめ、


「こないだの事じ件けんの報ほう告こく書しよを書いてるの。ジローさんの供きよう述じゆつがいるから、ちょっと時間がほしいんだけど」


「ですからあとにしてくださいと……」


「明日提出あしたていしゆつなの。これも仕事のうちよ」


　ミミコが言うと、ジローは、むう、と顔をしかめた。


　黙もつ考こうののち舌した打うちをして手を放す。頭から床ゆかに落下したコタロウだが、その顔は痛いたみより安あん堵どに満みたされていた。


　そんな弟に向かい、兄は厳きびしい口調で言う。


「……仕事とあっては仕方がありません。ですが、よいですかコタロウ。私は犬に負かされた負け犬を、血族だなどとは認みとめませんよ。遊び場を巡めぐっての喧嘩など程度の低ひくさに頭ず痛つうがしますが、誇りを傷つけられたことに変わりはありません。名めい誉よを挽ばん回かいせぬ限り、テレビはもちろん、食事も抜きです。睡すい眠みんも許しませんっ」


「そ、そんな……そんなの死んじゃうよ」


「だ、か、らっ。お前は吸　血　鬼ブラツク・ブラツドだと言っているでしょうが！　お前の場合、身体からだだけは頑がん丈じようにできているんです。いますぐ戻って汚お名めいを晴らしなさい。それまでは家に帰ってこないように！」


　兄の厳しい言いつけに、コタロウは「えー」と眉まゆをヘの字にした。が、兄の唇から再び牙がのぞくと、ぴたっと口を結び、気をつけの姿勢を取った。


「復ふく唱しよう！」


「わ、わたくし望もち月づきコタロウは、あの犬をやっつけるまで家には帰りませんっ」


「行け！」


　とジローが玄げん関かんを指差す。コタロウは一も二もなく飛び出していった。


「……まったく。どうしてああも軟なん弱じやくに育つのでしょう。あのお気楽ぶりときた日には」


　ジローは眉み間けんに皺しわを寄せたまま唸うなった。


　それから階段を見上げると、いつの間にかそこに腰を下ろしたミミコが、苦笑いを嚙み殺していた。


「犬と喧嘩ねえ。いいじゃない。元気があって」


「何を仰おつしやいますかっ。確たしかに頭を抱えたくなるぐらい低次元な問題ではありますが、コタロウは私たちの血統を継つぐ者です。その成長は一族全体の最重要事項といっても過か言ごんではありません。死活問題です」


「一族って……ジローさんとコタロウ君の二人でしょうに」


　ミミコからすれば、憤ふん慨がいするジローは、犬の悪口を言っていたときのコタロウとそっくりに思える。もっとも、火に油を注そそぐのは明白なので、わざわざ口にはしなかった。


「ま、ほどほどにね」


　とミミコは腰を上げて言った。
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　事件の事じ後ご処しよ理りもなんとか終わり、ミミコは一息ついた気分で家いえ路じについていた。


　今日も快かい晴せいだ。夕ゆう暮ぐれの空がカラリとして心ここ地ちよい。ときおり吹くビル風には、夏の海特有の、心が浮うき立つ香かおりが含ふくまれていた。もうすっかり夏だ。すでに夏休みに入ったのか、道行く子こ供どもたちや同年代の少年少女も私服姿が目立つようになった。


　今日の晩ばんご飯はそうめんにでもしようかな、と考えながら、ミミコはぷらぷらとダウンタウンを歩いた。ガラスの器うつわに砕くだいた氷。弄あめ色いろのつゆに、白くて細いつるつるの麵めん。ネギとショウガと練ねりワサビを添そえて、てっぺんには大きなサクランボ。うん、悪くない。特に魅み力りよく的てきなのは、安上がりって点だ。


「あ、でも、コタロウ君、ご飯抜きとか言ってたわね」


　それともコタロウは見事リベンジを果たしたのだろうか。いや、たぶんまだだろう。


「野の良ら犬いぬかあ……」


　ミミコ自身、野良犬には嫌いやな思い出がある。孤こ児じのミミコは、一時期ストリート・チルドレンとして生活をしていた時期があった。路上生活者――しかも子供――にとって、野良犬は天てん敵てきである。何度寝ね床どこから追いやられたり、貴重な食事を奪うばわれたかわからない。いまでも裏うら町まちを徘はい徊かいする野良犬を見かけると、反射的に身み構がまえてしまうほどだった。


　だが、嫌な思い出ばかりではない。見方を変えれば、彼らもまた行き場のない仲間だったのだ。


　特に、捨てられたばかりの子犬などは、人間に懐なついていた。ミミコも一度、子犬を拾ったことがある。自分自身の日々の糧かてすら怪あやしいミミコだったが、自分より弱く、自分を頼たよりにクンクンと鼻を鳴らす子犬のことは、とても大事にした。子犬の方はどうだったかわからないが、ミミコとしては、共に励はげまし合い、協力して暮らしていたつもりだ。結局、少し目を離はなした隙すきに、車に轢ひかれて死んでしまった。あのときは一晩中大泣きしたものだ。


　夏の夕暮れには、昔を思い出させるセンチメンタルな何かがあるのかもしれない。ミミコは幾いく分ぶん感かん傷しよう的てきな気持ちで道を歩いた。


　通りを外れて倉そう庫こ街がいに入る。


　すると……


「もう駄だ目めっ。もう限界だよ兄者……！　目が開かない……足が立たない……地面が揺ゆれてぐらぐらす、ぐー……」


「こらっ。寝るなと言ったでしょう！　たかが一晩徹てつ夜やしたぐらいでなんですっ。おめおめと五連敗もした分ぶん際ざいで……あっ！　夕日が眩まぶしい！　目が焼ける！」


「ぐー」


「お、起きなさい、コタロウ！　起きんかーっ」


　麗うるわしの我わが家の玄関先で、兄弟が昨日の漫まん才ざいの続きをしている。二人とも本気になればなるほど、傍はた目めにはお気楽に映うつった。


　世間は夏休みだ。


「……夏ねえ」


　ミミコはつぶやきながら家に向かった。
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　翌よく朝あさ。


　出しゆつ勤きん途と中ちゆうのミミコが倉庫街を出ると、道の向こうを、とぼとぼと歩く小こ柄がらな人ひと影かげが目に入った。


「……コタロウ君？」


　声をかけると、人影は後ろを振り向き、


「ミミちゃん！」


　と必ひつ死しの形相で駆かけ寄よってきた。髪は埃ほこりにまみれた蜘く蛛もの巣のようで、服もあちこち破やぶけた酷ひどい有あり様さまである。


「ミミちゃん！　何か食べ物持ってない？」


「い、いま？　持ってないけど……」


　たちまちコタロウの顔が絶ぜつ望ぼうに翳かげり、ぐーっと胃い袋ぶくろが失しつ望ぼうの慨がい嘆たんを上げた。


　へなへなと地面に両腕をつくコタロウに、


「コタロウ君、まさかあれから何も食べてないの？」


　コタロウは力無く頷うなずいた。


「てことは、まだ負けっぱなしなんだ」


　再びコタロウが頷く。その外見だけを見れば、地上の荒こう廃はいを嘆なげく天使のようである。


「コタロウ君が負けた犬って、そんなに猛もう犬けんなの？　ひょっとしてドーベルマンとか？」


　ミミコの何なに気げない指し摘てきに、コタロウは、うっ、と気まずい声を出した。


「……普通の犬」


「じゃあ、大型犬とか？」


「……こんくらい」


　と跪ひざまずいたまま自分の肩の高さに手を挙あげる。せいぜいが中型犬だ。


　とはいえ、道具を持たない人間にとって、確たしかに犬は脅きよう威いである。コタロウは吸　血　鬼ブラツク・ブラツドであり、傷きずの治なおりは早く、腕わん力りよくも強い。しかし、どういうわけか運動神経に難なんがあり、何もない道でも平気で転ぶほどなのだ。


「……ぼく、このまま死んじゃうんだ」


　コタロウは悲ひ愴そう感たっぷりにつぶやいた。


「平気よ。コタロウ君、吸血鬼だもん。じゃ、あたし仕事あるから。頑がん張ばってね」


「ええ!?　待ってミミちゃん、そんなの冷たいよ。大事な護 衛クローザーが困こまってるんだよ？　せめて、おやつが買えるぐらいのお小こ遣づかいを！」


「今月の給おこ料づかい、前まえ渡わたししたじゃない」


「じゃあ来月分！」


　つぶらな瞳ひとみを血走らせて、しがみついてくる。ミミコはげんなりした。


「参まいるなあ。こんなんじゃ、いざ呼び出したとき護 衛クローザーの役に立たないじゃない」


　実は、コタロウに厳きびしい言いつけを申し渡わたしてからというもの、ジローも食事を絶たち、一いつ睡すいも取っていないのだ。作ったそうめんが無駄になり、ミミコは少しご立りつ腹ぷくである。


　弟にだけ無理難題を押し付けないという態たい度どそのものは立派だった。しかし、ジローの場合、日中に起きているだけでも、どんどん衰すい弱じやくしてしまう。昨日も日にち没ぼつ寸すん前ぜんなどは、皮ひ膚ふの表面が灰はいと化し、げっそりと瘦やせ細っていた。あの様子では、吸血鬼のトラブルに駆かり出しても、普段のような活かつ躍やくは期き待たいできないだろう。


「弟の教育も結けつ構こうだけど、もう少し自じ覚かくを持って仕事に関かかわってほしいわね。まったく」


「でしょ？　だから何か食べ物を――」


「それじゃ根こん本ぽん的てきな解決にならないでしょ。ジローさん、ああ見えて頑がん固こなんだから」


　ともあれ、昨日のジローの台詞せりふではないが、どんな下らないことであれ、仕事に関わるとあっては真ま面じ目めに考こう慮りよする必要がある。護 衛クローザーを有効に活用するのも、調　停　員コンプロマイザーの甲か斐い性しようだ。


「そうね……コタロウ君。とにかく犬に勝ちさえすれば、ジローさんは許してくれるんでしょ？　特に正せい々せい堂どう々どう勝てとかって条じよう件けんはなかったよね？」


「う、うん。何も言ってなかった」


「だったらさ。道具を使ってみたら？」


「道具？」


「犬って大きい音に弱いじゃない？　確か、コタロウ君のぬいぐるみの中、鉄てつ砲ぽうとかもあったでしょ。あれで脅おどかせば、逃げてくんじゃないかな」


「あ」


　たちまちコタロウの顔が希望で輝かがやいた。脳のう裏りを過よぎる屈くつ辱じよくの記き憶おくが、萎なえた戦せん意いに再び火を点つけたらしい。


「そうだった！　よーし、見てろよ、あのワンちきしょうめ。文明のリキだ。人間様がご主人様だってことを思い知らせてやる！」


「……君は人間じゃないでしょ。いいけど」


　ミミコが突っ込むが、コタロウは聞いていない。「鉛なまり玉だまを喰らわしてやるぅ」などと叫びながらビルに向かって走り去った。


「当てたら駄だ目めよ。可か哀わい相そうだから」


　コタロウの背せ中なかに向かって、ミミコが声をかける。


　振り向かないまま、わかってるというように手を振るコタロウ。ミミコは思わず苦笑して通つう勤きんを再さい開かいした。
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「……『銀刀』を取られた？」


　ジローは呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。


　コタロウは焦あせりながら、両手を振った。


「ち、違うんだ。正確にはぬいぐるみをね……あ、でも、仕方ないんだよ、兄者！　ぼくは勝ってたんだよ！　なのにあいつ、自分だけじゃ勝てないもんだから、仲間の犬とトトーを組んで……」


「『銀刀』を、取られた？」


「いや、だから、その……うん」


　コタロウが悄しよう然ぜんと肩を落とす。隣となりにいたミミコも、あちゃあと言いたげに目を覆おおった。


『銀ぎん刀とう』とは、鍛きたえ抜かれた日本刀の刃はに銀のコーティングを施ほどこした一ひと振ふりで、対吸　血　鬼ブラツク・ブラツド戦の切り札だ。ジロー愛あい用ようの武ぶ器きである。


　ただ、特区とはいえ日本の一部であるから、普段から日本刀を持ち歩くのは都つ合ごうが悪い。そのため、外に持ち出す際さいは、コタロウの背せ丈たけほどもある巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアに入れて、隠かくし持っているのだ。


　コタロウが言うには、そのぬいぐるみごと犬に奪うばわれてしまったらしい。


「ごめんなさいっ」


　もはや謝るより他に手はないと思ったのか、コタロウは潔いさぎよく頭を下げた。


　それから、ちらっ、と兄の顔色をうかがう。


　慌あわてて顔を伏ふせた。


　伏せた顔からは、一いつ切さいの血の気が失うせていた。よほど恐おそろしいものを見たらしい。


「あの……ジローさん」


　と、さすがに居いたたまれなくなったミミコが声をかけた。


「あたしがいけないの。あたしがコタロウ君に、道具を使ったらどうってアドバイスしたから……あんまり怒おこらないで？」


　ジローは返事をしなかった。


　重苦しい沈ちん黙もくが降おりた。さしものミミコも息が詰まるような、高こう濃のう度どの沈黙だ。


「……怒る？」


　やがて、不ぶ気き味みなほど抑よく揚ようのない声で、ジローが口を開けた。


「おやおや、ミミコさんまで。私は何も、怒ってなどいませんヨ？　私は冷静デスとも。全然怒っていませんデスとも」


「え、ほんとに？」


　とコタロウが明るい表情を作った。


　その隣となりでは、バカね目が笑ってないでしょよく見なさいよっ、とミミコが必死に合図を送っていたが、コタロウは気付かなかった。


「ええモチロン。なぜなら私は『銀刀』がなくとも、まったくちっとも困こまらないからです。あれは良い刀ですが、所しよ詮せん道具に過ぎません。弘こう法ぼう筆ふでを択えらばず。たとえ、一山いくらのなまくら刀であろうと、私が持てば鉄を断たち、岩にも穴あなを穿うがつでしょう」


「そ、そうだよね！　だって兄者、剣の達たつ人じんだもん！」


「物にこだわるなど愚おろかなことです。仁じん義ぎ。友愛。礼節。信念。大切なのは精せい神しんであり、それを宿やどした魂たましいなのです」


「さすが兄者！　やっぱり兄者はすごいなあ。ぼく見直しちゃったなあ」


「が――」


　と右手でコタロウの顔面を鷲わしづかみにする。


　メシッ、という鈍にぶい音が確たしかに響ひびいた。


「刀は剣けん士しの魂！　兄の――いえ、我らが血けつ統とうの魂を勝手に持ち出し、事もあろうに犬に取り上げられるとは何事ですか、この阿あ呆ほうっ。一族の面つら汚よごしです！　そんな面はこうしてくれますっ！」


「うわー。やっぱ怒ってるじゃーん！」


　ギリギリと締しめ付けるアイアンクローに、コタロウが「ひー」と情なさけない悲鳴を上げながらジタバタする。ジタバタするのはいつものことだが、今回は動きに死への緊きん迫ぱく感が感じられた。


　ジローはそんな弟を無視して、しかし手は一ミリも緩ゆるめずに、


「かくなる上は、私も立ち会います！　肉を断ち切られ、骨ほねを砕くだかれようと、その犬から『銀刀』を取り戻しなさい。いいですね！」


　と事実上の最後通つう牒ちようを突き付けた。


　ミミコはため息をついて窓まどの外を眺ながめた。あと一時間もすれば日付が変わる。


「明日、朝一でミーティングなんだけどなあ……」


　長い――そして下らない――夜になりそうだった。


　――でも、放ってはおけないか。
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　コタロウの秘ひ密みつの遊び場というのは、立ち入り禁きん止しになったビルに囲まれた空き地だった。雑ざつ草そうが生おい茂しげり、放ほう棄きされた粗そ大だいゴミや自転車が転がっている。


「うわっ。予想以上にちんけね」


　とミミコはこっそり感想をもらした。どうして子こ供どもというのは、こんな場所ばかり好むのだろうか。


　そして、件くだんの犬は、その空き地の隅すみで寝ねていた。


　コタロウたちが近づくと、ぴくんと耳を立て、立ち上がって威い嚇かくの唸うなり声をもらした。


「あれがそう？」


「うん。危あぶないから近づかないで、ミミちゃん。とてもとても狂きよう暴ぼうな奴やつなんだ」


　コタロウはミミコの行く手を腕で塞ふさぎ、真剣な口ぶりでそう告げた。


　どこにでもいる雑ざつ種しゆだった。コタロウがミミコに説明した話より、さらに一回り小さい。というより――


「まだ、子犬じゃない、あれ？」


「関係ないよ！　近ちか頃ごろの若わかいのは、すぐにキレるんだ。むしろそういう連中の方がヤバいんだから！」


　コタロウは力強く主しゆ張ちようした。


　確かに、子犬とはいえ度どき胸ようはあるようだ。近づく人間どもを相手に怯ひるんだところがまるでない。全身に力を漲みなぎらせ、精せい一いつ杯ぱいの眼がん光こうでにらみつけてくる。


「ぬいぐるみは……あ、あった」


　ミミコが夜の空き地を見回すと、ぬいぐるみはすぐに見つかった。どうやら子犬が寝ね床どこにしていたらしい。お腹なかのところが破やぶれ、綿わたがはみ出している。腕も取れかけだ。


「ああっ。バウワウ卿きようが！　ちくしょう～」


「……バウワウ卿？」


「ぬいぐるみのことだよ！」


「名前あったんだ。しかも、なぜ卿？」


　なんだか、どんどんどうでもよくなっていくミミコが、惰だ性せいで感想を口にした。


　しかし、当事者の中で、どうでもよいと考えているのは彼女だけらしかった。


「さあ。コタロウ」


　とジローが声をかけた。肉親の情じようなど一いつ片ぺんたりとも感じさせない声に、コタロウは脊せき髄ずい反はん射しやで背せ筋すじを伸のばした。


「よ、よーし。行くぞー」


　むん、と唇くちびるを結び、コタロウはジリジリ子犬に向かって近づいた。


「ウーッ」


「むーっ」


「ワン！」


「わっ。くっ、くそ～」


「ワンワン！　ウーッ、ワン！」


「わ、わっ。ちくしょう……吠ほえるな！　バカ犬ぅ！」


「ワンッワワン！　ワンワンワンワン！」


「う、うるさいっ。弱い犬ほど良く吠えるんだぞっ。この弱虫――ってわあ。こっち来るな！　あっち行けよ、このー！」


「ワン！」


「やあぁ！」


「ワン！」


「とおやぁ！」


「…………」


　彼女の見守る前で、コタロウと子犬は一定の距きよ離りを保たもったまま弧こを描えがくように移い動どうしていた。いつしかコタロウまで四つん這ばいになってウーウー唸りながら眼がん光こうをぶつけている。


　熱くもないのに、ミミコの額ひたいに汗あせが流れる。


　なんとなく想そう像ぞうはしていたが、実際に見ると、救いようのない脱だつ力りよく感かんを強しいる光景だ。人って何？　と思わず哲てつ学がく的てきな命題を考えてしまいたくなる。
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　一方――


「この馬ば鹿か者もの！　そこで怯んでどうします。かかっていきなさい！」


「で、でも兄者」


「でもではありません！　お前には気き概がいというものはないのですかっ？」


「だってー」


「いーから行け！　さもなくば、兄がこの手で杭くいを打ちますよ！」


「うわ～ん」


　まだろくに組み合ってもいないのに、早くもコタロウは半泣きの有様である。


　ミミコは脱力しつつ、


「……駄だ目めだこりゃ」


　と極きわめて的てき確かくな総そう括かつを述のべた。


　しばらくすると、二人の決けつ闘とうを嗅かぎ付けたのか、あちらこちらのビルの陰かげから、野の良ら犬いぬが一匹二匹と姿を見せ始めた。コタロウが言っていた「徒と党とうを組んで」というのは、この犬たちのことなのだろう。


　もっとも他の犬は特に手て出だしをしない。のそりと腰こしを下ろして高みの見物を決め込んでいる。どことなく生活に疲つかれた中年サラリーマンの寄り合いのようだ。


　だが、他の犬を見たコタロウは、完全にビビッていた。おろおろ辺りを見回したあげく、


「兄者～」


　と、グズグズ涙なみだを浮うかべて兄を振り返る。


　ジローはしばらく、発はつ射しや台だいに乗ったミサイル弾だんのように、冷たく黙っていた。


　しかし、少しして――


「……いいでしょう」


　とつぶやいた。


　そのまま、ゆっくりと前に進み出る。全身からはち切れそうな怒ど気きが漂ただよっていた。そのくせ、顔には仮か面めんのように表情がない。


「代わりなさい、コタロウ。私がやります」


「ほんと!?　ありがとう、あに――」


　現げん金きんに顔を輝かしたコタロウだったが、すぐに驚いて目を剝むいた。


　ジローが、それまで抑おさえていた気け配はいを露あらわにしたのだ。


　それは、激はげしい怒りでできていながら、霜しもが降おりたように冷たい気配だった。


　見物していた野良犬たちが悲鳴を上げて逃にげ散った。コタロウからジローに注意を移うつしていた子犬も、思わず尻尾しつぽを丸めて後あと退ずさった。


「あ、兄者？」


「……コタロウはそこで見ていなさい」


　ジローが冷たく言う。


　子犬は、それでもなんとかその場に踏ふみとどまり、ウーッとジローに向かって唸り声を上げた。だが、その声はさっきまでと比くらべて明らかに力がない。自分が怯おびえているのを、必死で隠かくして威い嚇かくしているのがわかる。


　ジローは鼻で笑った。


「ほんと――生なま意い気きな犬ですね」


　つぶやいて、右足を振り上げた。


　軽い蹴けり――という以い前ぜんに、そもそも子犬には届いていない。


　なのに、巻まき上がった風ふう圧あつのみで、小こ柄がらな子犬は宙ちゆうに吹き飛ばされた。


　コタロウが息をのむ前で、二メートル近く上がって雑ざつ草そうの上に落ちる。落ちた後はバタバタ暴あばれて立ち上がり、火が点ついたようにワンワンと吠え始めた。逃げようとはしないが、怯えきっている。


「ふん。ちっぽけな野良犬が、よくも我わが血けつ統とうに恥はじをかかせてくれました。覚かく悟ごなさい」


　巨きよ人じんの如ごとき気配をまとったまま、ジローがゆっくりと近づいて行く。子犬の声が小さくなった。もう、ぶるぶる震えているのが、はっきりとわかった。


「ま、待って、兄者！　やり過ぎだよ！」


　コタロウが慌あわてて兄を止めた。


　ジローは、凍いてつくような目で弟をにらんだ。コタロウの顔面が引きつった。


「やり過ぎ？　なぜですか。この犬はまだ私に刃は向むかうつもりですよ？」


「だ、だって、そいつ、足を怪け我がしてるから逃げられないんだよ！」


　コタロウが叫んだ。


　言われて見ると、確かに子犬は左の後うしろ足あしをわずかに引きずるようにして立っている。そう言えば、最初にコタロウが喧けん嘩かで負けたとき、怪我を手当てしようとしたと言っていた。


　しかしジローは、


「どんな事じ情じようがあれ、この犬がお前を――ひいては我々を虚こ仮けにしたことは確かです。報むくいをくれてやるのは、当然のことでしょう」


　そう言って笑う。唇から牙きばがのぞいた。凶きよう相そうだ。コタロウの足が竦すくんだ。


「さて。どうしてくれましょう……そうですね。そのぬいぐるみ。コタロウにとって大事な物を食い破やぶってくれたのです。同じ目に遭あわせてやるとしますか」


　ジローが足を速める。子犬はぺたんと地面に腰を落とした。恐怖と緊きん張ちようのあまり、足が動かなくなったらしい。茶色い目が、逸そらすこともできずに、迫せまるジローを見つめている。


　と……


　その視線をコタロウの背中が遮さえぎった。


　コタロウは兄と子犬の間に、両手を広げて立ち塞がっていた。子犬は驚いて、さっきまでの喧嘩相手を見つめた。


　ジローが足を止めて弟をのぞき込む。


　コタロウは必死の表情で兄を見上げていた。ジローの視線が一瞬だけ下に向き、弟の膝ひざが笑っているのを確認して元に戻った。


「……なんの真ま似ねです、コタロウ」


　冷え切った声で尋たずねた。コタロウはゴクリと唾つばを飲み込み、慌ててわざとらしい笑顔を見せた。


「あ、あのさ、兄者。も、もういいよ。十分。ありがとう。あとはぼくがやるから」


「……兄の邪じや魔まをする、と？」


「そ、そう言う意味じゃなくて、その……ほらっ。やっぱり喧嘩に負けたのはぼくなんだから、最後はぼくがどうにかしなきゃいけないでしょ？」


「……お前が喧嘩をして、その犬に勝ってみせる。そういうことですか？」


「そうっ。その通りだよ！」


「では、いますぐにやりなさい。私の見ている前で、その犬を叩たたきのめすのです。さあ」


「そ、それは……」


　ちらっ、とコタロウは背はい後ごを振り向いた。


　後方では、小さくなった子犬が、彼をじっと見つめている。ついさっきまでは猛もう犬けんのように吠えていた犬が、いまは静かな目を――目の前の少年が自分にとってどういう存そん在ざいなのか見み極きわめようとする視し線せんを向けている。そこには、昨日までの敵てき意いはなくなっていた。


　コタロウは引きつった笑みを浮かべ、弱々しく兄に振り返った。


「……ごめん、兄者。もういいよ。喧嘩はやめる。ぼくたち、仲なか直なおりするよ」


　言いにくそうに……だがはっきりと兄に告つげた。


　ジローの眉がぴくりと上がった。同時に、話している間静まっていた気配が、怒りと共に膨ふくれあがった。


「おめおめ負けを認みとめると？」


「ち、違うよ！　そうじゃなくて……ぼくたちは友達になるんだっ。これからは仲良くするって言ってるんだよ！」


　コタロウが口答えした途と端たん、それまで子犬に向いていた戦意が、叩き付けるように彼に集中した。


　目の前で巨きよ大だいな火柱が上がっているようだった。ジリジリと全身が焙あぶられる気がした。


　コタロウの笑顔がいよいよ引きつって、泣き笑いのように崩くずれた。マリンブルーの瞳ひとみの奥おくで、何度も謝あやまろう謝ろうという考えが過よぎっては消える。


　コタロウは謝らなかった。


　無言のにらみ合いが続いた。コタロウにとっては永えい遠えんにも思える時間の末、ジローはフッと表情を緩ゆるめた。


　気配が消失した。プレッシャーが消え、コタロウはへなへなと両手をついた。それを見たジローが苦く笑しようを浮かべた。


「なんです、情けない。せっかく少ししかない気き骨こつを見せたのに」


「いや……だって……兄者が……」


　何もしていないのに、コタロウは疲ひ労ろうで息を切らせていた。


　その頰ほおに冷たい感かん触しよくがする。びっくりして顔を上げると、あの子犬が舌で舐なめていた。


「あ、こら。よせって。くすぐったい」


　そのままじゃれ合う二人を前に、ジローは肩かたを竦すくめた。


　その後ろに、それまで黙ったまま見守っていたミミコが近づき、


「ご苦労様」


　と肩を叩いた。


　実は、一ひと芝しば居い打つように進めたのは、ミミコなのである。


　ミミコも野良犬は嫌いだ。だが、無む益えきな争いは、もっと嫌いなのだ。なんといっても、彼女は調　停　員コンプロマイザーである。「調停」こそ、彼女の仕事であり、スタイルだ。


「ね？　上う手まくいったでしょ？」


「まあ、犬は本来、吸わ血れ鬼らの眷けん属ぞくですしね。仲間にするならそれもいいでしょう。とはいえ……」


　複ふく雑ざつな表情を浮かべて、ジローは足あし下もとで転げ回る一人と一匹ぴきを見た。


「どんどん軟なん弱じやくになって行く気がするんですがね。私の血統が」


「あら。そんなことないわよ」


　とミミコもコタロウたちを眺ながめながら答えた。不ふ審しんそうなジローに、得意気に請うけ負う。


「吸　血　鬼ブラツク・ブラツドの勇気と、護 衛クローザーの勇気は別物だもの。これからの時代。どっちがより重要で、しかも格かつ好こういいか。言うまでもないでしょ？」
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　異い文ぶん化か圏けんの交流は往々にして衝しよう突とつを生うむ。


　だが、その末にこそ、新あらたな文化は芽め生ばえるのである。困こん難なんなくして、得えるものはない。


　ただ、忘わすれてはならないのは、その衝突は最初の出会いに留とどまらないということだ。相そう互ご理り解かいには長い時間を必要とする。


　そしてもう一つ。歴史は繰くり返される、ということも忘れるべきではない。
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　カタカタカタカタ、カ、タ……


　二階の自室で仕事をしていたミミコは、堪こらえきれずにキーボードを打つ手を止めた。隣の応おう接せつ室しつから途と切ぎれることなく続いていた騒そう音おんが、急に消えたからだ。


　そして、静せい寂じやくの中から、ほのかに異い臭しゆうが漂ただよってくる。


「…………」


　ミミコは目を剣けん呑のんに据すわらせて、ゆっくりと立ち上がった。部屋を横切って応接室に続くドアを開ける。


　応接室は酷ひどい有様だった。絨じゆう毯たんは泥どろだらけであちこちに嚙かみ傷きずができ、ソファはひっくり返ってクッションが破やぶけ、お気に入りだったベンジャミンの鉢はちは、横倒だおしで涎よだれにまみれている。葉の多くは千ち切ぎられていた。


　そして、荒あれ果はてた部屋の中央では、唯ゆい一いつ無ぶ事じに残っていたテーブルの脚あしに、さっきまできゃんきゃん吠えていた子犬が、黙だまって用を足していた。


　怪け我がの治ち療りようのため、家に連れ帰ったのである。手当てはコタロウの担たん当とうとなったが、肝かん心じんの彼の姿が見えないのは、いま外に出ているからだ。数分前、「ソフトクリーム買ってくるから待っててね」と大声で子犬に叫さけんでいたのが、壁かべ越ごしにも聞こえていた。


　ミミコの姿を見た子犬は、嬉うれしそうに舌したを垂たらしながら足あし下もとにじゃれついた。一夜明けたいまでは、すっかり人に懐なついている。懐いていないのは、ミミコの方である。


「この……バカ犬があ……」


　ギリギリ奥歯を軋きしらせながら唸うなったが、子犬はその様子に気づきもしない。何しろ、演えん技ぎとはいえジローの激げき怒どを経けい験けんした犬である。ミミコが怒ったぐらい、屁へでもない。


　子犬は、用を足したばかりの股またをすりつけるように、ミミコにじゃれていた。ミミコのこめかみが、激はげしく痙けい攣れんしている。


　そこへ――


「……ミ、ミミちゃ～ん」


　とコタロウが帰ってきた。


　だが様子がおかしい。髪かみと服が乱みだれ、ヨレヨレになっている。手にはソフトクリームのコーンの部分だけを持ち、両手とほっぺに、無数のひっかき傷きずを作っていた。


「猫が……野良猫が、ぼくのソフトクリームを～」


「…………」


　涙声のコタロウに子犬が近づき、「クーン」と慰なぐさめるように声をかけた。それを見て、泣き出しそうだったコタロウが笑顔を見せた。


「うん。わかってるよ。安心して。きっとあの猫とも仲良くしてみせるから。だって、君ともこうして友達になれたんだもの」


　コタロウが言うと、子犬が嬉しそうに吠ほえて尻尾しつぽを振った。コタロウもにっこり笑い、


「ね、ミミちゃん」


　とミミコにも笑いかける。


　が、


「バカ者ー！」


「えっ？」


「猫にソフトクリーム取られて、おめおめ逃にげ帰ったですってえ!?　コタロウ君っ。君はそれでも吸血鬼なの？　それ以前に男なのっ？　恥はじを知りなさい、恥を！」


「ええっ!?　だ、だってミミちゃん――」


「問答無用！　いますぐ引き返して、その猫やっつけて来なさいっ。できるまでは、晩ご飯抜き！」


「えーっ！　そんな……この前と言ってることが違――」


「いーから、行け！」


　兄に勝まさるとも劣おとらない怒鳴り声を上げる。コタロウは一も二もなくすっ飛んで行った。





　日が暮れて起きだしたジローは、無む言ごんで椅い子すに座り、苛いら々いらと貧びん乏ぼう揺ゆすりをして空腹をまぎらわすミミコと、その前でさらに多くのひっかき傷を作ったままシュンとうなだれる弟を見て眉まゆをひそめた。


　事情を聞き、部屋の惨さん状じようを眺ながめる。


　そして、そのあとは差し出口を挟はさもうとはせず、ビルの外へ昨日の残り物を持ち出すと、独り黙だまって、乾かわいたそうめんを啜すすったのだった。
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インターミッション６











「ねえねえ兄あに者じやっ。兄者は犬と猫ねことどっちが好き？」


「犬です。古来吸　血　鬼ブラツク・ブラツドは野犬を眷けん属ぞくとし、手足の如ごとく使し役えきしてきました。吸血鬼なら犬。当然のことでしょう」


「あら。でも魔ま術じゆつとかだと黒くろ猫ねこのイメージだわ。魔女もそうだし。夜の住人ってことなら、猫なんじゃない？」


「それは偏へん見けんというものです。そもそも犬の方が良いではありませんか。従じゆう順じゆんで忠ちゆう実じつ。誠せい実じつにして勤きん勉べん。その上素す直なお。仲間にするなら、断だん然ぜん犬です」


「えー。でも犬ってなんか馬ば鹿かっぽいじゃない。その点猫はスマートよね。ちゃんと自分を持ってるっていうか。第一可愛いでしょ？　にゃあって鳴くのよ、にゃあって」


「犬だって、くーんと鳴きます。その上、尻尾しつぽをパタパタ振ふるのですよ？」


「まあまあ、二人とも。――でも、ミミちゃんさ。前に犬飼かってたって言ってなかったっけ？　なのに犬が嫌きらいなの？」


「別に、犬が嫌いって訳わけじゃないわよ。ジローさんが犬って言うから、猫だって悪くないって言ってるだけだもん」


「私だって別に猫が嫌いなんて言ってませんよ。ただ吸血鬼であるなら、猫よりは犬の方が使い勝手が良いと」


「うわ。打算的。やあねえ、愛のない生き物は」


「な、何を仰おつしやいます。役に立てばこそ愛着も募つのろうというもの」


「ふーん。――で？　コタロウ君はどっちなの？」


「ぼく？　ぼくはねえ――」


「クマ、でしょう？」


「ああっ。ひどいや兄者っ。せっかく会話の意表を突つこうと思ってたのに！」


　がっかりするコタロウに、ジローとミミコは顔を合わせ、それからやれやれと首を振る。


　椅い子すに座すわり、本を読みながら受け答えするジロー。その膝ひざ元もとにまとわりついてじゃれるコタロウ。ミミコは絨じゆう　毯たんにクッションを置いて、膝を崩くずしている。


　夕食のあとの、ごくたわいない団だん欒らんだった。




　




　　第七話　酔余餐戯スウイート・ゲーム










　ミミコの左手人差し指ゆびには、月に一度、必ず絆ばん創そう膏こうが巻まかれている。


　気にする者はほとんどいないが、それはなぜか、毎月決まって給きゆう料りよう日びの翌よく日じつだった。
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　ブツ


　と画が面めんが暗あん転てんし、キーボードを叩たたいていた指が動きを止めた。


　背はい後ごからは「あいたた」とつぶやく後こう輩はいの声が聞こえる。


「あーまたやっちゃった……でも、お茶運んでるときでなくってよかったあ。ラッキー、ラッキー」


　打てば響ひびくようなポジティブ・シンキングを披ひ露ろうし、楠くすのきヒバリは足に引っかけて引き抜ぬいたコンセントを、何事もなかったかのように差し直した。


「これでよし、と！」


　と両手をパンパンはたく。トレードマークの団だん子ご頭あたまが、ご機き嫌げんな感じで左右に揺ゆれてた。


　普ふ段だん通り人気の少ない『カンパニー』調ちよう停てい部ぶの事務室。いまいるのは、報ほう告こく書しよを作成中のミミコと、電話番のヒバリだけだ。


　一方ミミコは、指先と顔面を硬こう化かさせたまま、ブラック・アウトしたパソコンのディスプレイを見つめていた。


　最後にセーブしたのは……お昼休みの前だ。つまり午後の仕事は全部パー。


「……あのさ。ヒバリちゃん」


「はい？　なんですか、ミミコ先輩？」


「殴なぐっていい？」


「えー？　駄だ目めですよー、そんなの。仕事が捗はかどらないからって、パソコンに当たるのは良くありません」


　真ま面じ目めな顔をしてきっぱりと、ヒバリはミミコをたしなめた。ナチュラルに嫌いやみをスルーしている辺り、ただ者ではない。


　ミミコは諦てい観かんに満ちたため息をついて、淀よどんだ視線を後輩に投げた。


「……で？　さっきから何をゴソゴソしてるの？」


「もちろん、お仕事です！」


「電話、一回も鳴ってないと思うけど」


「荷物の整理ですよ。あれ？　ひょっとして先輩、まだ聞いてないんですか？」


　ミミコが怪け訝げんな顔をすると、たちまちヒバリは両目を輝かがやかせた。こう見えても社内きっての噂うわさ好ずきなのだ。そそくさと顔を近づけると、耳打ちするように喋しやべり出した。


「ほら。経けい理りに木きの下したさんっていたじゃないですか。四角い眼鏡めがねの、ちょっとお堅かたそうな」


「ああ、あの人ね。前にラーメン代、経費に認みとめてくれなかったことあるわ。酷ひどいと思わない？　張はり込み中の夜や食しよくだったのに」


「いや、そんなみみっちい話は置いといてですね」


「え、みみっちい？　そんなことないわよ。だってあのときあたし、経費と思ってチャーシュウ三人前ものっけてもらったのよ？」


「で、ですね。その経理の木下さんなんですけど――」


「いやいや、ほんとみみっちくないんだって。ジローさんやコタロウ君まで味あじ付つけ卵たまご追加したんだから。全部で――えーと、ニボシ亭ていの醬しよう油ゆラーメンが普通ので六百円だから……」


「なんとっ、吸　血　鬼ブラツク・ブラツドの女の人とつき合ってて、ずっと血ちを吸わせてたんですって！　周りにばれないよう、もう三か月も！」


「チャーシュウ三人前に味付け卵二個で……って、ええっ!?」


　指折り計算していたミミコが、思わずヒバリの顔を凝ぎよう視しした。ヒバリは頰ほおを紅こう潮ちようさせて、うんうんと頷うなずく。


　ミミコもつい声をひそめ、


「そ、それって拙まずいんじゃない？　『カンパニー』の職しよく員いんが吸血鬼に血をあげたら……」


「だ、か、ら、こうして荷物の整理をしてるんじゃないですかっ。本土の支し店てんへ転てん勤きんになっちゃったんですよっ」


「あっらー……」


「ねっねっ、すごいでしょ？　あんな真ま面じ目めそうな人なのに。あ、でも、前々から噂はあったんですよ。木下さん、最近妙みように顔色が悪かったし、いつもぼんやりしてたじゃないですか？　そしたら、やっぱりっ。一昨日、仕事中に貧ひん血けつで倒たおれたんですって」


　ヒバリはいつになく興こう奮ふんしてはしゃぐように言った。ミミコはいよいよ声を低ひくくする。


「……それってひょっとして」


「はい。供血中毒デイナー・ホリツクだそうです」


「そ、そう……」


　とミミコは強こわ張ばった笑えみを浮うかべた。


　吸血鬼に血を吸われた人間は、非常な快かい感かんを得えられる。性せい的てきな快感に近いもので、肉体的にはさほど問題はないのだが、精せい神しん的てき中ちゆう毒どく性せいがあるのだ。快かい楽らくに溺おぼれてしまうのである。


　そのため、『カンパニー』は職員に対し、吸血鬼に血を与あたえる行こう為いを禁きん止ししている。特に、吸血鬼と接せつする機き会かいが多く、彼らとの間に利り害がい関係が生じやすい調　停　員コンプロマイザーは、厳きびしく禁じられていた。


「……そっかー……転勤かあ……」


　なぜか暗い表情でミミコはぼそりとつぶやいた。


「ちょっと可か哀わい相そうですよねー。好きになった人が、たまたま吸血鬼だったってだけかもしれないのに」


「んー、まあ仕方ないでしょうね。血に溺れてるようじゃ、『カンうパニちー』の仕事は務つとまんないもの」


「へえ。先輩ってば、意外とドライ」


「そりゃ、これでもこの仕事長いもん」


　ミミコは平静を装よそおって、もっともらしく偉えらぶった。


　両種族の間に立つだけに、『カンパニー』の立場は微び妙みようだ。人間にも吸血鬼にも。常つねに公平であることを求められているのである。


　しかしヒバリは、うふふと笑いながら、


「とか言って、先輩も～」


　と、ミミコの肩かたを突つっついた。


「駄目ですよ～。いくら気持ちいいからって、ジローさんに血をあげたりしたら」


「ギク」


「ぎく？」


「あ、や、その……ぎ、聞ぎくようなことじゃないでしょ、そんなこと！　あたしは調　停　員コンプロマイザーなんだからさあっ」


「ふふ。そうですよね。調　停　員コンプロマイザーが血をあげたりしたら、転勤どころか即クビですもん」


「そうそうっ。やーねーヒバリちゃんったら。あははー」


　やたら不自然な笑みを浮かべ、ミミコは左手で頭を搔かく。「解ク雇ビ」の一言に、笑みのぎこちなさが一いつ層そう強つよまっていた。


　ヒバリも舌したを出し、


「えへ。ごめんなさい。ただの冗じよう談だんですから――って、あれ？　先輩、左手の指どうしたんですか？　絆創膏なんか貼はっちゃって」


「ドキ」


「どき？」


「え、と、その……ど、研どぎ立ての包ほう丁ちようでご飯はん作ってて、切っちゃったのよ！　指を！　ニンジン硬かたくってさあ。てへへー」


　無む闇やみに陽よう気きな笑みを湛たたえ、ミミコは左手を素す早ばやく後ろに回した。見るからに怪あやしい仕し草ぐさだったが、ヒバリは納なつ得とくしたようだった。


「あ、なるほど。包丁で。わかります。私もよく手を切っちゃいますから――ん？　そう言えば先輩、先月も同じとこに絆創膏してましたよね……あれ？　先々月も確か月末ごろに……」


「ビクビクゥ」


「びくびくぅ？」


「あーもうっ。いいでしょ、別に。あたしはその――不ぶ器き用ようなのよっ。手て先さきがっ。結けつ構こうしょっちゅう切っちゃうのっ」


「ははあ。それでよく会社の救きゆう急きゆう箱ばこから絆創膏持って帰ってるんだ」


「な、なんでそんなこと知ってるのよ、あんたっ!?」


「サキ先輩なんか呆あきれてましたよ。スワン先輩は笑ってましたけど」


「しかもチクってるし……」


　ミミコはがっくりとうなだれた。ヒバリはガッツポーズで、


「ドンマイです、先輩！　今度愛あい用ようの防ぼう刃じんグローブお貸ししますよ。なんと防ぼう水すい性せいな上に耐たい熱ねつ性せいなんです。これでお料理もへっちゃらです」


「……あなた、防刃グローブはめて料理してるの？」


　壮そう絶ぜつね、との感想をのみ込むミミコに、「いいでしょう」とヒバリはにっこり微笑ほほえむ。


　それから幾いく分ぶん真面目な顔に戻もどり、


「でも、ジローさん。血とかどうしてるんですか？」


「ああ。えーと、主に血けつ液えきパックだけど」


　ミミコはそう説明して肩を竦すくめた。


『カンパニー』は別べつ名めい義ぎで血液センターを運営している。何しろ、数多くの吸　血　鬼ブラツク・ブラツドを抱える特とつ区くだ。血を巡めぐるトラブルは枚まい挙きよにいとまがない。そこで、彼らの「渇かわき」を少しでも抑おさえるため、センターで生成した血液パックを供きよう給きゆうしているのである。ミミコがジローに渡しているのも、同じ物だった。


　しかし、ミミコの説明に、ヒバリは目を丸くした。


「えー。血液パックだけで我が慢まんしてるんですか？　ジローさん？」


「ま、まあ、あれで護 衛クローザーだしね。あんまり大っぴらに吸すわれるのも困るし……」


「でも、ジローさん。古　　　血オールド・ブラツドって言っていいぐらいの吸血鬼なんでしょ？　そういう大物な人って、普通、血液パックなんか、見み向むきもしないじゃないですか？」


　ヒバリの言うとおり、血液パックは味が悪いらしく、吸血鬼たちの評ひよう判ばんはよろしくない。実じつ際さい、血液パックに満まん足ぞくできない連中が多いからこそ、ミミコたち調　停　員コンプロマイザーの仕し事ごとも減へる気け配はいを見せないのである。


「それは、その……た、たまには吸ってきてるみたいよ」


「ああ、そうなんですか。にしても、たまにって、やっぱり自分や先輩の立場を気き遣づかって我慢してるんだ。偉えらいなあ、ジローさん」


　偉い偉いと繰くり返す後輩に、ミミコは「うん、まあ……」と複ふく雑ざつな面おも持もちで返へん事じをした。


　それからヒバリは、ひとしきり木下情じよう報ほうを公開したあげく、ミミコの態たい度どには気付かないまま満足して仕事に戻った。


　ミミコはこっそりと息を吐はき出し、人差し指の絆創膏を眺ながめた。


　包丁で切ったというのは、もちろん出で任まかせだ。絆創膏で隠かくしているのは、他ほかでもないジローの嚙かみ傷である。


　ただ、怪け我がと言うほどの怪我でもない。ほんの些さ細さいな、傷きず跡あとに過ぎなかった。


「……我慢……してるんだろうなあ。やっぱり」


　ぼんやりつぶやいたあと、ハッとして首を振る。


「いやいや！　下手な同どう情じようは禁きん物もつよ、ミミコ。こっちは自分の職まで懸かけてんだから」


　この上同情なんてとんでもない、とミミコは自みずからに言い聞かせた。


　血は、いわば給料の一部だ。吸血鬼にとって生命いのちの糧かてだとか、そんな重い話題とは関係ない。ましてや、気持ちいいからどうだなんて、まったくもって見けん当とう外はずれである。


　これは単なる労働の対たい価かなのだから。


「そうそう。ビジネスよ、ビジネス。それも至し極ごく適てき正せいな。そもそもあいつ、いつも平へい然ぜんとしてるじゃない。問題なんか、なしっ」


　と、ミミコはきっぱり断だん言げんした。
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「この……飽ほう食しよく若わか造ぞうぉーっ！」


「うわああ！　待て、待ってくれ！　オレ別に、悪いことしてないじゃんっ」


「何をこの、ぬけぬけとっ！」


　顔がん面めん蒼そう白はくの若わかい吸　血　鬼ブラツク・ブラツドに、ジローのアッパーカットが炸さく裂れつする。吸血鬼はハイジャンプの世界記録に挑いどめそうな軌き道どうを描えがいて、ドッと地面に落下した。


　見守っていたコタロウが、いつもの笑顔でぱちぱちと拍はく手しゆを送る。ミミコは半笑いのまま、頰ほおをひくひく引きつらせていた。


　ジローは般はん若にやの如ごとき形ぎよう相そうで、指を鳴らしながら横たわる吸血鬼に近づいた。


　黒くろ髪かみ黒目の涼すずやかな顔が、怒いかり一色に染そまっている。長身を包む赤いスーツが、炎ほのおのように揺ゆらめいていた。


　最近、目に余あまるほど血を吸い歩く転びたてアンダー・イヤーがいる。そんな情報を得て調ちよう査さに乗り出したミミコたちである。情報に間ま違ちがいはなく、ターゲットの吸血鬼は、目につく人間を手て当あたり次し第だいに襲おそっていた。多た彩さいな話わ術じゆつで気を許ゆるした女じよ性せいに催さい眠みんをかけたり、酔よった男性に近づき睡すい眠みん薬やくを嗅かがせたりと、そのやり口はなかなかに巧こう妙みようである。ミミコらが監かん視しを開始してからまだ四時間だというのに、すでに三人もの人間から血を吸っていた。


　そして、四人目の犠ぎ牲せい者しや――水商売らしき女性に声を掛けたところで、我慢できなくなったジローが飛び出したのである。女性はジローの形相を見て、一目散に逃にげて行った。


「……ひ、ひでーよ。なんでオレがこんな目に……」


「黙だまりなさいっ。大人しく見てれば次から次へと――一ひと晩ばんに何人血を吸えば気が済すむのですか!?」


「な、なんだよ、それ？　いいじゃねーか。ちゃんと相手にはバレないように上う手まくやってたろ？　『カンパニー』だって吸血鬼の吸血は見逃すんじゃねーのかよ？」


「限げん度どというものがありますっ。しかも貴き様さま、ここ三日毎晩人の血を吸ってるそうではありませんかっ」


「た、食べ盛ざかりなんだよ！」


「血液パックがあるでしょう！」


　ジローが両目を怒らせて怒ど鳴なると、吸血鬼は急に馬ば鹿かにするような顔つきになった。


「おいおい、参まいったな。止よしてくれよ、そういうの」


　と開き直ったように反はん論ろんする。


　そして、やけに訳わけ知しり顔を作ったかと思うと、


「なあ。あんたのこと知ってるぜ。あんた、あの『銀ぎん刀とう』だろ？　いまは『カンパニー』で調　停　員コンプロマイザーの護 衛クローザーやってるって聞いたけど、ホントなら超ちよう大おお物ものじゃん。その、あんたほどの大物が、何もオレみたいな雑ざ魚こを相手にすることねーでしょうに」


　と取り入るように下手に出た。ジローが反はん応のうして拳こぶしを止めたのを見ると、チャンスとばかりに立ち上がって続ける。


「『カンパニー』だって、あんたを無む下げにするわけねーし、いまだってＶＩＰ扱あつかいなんだろ？　毎日美女侍はべらせて、血を吸ってんだろ？　羨うらやましい話じゃんか。いやあ……オレもあやかりたいよ」


「…………」


「あ、もちろん、オレは身を弁わきまえてるよ？　だからいまだって、手の出せる範はん囲いで堪たえ忍しのんでるわけよ。な？」


「…………」


「でもよー。さすがに、血液パックはねーだろ？　もち、『銀刀』ともあろうお方が、あの味を知ってるわけねえとは思うけど、吸血鬼が口にするような代しろ物ものじゃねえぜ、あれ？　あんなもんちゅーちゅー吸って満まん足ぞくしてるやつなんかいねーよ？　ホント、マジどうしようもねえんだから、あればっかりは！」


「…………」


「なー。頼たのむよ、『銀刀』さん。見み逃のがしてくんねーかなあ？　想そう像ぞうしてみてくれよ。ろくな血も吸えねえで、せめて量で我慢しようとしてる、転びたてアンダー・イヤーの哀あわれさをさ。こう……恵めぐまれてる者の慈じ悲ひの心っつーか、富とめる者の博はく愛あい精神っつーか――」


「……プチ」


「ぷち？」


　気安い口を利きいていた吸　血　鬼ブラツク・ブラツドが、きょとんとしてジローを見る。


　いつしかうつむき、肩を震ふるわせていたジローは、突然、ふらっとよろめくように後ろに下がった。


　そして、強ごう弓きゆうを引くように身をかがめ、身の毛がよだつ笑みを見せる。


「……この」


　と地を蹴けり、身体からだを捻ひねり、


「身みの程ほど知しらずがあ！」


　高々と振り上げた右足を、吸血鬼の延えん髄ずい目がけて一気に蹴り下ろした。


　吸血鬼は「ゴフウッ!?」と悲ひ鳴めいにならない叫さけびをもらして、地じ面めんに叩たたき付けられた。轟ごう音おんと共にアスファルトが陥かん没ぼつし、舗ほ道どうの端はしまでひび割われが走った。
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「ローリングソバットだあ」


　コタロウが、拍はく手しゆを飛ばし、ミミコが「うわ」と思わず顔を覆おおう。


　吸血鬼は一いち撃げきで虫の息となった。助けを求めるように差し伸ばした手が、細かく痙けい攣れんしている。


　が、ジローは泡あわを吹く吸血鬼に、容よう赦しやなく靴くつ底ぞこを踏ふみ下ろした。


「クソ生なま意い気きな口を叩いたのは、この口ですかっ、この口ですかっ」


　一度や二度ではない執しつ拗ような攻撃である。相当に質たちの悪いヤクザでも、ここまではしない。


「ええい、まどろっこしいっ。コタロウっ。『銀刀』を寄よ越こしなさいっ」


「はーい」


　と、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美び貌ぼうに無む邪じや気きな笑みを湛たたえて、コタロウはスキップしながら兄の元に駆かけつけた。彼が背せ負おっているのは、身の丈ほどもあるクマのぬいぐるみテデイ・ベア――バウワウ卿きようである。


「はい、兄あに者じや」


　とコタロウが回れ右をする。


　ジローがバウワウ卿の口に手を突つっ込こみ、中から一本の刀を引き抜いた。ぬいぐるみの中にしまっていた、彼の愛刀、『銀刀』である。


「……さて」


　ジローは銀刀を夜空にかざすと、足あし下もとの吸血鬼を氷点下の瞳ひとみで見下ろした。


　瀕ひん死しの吸血鬼が思わず震え上がる。


「な、何する気だよ!?」


「……そんなにがぶ飲のみしては腹はらに溜たまって苦しいでしょう。パックリかっ裂さいて、血を抜いて、少しは楽にして差し上げます……」


　クックッと冷れい笑しようし、鈍にぶく光る刀とう身しんに舌したを這はわせるジロー。その隣となりではコタロウがよくわからないまま、ニコニコ天使の笑みを浮かべて、吸　血　鬼ブラツク・ブラツドを眺ながめている。あれだけ血を吸ったにもかかわらず、吸血鬼の顔からは、一いつ切さいの血の気が失うせていた。


「……いざっ」


「兄者、ファイト！」


「ひいい！」


　ジローが銀刀を振りかぶり、コタロウがそれを応援し、吸血鬼が失しつ禁きんする。


　そこへ、見かねたミミコが割って入った。


「それまでよ、ジローさん！」


「なんです、ミミコさん！　邪じや魔まだてしますかっ？」


「落ち着いて。もう十分よっ。血を吸うこと自体は『カンパニー』だって黙もく認にんしてるんだから」


「私は『カンパニー』の先せん兵ぺいとして刀を振るっているのではありませんっ。これは天てん誅ちゆうですっ。一吸血鬼としての制せい裁さいなのです！」


「それこそ問題でしょうがっ。ほら。あんたも。これで懲こりたでしょ？　当分は血液パックで我慢しなさい。いいわね!?」


　ミミコが肩かた越ごしに怒ど鳴なると、吸血鬼は壊こわれたようにガクンガクンと首を縦たてにした。そして、あれだけの攻撃を食らった直後とは思えぬ動きで、命からがら逃げ去っていった。


　ジローはまだ納なつ得とくできぬ視線を向けていたが、


「ちっ、ちっ」


　と幾いく度ども舌打ちしながら、嫌いや々いや刀を収める。余よ程ほどかんに障さわったらしい。


「まあ落ち着いてよ、ジローさん。らしくないわよ？」


　ミミコが咎とがめると、ジローは口をヘの字に曲げた。


「ミミコさんは甘あまい。ああいう自じ覚かくのない転びたてアンダー・イヤーをのさばらせては、特区は成なり行ゆかなくなります」


「そりゃあそうだけど……あんだけお灸きゆう据すえれば大丈夫よ」


　そう言いながらも、ミミコは横目にジローの様子を盗ぬすみ見た。さっき吸血鬼が口走ったのは、昼間のヒバリとの会話にも通じるデリケートな問題だ。もっともらしくジローを諌いさめてみても、内ない心しんは気が気でない。


　すると、


「ねえ、兄者」


　とコタロウが兄を見上げて尋たずねた。


「血液パックって、ときどき兄者が吸ってるビニールのやつだよね？　あれってそんなに美お味いしくないの？」


　不思議そうに首を傾かしげるコタロウに、横で聞いていたミミコが硬こう直ちよくした。


　弟の質問に、ジローは口をヘの字にしたまま、眉み間けんに皺しわを寄せた。


　そして、ぶっきらぼうに言う。


「味の問題ではありません。吸血鬼たるもの、血にはもっと敬けい意いを払はらうべきなのです」


「……てことはやっぱ不ま味ずいのね……」


「ん？　なんです、ミミコさん？」


「な、なんでもないわよ。さ、仕事終わったし、今日はもうお終しまい。家に帰りましょ」


　慌あわてて誤ご魔ま化かすと、ミミコは一方的に背を向けて歩き出した。


　ジローとコタロウは、なんだろう、と顔を見合わせたが、結局ミミコのあとに続いて家路についた。
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「はああ……」


　と自室の椅い子すに腰を落とし、ミミコは力無くため息をついた。昼間書けなかった報ほう告こく書しよを書かねばならないのだが、どうにも気力が湧わかない。


「我が慢まん、か……」


　調　停　員コンプロマイザーといっても、所しよ詮せんは人間である。噂に聞く「渇かわき」の辛つらさも想像することしかできない。


　だが、飢うえることの苦く痛つうは、ミミコも身に染しみて知っていた。食べたくても食べられない苦しみ。それを、己おのれの意い志しのみで律りつするのは、並なみ大たい抵ていのことではない。


「……なーんて、大げさよ。ジローさんの場合、血液パックだってあるんだし、飢えて死ぬわけじゃないんだから……」


　ミミコはつぶやいたが、その声は、自分でさえ納なつ得とくさせられないほど頼たよりなかった。


　それに、食べられない辛さというのは、何も空くう腹ふく感かんだけではない。


　ミミコはストリートで暮くらしていたころを思い出した。日曜の昼下がり。お腹なかが空すかないよう公園のベンチでじっとしていた彼女の目には、芝しば生ふの上に広げられたピクニックのご馳ち走そうがとても眩まぶしく映うつったものだ。


　タコのウィンナーに、兎うさぎの林りん檎ご。丸い卵たまご焼やきに三角のおにぎり。そして、それを食べられる笑顔の家族連れと、それを食べられない独ひとりぼっちの自分。そのとき感じた惨みじめさは、空腹感以上に耐たえ難がたいものだったはずだ。


　ジローはどうなのだろう？


　結局仕事の続きを諦あきらめ、ミミコはベッドに身を投げ出した。


　うつぶせのまま左手の人差し指を見つめる。しばらく見た後で絆ばん創そう膏こうを剝はがす。


　嚙み傷はとうに消えていた。当然だ。ジローに今月分の血をあげたのは三日前だし、彼ほど長く生きている吸血鬼なら、なかなか治らないような嚙み傷を作ることもない。それ以前に、そもそも大した量を吸ったわけでもないのだ。


　これは彼の仕事に対する報ほう酬しゆうなのだ。ミミコとしては、もっと吸われても構わないとさえ思っているのである。


「……別に遠えん慮りよすることないのに」


　と口にした途と端たん、


　――『駄だ目めですよ～。いくら気持ちいいからって、ジローさんに血をあげたりしたら』


　ヒバリの台詞せりふが甦よみがえり、ミミコの顔が真っ赤になる。


「ああもうっ。だから、そーゆーんじゃないんだってば！」


　起きあがり、バフンバフンと枕まくらをベッドに叩たたき付ける。


　ヒバリは、ジローがミミコの立場を考えているのだ、と言った。まさかそんなと思う一方で、本当にそうなのかもしれないとも感じている。


「だったら……どっか他ほかのとこで、別の誰かの血を吸ってくればいいじゃない……」


　それでも自分は怒おこったりしない。人間を不要に傷きずつけたりしない限かぎり、『カンパニー』は吸きゆう血けつ行こう為いを認みとめているのだ。そうである以上、調　停　員コンプロマイザーである自分だって、怒るわけがないのである。ジローも当然、その暗あん黙もくの了りよう解かいは心得ているはずだ。


　が、そう考えつつも、ミミコは自分の口から、


「お腹が空いたら、他の人の血を吸ってきなさいよ」


　とはジローに言っていなかった。


　余よ所そでジローが血を吸おうと構わない。これは、紛まぎれもないミミコの本心である。


　なのに、それを自分から勧すすめることは、どういうわけかできずにいるのだ。


「うー」


　とミミコは顔をくしゃくしゃにして唸うなった。


　考えれば考えるほど、頭の中がこんがらがり、胸むねの奥おくがもやもやする。ミミコは再ふたたびベッドに横たわり、枕を胸に抱だいて幾いく度ども寝ね返りを打った。


　と……


　その動きが止まる。


　気がつくと、ミミコは部屋の隅すみ――クローゼットを凝ぎよう視ししていた。


「むー」


　と、さっきより複ふく雑ざつな――なんだかいまにも泣き出しそうな唸り声を上げる。
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「ええい、ままよ」


　とミミコはベッドから跳はね起き、勢いきおい良くクローゼットの扉とびらを開けた。
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　時計が日付の変へん更こうを告げる。


　ジローは読んでいた本を閉とじると、ソファから立ち上がり、テレビの前で舟ふねを漕こいでいるコタロウの元に歩み寄った。


「コタロウ。もう寝なさい」


「……あ、兄者……もうちょっとだけ……」


　起こされたコタロウが、半分閉じた目で兄を見上げる。


　ジローは昼間寝て夜の間あいだ起きている。そのため、コタロウは兄のような吸　血　鬼ブラツク・ブラツドに近づこうと、毎晩完全に睡すい魔まに負けるまで、夜よ更ふかしに挑いどんでいるのである。


　ジローはいつも通りの苦く笑しようを浮かべ、


「いいから寝なさい。そんな様子で無理に起きている方がだらしないですよ」


「……そう……わかった……」


　コタロウは目を擦こすりながら頷うなずいた。大きく欠伸あくびをして立ち上がる。ジローがテレビを消し、「ほら。寝る前に歯を磨みがいて」と弟を促うながした。


　が、不ふ意いに後ろを振り返った。


　兄弟が寝起きしているのは、段だんボールに囲かこまれた古ビル一階の倉庫部である。


　その、仕切り替がわりの段ボールへと、ジローは視線を向けていた。ちょうど、ミミコがいる二階へ続く階段がある辺りである。


「…………」


　と不思議そうな顔をする。


　そんな兄の仕し草ぐさに気付かぬまま、


「ねえ、兄者」


「……なんです？」


「血ってそんなに美お味いしいものなの？」


　さっきの一件がまだ気になっていたのか、コタロウはそんな質しつ問もんをした。


　その瞬しゆん間かん、段ボールの向こうから、息をのむ気配がした。それはごくわずかな動どう揺ようの気配だったが、ジローにすれば容よう易いに感知できる反はん応のうだった。


　どうやら、気になっていたのは、弟だけではなかったようだ。弟ともう一人。その両方に対する苦笑を浮かべ、ジローは少し声を大きくして答えた。


「ええ、そうです。吸血鬼われわれにとって、血は何物にも代かえ難がたい、最上の美食ですよ」


「へー」


　それまで眠ねむたげだったコタロウが、目の覚さめたような顔をする。同時に、段ボールの向こうの動揺が激はげしさを増した。


「でも、お前にはまだ早いでしょうね」


「えーっ。なんでさ？」


「あれはね。人間にとっての酒さけと同じなのです。慣なれぬ者には苦いだけだし、慣れすぎれば毒になる。浴あびるように飲めばそれに溺おぼれる一方で、わずかな美酒が百薬の長と讃たたえられることもあるのです」


　ジローは身を屈かがめて弟の髪を撫なでた。


「さっきのお馬ば鹿かさんにはわかりますまい。そのリスクと味わいを理解する者は、無む闇やみに人に手出しすることもなければ、徒いたずらに貶おとしめることもないのです。ましてや私など舌したが肥こえてますからね。ときどきのどが渇かわくこともありますが、それでも良い酒を求めてしまうのです。我ながら贅ぜい沢たくだと思いますよ」


　兄の言葉に、コタロウは「ふううーん」となんとなく感心した風だった。


「兄者ってグルメなんだ？」


「たぶんそうなんでしょうね。さあ。もう寝る時間です。準じゆん備びなさい」


　コタロウは頷いて段ボールの裏うらに回る。そして、そこで足を止めた。


「あれ、ミミちゃん？　まだ起きてたの？」


「う、うん。ちょっとね……」


　現あらわれたミミコはキャミソールのような部屋着を着て、両手に冷えた缶かんビールとワインを持っていた。


　なぜかやたら面おも映はゆいといった様子で、


「なんか妙みように蒸むし暑あつくて、眠れなくってね。それでその……なんだ。お酒でも飲んでみようかと思ったんだけど、独ひとりで飲むのもなんだしなーなんて」


　言い訳わけのように弁べん解かいしながら部屋に入り、上うわ目め遣づかいにジローを見る。


　ジローはとぼけた態たい度どで、


「そう言うわりにはミミコさん。もう顔が赤くなってますよ。先に上で飲んでたんですか？」


「えっ!?　そ、そう？　うん、まあ、一いつ杯ぱいだけね」


　アハハといよいよ真っ赤になるミミコ。ジローの苦く笑しようが温かみを増ました。


「わかりました。そう言うことでしたら、喜んでつき合います。私もいつも夜は独りですし、ミミコさんと飲むのも悪くない」


「えーっ。いいなー。二人だけー」


　コタロウが頰ほおを膨ふくらませると、ジローは弟に「お前もつき合いますか？」と声を掛けた。


　コタロウは目を輝かがやかせた。


「いいの!?」


「構いませんよ。せっかくのミミコさんのお誘さそいです。たまにはこんな夜もいいでしょう。それに……」


　とジローは意い地じの悪い笑みを浮かべる。


「どうせお前が酒を飲んでも、顔をしかめるだけなんですから」


　事じ実じつ、その通りだった。
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「……ミミコさん。ミミコさんってば」


「……むにゃー。もう飲めなーい」


「また……マンガみたいな寝ね言ごとを。いくら暖あたたかいとはいえ、こんなところで寝たら、身体に良くありませんよ？」


　ジローは丁てい寧ねいにミミコの身体を揺ゆすったが、


「……ううん」


　と身じろぎするばかりで、一向に起きる気配はない。


「やれやれ」


　ジローは呆あきれて息をついた。


　時じ刻こくはすでに深夜三時。テーブルと絨じゆう毯たんの上には、空き缶かんや空き瓶びんが転がっている。コタロウはとっくの昔に寝ね床どこへと引っ込み、部屋にいるのはワインを舐なめるジローと、酔よいつぶれたミミコの二人だけだった。


「ずいぶん飲んだものですね。そんなにあの若わか造ぞうの台詞せりふを気に病やんでたとも思えませんが」


　ジローは部屋を見回して感想をもらした。しかし、すぐにそうではないと自みずから否ひ定ていした。


　さっきの件はきっかけに過すぎまい。おそらく、ミミコなりにずっと以前から気にしていたのだろう。


「まったく……つくづく人の良い調　停　員コンプロマイザーですよ。あなたは」


　ジローは、ふふんと皮ひ肉にくっぽい微び笑しようを浮かべた。


　さっき言ったことは噓うそではない。ミミコの血は稀まれに見る優すぐれた血だ。美味であることも確かな事実だし、わずかな量でも豊ゆたかな力を与えてくれる。ジローが血に飢うえずに済すんでいるのは、彼女の血のおかげなのだ。


　だが、それがすべてというわけでもない。


　吸きゆう血けつ鬼きが「血を欲する」のは本ほん能のうだ。吸血鬼に流れる『ブラック・ブラッド』と呼ばれる血が、人に流れる『レッド・ブラッド』を求めるのである。


　味がどうだの、量がどうだのという以前に、それは「吸血衝しよう動どう」として吸血鬼の存そん在ざい自じ体たいを支し配はいしている。吸血鬼である限かぎり、その渇かつ望ぼうから解放されることはあり得ない。


　理り屈くつではないのである。


　しかし、本能にただ流されていては、吸血鬼は生きていけない。嘆なげいても始まらない。それは吸血鬼の宿命なのだ。


「さあて」


　ジローはワインを飲み干すと、ミミコを抱き上げて部屋を出た。階段を上って彼女の部屋に入り、寝しん室しつのドアを開ける。


　寝室は窓が開いていた。


　外は晴れ、空には月が見える。


　カーテンが音もなく揺れている。真夜中になっても熱気の残る室内に、わずかな外気が涼りようを運んでいた。


　ジローはミミコをそっとベッドに下ろし、身体にシーツを掛けようとした。


　再び微び風ふうがカーテンを揺らす。


　月光が差し込み――


　ジローの手が止まった。


　心ここ地ちよい涼風。ミミコは健すこやかな寝ね息いきを立てている。


　安らかなミミコの寝顔を、青い月光が白く照らしていた。


　ミミコが着ているのは、キャミソールのような柔やわらかな部屋着。その剝むき出しになった肩を――うなじを――肌はだを――月光が滑すべり落ちていく。


　ヤバイ、と思ったときには、身体の芯しんに黒い衝しよう動どうが脈打っていた。


　シーツを持つ指先が強こわ張ばった。我われ知しらず唾つばを飲み込む。自分の中の黒い血が、鎌かま首くびをもたげるのがわかった。瞳ひとみが怪あやしく輝き出して、牙きばが唇くちびるからのぞくのがわかった。呼こ吸きゆうが乱みだれた。


　ジローはもう一度指に力を込めた。シーツを掛けて首くび筋すじを隠かくそうとし、しかし、できなかった。指先が勝手に動いてシーツが床に落ちた。視線は張り付いたように、ミミコの肌から離はなれなかった。


　止よせ、と自らに念ねんじる。だが、その声は遥はるか遠くに聞こえる。


　気が付くと、ジローは両手をベッドの上についていた。真ま下したにミミコの寝顔。身体からだが独りでに身を屈め、無む防ぼう備びな彼女の上に覆おおい被かぶさっていく。
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　意い識しきが遠のくような感じがして、ジローはミミコのうなじに吸い寄せられた。


　唇がうっすらと開き、白い牙が月光に輝いた。


　吐と息いきがもれ、ミミコの肌を撫なでる。


　その瞬間、


「――んんっ」


　とミミコが声をもらし、身体を微かすかに身じろぎさせた。


　我に返ったジローが、慌あわてて身を退ひく。


　そのまま、どちらも動かなかった。


　ジローは――まるで悪いた戯ずらがバレた少年のような顔で、わずかに赤くなりながらミミコの寝顔を見つめた。


　ミミコは動かない。目を閉じ、黙だまって眠っている。


　だが、注意深く見てみれば、その唇は不自然に固かたく結ばれ、目ま蓋ぶたがほんのわずかに痙けい攣れんしているのがわかった。しかも、それは段だん々だん顕けん著ちよになりつつあった。


　それでもミミコは動かない。いつしか顔に汗あせが浮かび出したが、頑かたくなに目を閉じている。


　ジローは唇を曲まげた。


　自じ嘲ちようでも照てれ隠かくしでもない笑みが、どこからともなく突き上げてきた。


　本当に――なんと人の良い調　停　員コンプロマイザーもいたものだろう。


　ジローは身体の奥に発生した衝動を、無む理り矢や理りに押さえ込んだ。ゆっくりと、力ちから尽ずくで。そうすることを逆ぎやくに楽しむかのように。


　そして、背せを伸ばし、姿し勢せいを正ただし、胸むな元もとに手を当て、腰こしを折って、


「――お休みなさい、ミミコさん」


　と、最さい高こうに優ゆう雅がな仕し草ぐさで、そっとささやき、部屋を後にした。


　血は吸　血　鬼ブラツク・ブラツドにとっての酒。


　美酒なればこそ、味わいも深く、また人をよく惑まどわせる。


　両手をスラックスに突っ込んで、ジローは階段を下りた。


　たかだか百と十数年だ。


　まだまだ自分も未み熟じゆく。が、それは決して悪い気分ではなかった。
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　翌よく朝あさ。


　ミミコは大だい遅ち刻こくをしてさんざん説せつ教きようを食くらったくせに、始終ニヤニヤと相そう好ごうを崩くずしていた。


「何かあったんですか、ミミコ先せん輩ぱい？」


　と尋たずねるヒバリに、


「んー。べっつにー」


　とミミコはあからさまに正解と異ことなる返答をした。


　鼻歌すら口ずさむミミコに、ヒバリは不ふ審しんな――というより不ぶ気き味みなものを見る目を向けた。だが、思い出したようにポケットから何かを取りだすと、


「先輩、これ。昨日話した防ぼう刃じんグローブ持ってきましたよ」


「あ、ありがとー。でも、やっぱそれ要いらないわ」


「え、でも。また指、切っちゃいません？」


「いいのいいの。それよりさ、ヒバリちゃん」


　とミミコは後輩の耳元に口を寄せた。


「冬でも着られるキャミソールとか知らない？」




インターミッション７







「……すうう」


　と大きく深しん呼こ吸きゆうし、ヒバリは閉じていた目を、カッと見開いた。


「参ります！　でやあああ！」


　まな板の上で包丁が躍おどった。


　ザクザク、グッ、ザクザクザク、グッ、ザク、グッ、サグ、グ――


　途と中ちゆうに幾いく度ども異い音おんを挟はさみつつ、刃は先さきは怯ひるむ気配を見せず、獰どう猛もうに跳はね回った。


　ぶつ切りにされた野菜をつかみ、熱したフライパンに放ほうり込こむ。水洗あらいした野菜の水すい滴てきが、鉄板に敷しかれた油と混まじって悲鳴を上げる。


　しかし、ヒバリは慌あわてず手のひらでガード。そのまま菜さい箸ばしなどというちゃちなツールには目もくれず、手のひらで直ちよく接せつ野菜をフライパンに押おし付けた。


「はっ！　やっ！」


　と勇いさましいかけ声をかけながら、両手を駆く使ししてダイナミックに野菜をかき混まぜる。どうやら、フライパンを振ふって野菜を混ぜる、というテクニックも、彼女には迂う遠えんと感じられるらしい。


　フライパンの隣となりでは天ぷら鍋なべが熱せられている。手前には冷れい凍とう海え老びフライ。ヒバリはそれを手づかみにすると、あろう事かそのまま鍋の油に漬つけ込んだ。


　香こうばしい香かおりが立ち上る中、ヒバリは、


「ふふふ」


　と瞳ひとみを輝かがやかせながら海老フライを揚あげ油の中に漬け続け、ついには揚げ上がるまで微び動どうだにしなかった。


　最後にヒバリは　炒いためた野菜と揚げ物を、これまた手で直接皿に盛もりつけた。


　勝利者の笑みを湛たたえて、振り返る。


「いかかですか、先せん輩ぱいっ？　この防ぼう水すい防熱防ぼう刃じんグローブ『頑がん固こクン』！　どれほど研とぎ上げた包丁であろうと、おててはいつもつるぴかりん。冷凍庫の霜しもを触さわろうが、揚げ油に手を突っ込もうが、ちっとも痛いたくありません。これさえあれば三つ星シェフも苦笑い！　ぶきっちょなあなたの食生活を根本から変へん革かくする夢ゆめのアイテムが、ネット通つう販はんでたったの三万七八〇〇円っ。いまならもれなく、フェイスシールド付き防刃エプロンが付いてきます！」


「……ごめん。やっぱ要いらない」






　




　　エピローグ










「うっわー」


　と、地下室に下りたミミコは、周囲の散らかりように顔面を引きつらせた。


　良く晴れた日曜の午後。ジローは珍めずらしくも日中から外出しており、コタロウも遊びに出かけている。


　思ったより早く自室の掃そう除じを済すませたミミコは、ついでに一階の段だんボール部屋を片かた付づけ、そのまま地下室も掃除しようと階段を下りてきたのである。


　両手にはモップとバケツ。マスクをつけ、頭には三角巾きんを被かぶっている。それなりに覚かく悟ごを決めてきたのだが、地下の惨さん状じようたるや想そう像ぞう以上だった。


「そういやここ、引っ越こしたときもあんまり掃除しなかったもんなあ……」


　ミミコがここに引っ越してきたのは、特とつ区く中の吸　血　鬼ブラツク・ブラツドを騒そう然ぜんとさせた、あの事じ件けんの翌よく日じつだ。特別に認みとめられた休きゆう暇かは一日だけのことで、彼女もその翌日からは、事後処しよ理りのため激げき務むのただ中に放り込まれた。結果、地下室のことはほとんど手つかずに終わってしまったのだ。あまり地下には下りてこないから、ここまで荒あれ果てているとは気付かなかったのである。


「と、取りあえず、手近な所だけでもマシにしましょう」


　めげそうになる自分を励はげましつつ、ミミコは奥おくへ足を踏ふみ入れた。


　地下室の中央には、でんと棺ひつぎが置かれている。大小二つ。片方はジローの寝ね床どこで、もう片方がコタロウだ。


　とはいえ、コタロウの方は兄の真ま似ねをしているだけなのだろう。棺かん桶おけの蓋ふたは壁かべに立てかけられたままだし、底には布ふ団とんが敷かれ、枕まくらや掛かけ布団まで入っていた。


　しかし、この布団、外に干ほされているのを見たことがない。


「これだから、ガキと野や郎ろうは……」


　地下室には明かり取りの窓まどがあるが、ごく小さなものでしかない。天てん井じようからぶら下がる電球はとっくに切れていたので、ミミコはまずその交こう換かんから始めた。


　明かりを点つけると、地下室の様子がさらにつまびらかにされた。酷ひどい、の一言に尽つきる有様だった。まるで廃はい屋おくだ。


　突とつ然ぜん灯ともった明かりに驚おどろいたのか、部屋の隅から小さな物音がした。鼠ねずみまで棲すみ着いていると見える。ある意味吸血鬼の住すみ処かに相応ふさわしいが、ミミコの血けつ圧あつは上じよう昇しようする一方である。


　部屋には様々な物が置かれていた。


　段ボールや木箱はもちろん、朽くちかけた廃材やら、何が入っているのかわからない麻あさ袋ぶくろ。壊こわれた椅い子すやデスク、コンクリートのブロックなどもある。壁かべ際ぎわの棚たなはもともとここの整理のために置かれたのだろうが、地じ震しんに見み舞まわれたように傾かたむき、そのまま埃ほこりまみれになっていた。神様、とミミコはうんざりしながら掃除を始めた。


「よくもまあこんな所で寝てられるわね。うわ。何この看かん板ばん？　改かい装そうされる前に、角の薬屋に飾かざってあった奴やつじゃない。コタロウ君ね。こんながらくた拾ってきて、もう！」


　ミミコはぷりぷりしながら掃除を進めた。口では文もん句くばかりだが、そのうちやる気に火が点ついたのか、てきぱきと作業をこなしていく。


　もともと掃除は嫌きらいではないのだ。


「ったく、なんであたしが男の人の部屋なんか……」


　とぼやきつつも、なんとなく嬉うれしそうだ。


　粗そ大だいゴミに出す物のうち、運べる物はビルの外に出す。それ以外はひとまず部屋の隅に追いやる。舞い上がる埃の中で必死に箒ほうきを振り回し、次から次へとゴミ袋を膨ふくらませていく。さすがに本ほん格かく的にやっていたのではきりがないので、適てき当とうなところで切り上げ、幾いく分ぶんさっぱりしたスペースにはモップを掛ける。


「ふう」


　と一息ついたとき、地下室は打ち捨すてられた古こ城じようの隠かくし部屋から、民家の物置ぐらいには変へん貌ぼうを遂とげていた。


「あとは……と。ああそうだ。コタロウ君の布団も干すか。今日はもう日が暮くれちゃうから、取りあえず予よ備びの布団持ってきて替かえよう」


　そろそろ夕飯の支し度たくもしなければならない。ミミコの基き準じゆんから言えば、部屋はまだまだ満足からほど遠いのだが……


「まあ仕方ないか」


　ずっとサボっていた掃除だ。一度に全部は不ふ可か能のうだった。


「ここに来て、ずいぶん経たったもんなあ」


　立てたモップにもたれるようにして、自分の掃除の成果を眺ながめる。


　考えてみれば、職しよく場ばを除のぞけばこんなにも掃除をしたのは初めてだ。しかも自分以外の、でも他人ではない者が住む部屋。そんな部屋を、その誰だれかのために掃除する。そう思うと、なんだかむずがゆい。


　これから作る夕飯だって、自分一人のものではなく、三人前の献こん立だてだ。当然食べるのも独ひとりきりではない。あの二人と出会うまで、自分にこんな生活が待っているとは――ぼんやり想そう像ぞうしたことはあっても――リアルに考えたことはなかった。


　もちろん、いまでは日にち常じようと化した仕事やプライベートのドタバタ劇げきも、夢ゆめにも思わなかったことだが。


「あの二人も、役に立ってんだか、足引っ張ぱってんだか」


　以前の自分がしていた堅けん実じつな仕事ぶりを思いだし、ミミコは、とほほと苦く笑しようした。


　でもまあ、なんとかやって来ている。だったからそれでいいのかもしれない。


　自分たちは迷めい惑わくもかけているけど、その分誰かの助けにもなっているはずだ。特区に暮くらす誰か――人と、吸　血　鬼ブラツク・ブラツドの。


「ん――」


　ミミコは身体からだを起こして、ひとつ大きな伸のびをした。労働の疲ひ労ろう感が心ここ地ちよい。


「さあて。今日の晩ご飯は何にしようかなっと」


　モップを担かつぎ、バケツを持ち上げて、ミミコは地下室をあとにしようとした。


　そのとき、壁際に移い動どうしたままになっていた、大きな木箱が目に入った。


「しまった。これ忘わすれてた」


　どうしようかと思ったが、放っておくしかないだろう。何しろギリギリ階段を通れるほどの大きさだ。ミミコだけでは外に出すこともできない。


「にしても、こんな大きな箱、何が入ってたんだろ」


　大の大人でも入れそうな箱である。コタロウなど下手をすると立ったまま入れるかもしれない。


　と、そこで閃ひらめいた。


「あ。ひょっとして、　バウワウ卿ぬいぐるみ　が入ってたやつか？　そういや手前の方に置かれてたわ、この箱」


　いまではジローの武ぶ器き庫ことなったバウワウ卿だが、最初に発見したのはコタロウだ。引っ越こしの初日に発見し、以来寝ねるときも側そばに置くほど、たいそう気に入っていた。


　なんでも、前に住んでいたロシアの辺へん境きようでは、大きなクマの友達がいたらしい。「バウワウ」という名前も、そのクマからとったという。


「吸血鬼とクマ……ねえ。変な組み合わせ」


　ミミコはくすりと小さく笑った。


「にしても、つくづく変な物が置いてあるビルよね」


　もともと『カンパニー』の倉庫として利用されていた建物だ。しかし、どうして『カンパニー』の倉庫にぬいぐるみが置かれていたのかが、理り解かいに苦しむ。


　もっとも、こんなことは初めてではない。以前など、設せつ立りつ当初の『カンパニー』裏うら帳ちよう簿ぼが出てきて、処しよ分ぶんに困こまったこともある。


　このビルは特区が開発される前から建っていたようで、実に様々な意味不明の物が持ち込まれ、そのまま忘れられたりしているようなのだ。今回掃そう除じできなかった段だんボール箱や木箱だって、中にどんな物が入っているか知れたものではない。


「全然目立たない建物だからなあ。案外逆ぎやくに、重要な秘ひ密みつの隠かくし場所に使われてたりしたのかも」


　そんなわけないか、と笑いながら、ミミコはぬいぐるみが入っていたと思われる箱を眺めた。


　ふと、その目が細められる。


「あれ？　何この貼り紙。中国語？」


　箱にはすっかり色褪あせた紙が貼られていた。どうやら住所が書いてあるらしい。


「これ、中国から輸ゆ送そうされてきたんだ。ここにあるってことは、ひょっとして香ホン港コンかな……うん、やっぱり」


　よくよく見ると辛かろうじて香港の地名が確かく認にんできた。


　特区と香港の繫つながりは深い。もともと特区は、『九クー龍ロンショック』で崩ほう壊かいした香港に代わる国こく際さい都市として開発された場所なのだ。また、当時の香港は吸血鬼の大都市であり、当地に根付いていた血族の多くも、同じように特区へと流れてきた。


『カンパニー』が設立されたのも同時期であり、人材、物ぶつ資しとも様々な行き来が為なされた。どこか他に運ばれるはずの荷が、紛まぎれ込こんでいてもおかしくはない。


「なるほど。中国ならパンダだけど、香港ならイギリス領りようだったわけだし。中身がテディ・ベアでもおかしくはないか」


　ミミコは妙みようなところで得心して、うむ、と頷うなずいた。


　この箱、何かに使えないだろうか。そう思って、ミミコは蓋ふたを開けてみた。


　すると、箱の底に一通の手紙が落ちているのを見つけた。コタロウは見落としたらしい。「おや？」とつぶやいて、ミミコは手紙を取り出し、広げてみた。便びん箋せん三枚まい分の、手書きの中国語が並ならんでいる。


「えー、何々。『ナナへ。誕たん生じよう日びおめでとう』……って、これ、誰かへのプレゼントだったの？」


　慌あわてて宛あて先さきを確認しようとしたが、そちらは印いん刷さつが薄うすれて読めなくなっていた。プレゼントなら届とどけてあげたいところだが、これでは届け先がわからない。それに、この箱が送られたのは、もう何年も前のことだ。


　とにかく、ミミコは続きを読もうとした。


　そこへ、


「ミミちゃーん。ただいまー」


「ミミコさん。どこです？　いないんですか？」


　階段の上から声が聞こえてきた。どうやら二人とも一いつ緒しよに帰ってきたようだ。


「いけない。夕ご飯」


　ミミコは読みかけの手紙を箱に戻もどすと、モップとバケツを持ち直し、腹はらを空すかせた同どう居きよ人たちのために階段を駆かけ上がっていった。


　地下室に静せい寂じやくが戻る。


　その静寂の中、手紙は再び箱の底で、誰かに読まれるのをじっと待ち続けるのだった。
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『ナナへ。


　誕生日おめでとう。パパとママはお元気ですか？　お祖じ父いちゃんは元気にやっています。今年の誕生日は、とても大きなプレゼントを用意しました。喜んでもらえたら嬉うれしいけれど、ナナはおませさんだから、もうぬいぐるみなんか、つまらないかもしれませんね。


　でも、この子はとても人気者なのですよ？


　一週間前のことです。お祖父ちゃんの店に飾かざっていたところ、とても可愛かわいらしいお姉さんが、この子に見とれていました。綺き麗れいなブロンドとくりくりしたブルーの瞳ひとみをしていて、笑え顔がおがとても印象的なお姉さんでした。


　そのお姉さんは、次の日も、その次の日も店に来て、ウィンドウの外からこの子を眺めていました。お祖父ちゃんの店はアンティークショップなので、若わかい女じよ性せいが店に来ることは珍めずらしいのです。それで声をかけてみると、やっぱりこの子のことが大たい層そう気に入ったということでした。


　ただ、連れの方が、荷物になるからと反対されたのだそうです。そのお姉さんは、必ず説得するから、と言っていましたが、次の日も、その次の日も駄だ目めだったようで、とても残念な顔をしていました。


　ところがついさっき、まるで長年の片かた思おもいが実ったような晴れやかな笑顔で店に現あらわれたのです。お姉さんは一緒に背せの高いお兄さんを連れてきて――たぶん反対していた連れの方なんでしょうね――ついに説得したからこの子を売ってほしいと言いました。


　そうそう。奇き遇ぐうなことに、そのお兄さんは日本の方だったみたいですよ？　きっとずいぶん駄々をこねられたのでしょう。とてもハンサムな青年なのですが、そのときは本当に渋しぶい顔をしていて、お祖父ちゃんは少し噴ふきだしてしまいました。


　しかし、お祖父ちゃんはそのときもう、この子をナナへのプレゼントにしようと、箱に入れてしまったあとだったのです。


　お姉さんは、それは気の毒なほど落ち込んでしまいましたが、日本の孫まご娘むすめにプレゼントしたいのだというと、笑って譲ゆずってくれました。


　ハッピーバースデー。


　大事にしてあげてね。


　と、そのお姉さんからナナへのメッセージです。


　お祖父ちゃんからも、同じメッセージをナナに送ります。どうか、この子と仲良くしてあげて下さいね。


　クリスマスのころにはナナに会いに行けると思います。それまで元気でいて下さい。


　では。




』







あとがき







　今度は初出ページが充じゆう実じつ！　『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ[image: ]１』です。


　そうだよね。やっぱ、これこそ富士見における短たん編ぺん集しゆうのあるべき姿すがただよねっ。


（「え、どういう意味？」と疑問に思われた方は、富士見ミステリー文庫『Ｄクラッカーズ』にレッツトライです）
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　と、いうわけで、シリーズ最初の短編集。ジローとコタロウ、ミミコによる、特とつ区く移い住じゆう後ごのドタバタ劇げきをお送りしました。皆様いかがだったでしょうか？


　この短編集は、二〇〇四年の春から夏にかけて「ドラゴンマガジン」誌し上じようで連れん載さいした物をまとめた一冊です。世に発表した順じゆん番ばんで行くと、この短編集に収しゆう録ろくした第一話が、トリオの初はつお目見えということになります。当とう時じは、頭の中で生まれたばかりの兄弟とヒロインを引率し、「こいつら、どんな奴やつらなんだろう」とドキドキしながら書き始めました。その後、本編三巻分を書き下ろし、ようやく作中の時じ間かん軸じくに合わせることができたわけです。こうして原稿を読み直しますと、ふーやれやれ、というか、ずいぶんかかったなあという気分です。


　……でも、こいつら、三巻の事件を切り抜けたのと同じトリオだとは思えないですね。いまカーサが攻せめてきたら普通に負けるぞ、お前ら。
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　それにつけても雑誌連載です。


　これまでにも何度か短編を載のせて頂いただく機き会かいはあったのですが、連載するのはこれが初めての経験でした。憧あこがれていたので嬉うれしかったのですけど、いざチャレンジしてみると、もう大変大変。特に初しよ期きのころは長編で書くネタは伏ふせねばならないという制せい約やくがあったため、毎月毎月話を考えるのに苦く労ろうしました。制約が弛ゆるんできたいまも、まだ四し苦く八はつ苦くしています。もうドラマガを鍋なべ敷しき代がわりになんて、とてもできません。（やったのかっ!?）


　今回のあとがきも、出だしには、





　僕に短れん編あいは向いてない――。





　ってデンジャラス・ギャグを考えたぐらいです。素すで担当さんキヤサリンに怒おこられそうだから止めときましたが……


（「ん、何それ？」と疑ぎ問もんに思われた方は、新あら井い輝てる先生の、富士見ミステリー文庫『ＲＯＯＭ　ＮＯ．１３０１』にレッツトライです）





　でも連載は楽しいですね。これは本当です。書いてる方もどんどんミミコたちに親したしみを持てますし。


　富士見では連載短編と書き下ろし長編との兼かね合あいをどうするか、という点に、各作品ごとの特とく徴ちようや切きり口くちがあって、皆さん様さま々ざまに工くふ夫うを凝こらされています。筆ひつ者しやはその点てん深ふかく考えず（考えろ）、短編では主人公たちの日常を描えがくことにしました。本作に取り入れた「インターミッション」もこの考えから来てまして、一本のお話にはならない些さ細さいなエピソードを積せつ極きよく的てきに書いてみました。登場人物が少しでも身み近ぢかに感じてもらえたなら、と願っています。


　また、今回短編集としてまとめるに際さいして、各かく話わのタイトルをドラマガ掲載時と変へん更こうしてみました。あれこれ試し行こう錯さく誤ごするのも、楽しみのひとつです。さらに制約がなくなったら、今後は書き下ろしでジローの過去編なんかも加えてみたいと思っています。楽しみにしていて下さい。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　最後に、担当Ｋ嬢とイラストの草くさ河かさんにお礼申し上げます。自分の作品をより魅み力りよく的てきにしてもらえるって幸せです。連載をしてみて、その気持ちが強つよまりましたですよ。


　そして読者の皆様。短編が気に入って頂けましたら、ドラマガの方もリアルタイムで読んでみて下さいね。Ｋ 嬢キヤサリン入にゆう魂こんの特集ページや、草河さんのビッグサイズのイラストが堪たん能のうできますから。


　そして――ほら？　アンケートとか――ね？（笑）


　次の『ＢＢＢ』は長編の予定。今年中にはお届けできると思います。でも内容は秘密だ！（決まってないんじゃないよ？）（ほんとだよ？）


　それでは。







二〇〇五年　六月　あざの耕平





初　出





月刊ドラゴンマガジン二〇〇四年五月号～一〇月号




※本書は初出を加筆・修正したものです







書きおろし


プロローグ／第２話　続・働く吸血鬼／インターミッション１～７／エピローグ
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あざの耕こう平へい
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